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1．自己点検・評価の基礎資料 

（1）学校法人及び短期大学の沿革 

1960 年代中頃の自動車産業界は、自動車の急速な普及によって車輌の整備技術をマスタ

ーした人材の不足が深刻化し、自動車販売会社でもメカニックの確保に躍起になっている

時代であった。愛知県津島市と江南市において自動車教習所を経営していた創設者の神野

浅義は、まさに我が国がモータリゼーションの入り口に立ったこの時代：1967 (昭和 42)

年に自動車整備技術者養成を目的とし、岐阜県加茂郡坂祝村に学校法人神野学園 中日本

自動車短期大学を創立した。当初は、自動車工業科（２年課程、入学定員１５０名）であ

ったが、自動車産業界の要請に応え、翌年には入学定員４００名と増員、また、1971 (昭

和 46)年には入学定員６００名へと増員された。 

 1970 年代に入ると我が国の航空業界は、旅客、貨物ともに空路の利用が高まり活況を呈

してきた。それと共に、航空各社や航空機メーカーは航空従事者の人材不足に危機感を抱

いていた。そのような状況の中、1971 (昭和 46)年に航空整備士養成を目的として 中日本

航空専門技術学校（後に中日本航空専門学校へ校名変更）、航空整備科（２年課程、入学定

員１００名）が設立された。 

また、医療分野においては高度な医療の提供は 医師と医療技術者が一体となってこそ提

供されるものであるが、当時は医療技術者が不足していた。そこで、1973 (昭和 48)年に

臨床検査技師の養成を目的として国際医学総合技術学院、衛生技術学科（３年課程、入学

定員１２０名）が設立された。続く翌年には、診療放射線技師養成を目的に診療放射線技

術学科（３年課程、入学定員４０名）が増設された。さらに、1983 (昭和 58)年には より

高度な医療技術者の養成を目指し 岐阜医療技術短期大学、衛生技術学科（３年課程、入学

定員８０名）、診療放射線技術学科（３年課程、入学定員８０名）が設立され、国際医学総

合技術学院は 1985 (昭和 60)年に廃止された。また、1991 (平成 3)年には看護学科（３年

課程、入学定員６０名）が増設され ３学科体制となった。その後、2005 (平成 17)年には

念願であった４年制大学の設置申請を行い、保健科学部、衛生技術学科（入学定員８０名）、

放射線技術学科（同８０名）、看護学科（同８０名）の１学部、３学科の岐阜医療科学大学

の認可を得た。岐阜医療技術短期大学は 2008 (平成 20)年に廃止となった。 

 1987 (昭和 62)年には法人本部は名古屋市の中心地へ移り、１８歳人口の急増期を前に

専門学校の新設を計画した。そして、ハワイパシフィック大学と単位互換、編入学協定を

結んだ 国際情報パシフィック専門学校、国際マネージメント科（２年課程、入学定員１２

０名）、情報マネージメント科（２年課程、入学定員１２０名）が設立された。その後、改

組転換し 1999 (平成 11)年に介護福祉学科（２年課程、入学定員８０名）を、2004 (平成

16)年には総合福祉学科（２年課程、入学定員４０名）を設置し東海福祉総合専門学校へと

校名を変更した。しかし、2009 (平成 21)年には他法人へ移管し 設置者変更を行った。 

 さて、中日本自動車短期大学では、エレクトロニクスを中心とした技術の進歩、新素材

の導入、環境対策などに対応する人材養成のため 1993 (平成 5)年に 専攻科自動車工学専

攻（２年課程、入学定員２０名）を設置し、これを 2004 (平成 16)年に教育課程を変更し

国土交通省の一級自動車整備士養成課程として認可を得た。1999 (平成 11)年には板金・塗

装のスペシャリスト養成のため 専攻科車体整備専攻（１年課程、定員２０名、2004（平

成 16）年４０名に変更）を設置した。また、開学以来 東南アジア各国から多くの留学生
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を受け入れてきたが、留学生への教育をより充実させるため留学生別科（１年課程定員２

０名、2008 (平成 20)年に１００名に変更）を 2005 (平成 17)年に開設した。この 2005 年

頃より、１８歳人口の減少の影響が出始め、加えて いわゆる若者のクルマ離れとも相まっ

て６００名の入学定員確保が難しくなった。そのため 2009 (平成 21)年に同一分野内での

改組転換を実施し、自動車工学科の定員減（入学定員３００名）と新たにモータースポー

ツエンジニアリング学科（３年課程、入学定員５０名）と国際自動車工学科（３年課程、

入学定員５０名）の設置を行った。さらに、2011 (平成 23)年には、電気自動車（ＥＶ）、

ハイブリッド車（ＨＥＶ）等 次世代自動車に対応できる自動車の電気、電子に強い人材育

成を行うことを目的に専攻科エコカー整備専攻（１年課程、定員２０名）を設置し、３学

科３専攻１別科体制とした。 

 神野学園の設置する３校はいずれも国家資格を取得することを目標の一つとしている。

「技術者たる前によき人間たれ」を建学の精神とし、技術教育に偏ることなく人の命 

 

表０－  学園及び中日本自動車短期大学の沿革 

学校法人神野学園の沿革（概要） 中日本自動車短期大学の沿革（概要） 

1967 年 学校法人神野学園設立 1967 年 学校法人神野学園設立 

 中日本自動車短期大学開設  中日本自動車短期大学開設 

1971 年 中日本航空専門技術学校開設 （2 年課程 定員 150） 

1973 年 国際医学総合技術学院開設 1968 年 自動車工業科定員変更（定員 400） 

1976 年 中日本航空専門技術学校を中日本 1971 年 自動車工業科定員変更（定員 600） 

 航空専門学校に校名変更 1993 年  専攻科自動車工学専攻開設 

1983 年 岐阜医療技術短期大学開設 （2 年課程 定員 20） 

1985 年 国際医学総合技術学院を廃止 1999 年 専攻科車体整備専攻開設 

1988 年 国際情報パシフィック専門学校  （1 年課程 定員 20） 

 開設 2004 年 専攻科車体整備専攻定員変更(定員40）

1999 年 国際情報パシフィック専門学校を  専攻科自動車工学専攻の教育課程を変

 東海福祉情報観光専門学校へ 更し、一級自動車整備士養成課程とし

 校名変更 て認可（定員 20） 

2004 年 東海福祉情報観光専門学校を東 2005 年 留学生別科開設（1 年課程 定員 20） 

 海福祉総合専門学校へ校名変更 

 

2007 年 自動車工業科を自動車工学科に名称変

更 

2005 年 岐阜医療科学大学設置認可 2008 年 留学生別科定員変更（定員 100） 

2008 年 岐阜医療技術短期大学を廃止 2009 年 自動車工学科定員変更（定員 300） 

2009 年 東海福祉総合専門学校を設置者変

更 

 ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科開設 

（3 年課程 定員 50） 

 
 

 国際自動車工学科開設 

  （３年課程定員 50） 

 
 

2011 年 専攻科エコカー整備専攻開設 

    （１年課程定員 50） 
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を預かる技術者として豊かな人間性を兼ね備えた社会に有用な人材を育成することを目標

としている。 

 

（2）学校法人の概要 

  本学園は（1）の沿革で記載した通り、名古屋市の中心地である東区泉に立地してお

り、岐阜医療科学大学、中日本自動車短期大学、中日本航空専門学校の 3 校を設置してい

る。設置校の詳細は以下の通りである。      （平成 24 年 5 月 1 日現在） 

教育機関名 所在地 入学定員収容定員在籍者数

岐阜医療科学大学 岐阜県関市市平賀字長峰795-1 240 960 1,198
中日本自動車短期大学 岐阜県加茂郡坂祝町深萱1301 290 790 448
中日本航空専門学校 岐阜県関市迫間1577 335 905 785

 

（3）学校法人・短期大学の組織図 

 2012（平成 24）年 5 月 1 日現在の本学の教職員の数は、以下の通りである。 

専任教員数：   42       非常勤教員数： 12  

専任事務職員数：26       非常勤事務職員：0 

・学校法人・短期大学の組織図は以下の通りである。 
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（4）立地地域の人口動態・学生の入学動向・地域社会のニーズ  

 

・坂祝町の概要、産業、人口 

本学のある坂祝(さかほぎ)町は、岐阜県の中南部に位

置しており、南は天下の奇勝「日本ライン」木曽

川を挟んで愛知県犬山市および岐阜県可児市に、

東および北は美濃加茂市に、西は関市西田原と各

務原市鵜沼宝積寺町に接しており、 東西 4.9 キロ

メートル、南北 4.3 キロメートル、面積 12.89 平

方キロメートルの町である。 

町の南部を木曽川が流れており、川に沿って                 

国道 21 号線（旧 中山道にあたる）および JR 高

山本線が東西に貫いている。町の中央部を 

 図０－１ 短期大学所在の市区町村の位置図 

図０－２ 短期大学所在地の周辺図 

 

郷部(ごぶ)山丘陵が占め、これらを取り囲むように平野部が広がっている。西部には、城山な

どの急峻な山地が連なっていて、各務原市との境となっている。（京都からやってくると、中山

道が急峻になる最初の地で、古代は「坂歩危」と書かれたとのことである。）                    

        （坂祝町ホームページから） 

 

坂祝町の産業は農業であり、他に古くから「日本瓦」の産地として有名であった。新し

くは町内に「パジェロ製造（株）」が工場立地し、自動車製造が主力産業となっている。

2012 (平成 24）年２月末で、人口は 8,593 人、世帯数は 3,228 戸である。 
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・学生の出身地別人数及び割合 

 本学の学生の出身地は、北海道（入学生の累積 97 名）から沖縄（累積 320 名）までに

亘っているが、主には東海３県である。（累積は愛知 6,680 名、岐阜 3,210 名、三重 1,420

名、静岡 1,660 名） ここ数年の入学者数を表にする。 

 

 表０－２ 新入生の出身地別人数  

人数
（人）

割合
（％）

人数
（人）

割合
（％）

人数
（人）

割合
（％）

人数
（人）

割合
（％）

人数
（人）

割合
（％）

岐阜 54 17.4% 45 19.8% 56 22.1% 55 24.6% 39 22.9%
愛知 66 21.2% 63 27.8% 57 22.5% 51 22.8% 36 21.2%
三重 25 8.0% 18 7.9% 22 8.7% 19 8.5% 14 8.2%

その他 102 32.8% 54 23.8% 67 26.5% 48 21.4% 55 32.4%
海外 64 20.6% 47 20.7% 51 20.2% 51 22.8% 26 15.3%
合計 311 227 253 224 170

23年度 24年度
地域

20年度 21年度 22年度

                    専攻科・留学生別科を除く、秋入学生を含まない 

  

  本学の学生構成で特筆すべきは、留学生が多いことである。特に、日本語教育を目的

とした留学生別科を設けていることもあるが、別科を含めると今年度 5 月現在では、 

  中国 103 名   ベトナム 44 名   

  タイ   3 名   ネパール  2 名 

    台湾   1 名   マレーシア  1 名   

韓国  1 名   スリランカ  1 名  

が在籍している。 

 

・地域社会の産業の状況 

  上に述べたように、学生の出身地は東海３県が大半を占めているが、「地域」を広げて

比較することにする。経済産業省の発表した平成 21 年工業統計表のデータによると、都

道府県ごとで輸送用機械器具製造業の製造品出荷額の 全製造業に占める割合は、 

 

  愛知  35.7 ％  岐阜  9.1 ％      

  三重   18.9 ％  静岡 17.1 ％ 

    東京   6.4 ％  大阪  3.4 ％      

と、東海地区の比率は非常に高く、クルマの生産が工業の主力になっていることが容易に

想像できる。静岡･愛知では、製造業の事業所数の 10 ％以上がこの輸送用の生産に携わっ

ている。 （平成 21 年工業統計表「市区町村編」 (経済産業省経済産業政策局調査統計部)より 

また、社団法人 日本自動車販売協会連合会に加盟する、自動車ディーラーの会員数を比

べると、         （http://www.jada.or.jp/） 

  愛知   55 社  岐阜  21 社      

  三重    34 社  静岡  68 社 

     東京   38 社  大阪  37 社      
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と、大都市圏に比べて遜色がない。（会社数であって、支店･営業所数ではない） 

 このように、東海地区はクルマ産業に立脚した地域であると言うことができる。2011（平

成 23）年度の就職決定状況を見ると、自動車ディーラー他卸売・小売業へ就職する学生が、

自動車工学科では 83％、専攻科自動車工学専攻では 70％、専攻科車体整備専攻では 71％

を占めており、このことを反映している。  

 

 

 

 

 

 

 
図０－３ 短期大学の建物配置図 
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（5）課題等に対する向上・充実の状況 

 

① 前回の第三者評価結果における三つの意見の「向上・充実のための課題」で指摘され

た事項への対応について（領域別評価票における指摘への対応は任意） 

改善を要する事項
（向上・充実のための課題）

対  策 成  果

シラバスの中に一部記述
内容の不十分なものが認
められる。

担当教員に依頼し記述内容の見直
しを行った。集中講義科目の記述
内容も充実させた。

内容の充実が図られた。講義回ごと
の理解しやすい物となった。

コンピュータリテラシー
教育のさらなる充実を図
ることが望ましい。

2008年8月に更新した情報処理演習
室のうち、1室を4月から学生に開
放した。基礎教育科目を充実させ
た。

徐々に利用が進んでおり、平成23年度で
は年間ログイン回数 5000以上、e-ラー
ニング（二級整備士演習問題）は300名
もの学生がアクセスした。

図書館利用促進のための
組織的な取り組みをされ
たい

・教職員の推薦のもと、「読んで
おきたい１００選」（その１）か
ら（その３）までを選定し、リス
トを配布し、特別コーナーを作り
提供した。
・職員より、クラシックカーのミ
ニチュアモデルを６０台借り受
け、カウンター等に展示した。
・一部教員により、図書館を使っ
ての講義(少人数の演習・補習授
業)やＣＤ研修での図書館ガイダン
スを行った。

・一部教員が、「読んでおきたい100
選」を必読のレポートを学生に課して、
貸出利用に協力があった。
・バイクへの興味がある学生に好評で、
友人を誘っての来館があった。23年度に
は前年度に比べて来館者が429名増加し
た。
・学生数の減少のため貸し出し数が伸び
悩んでいた中、図書館ガイダンスや講義
を図書館で行うことで、今まで一度も図
書館を利用したことのない学生の貸し出
しに結びつき、23年度には貸し出し数が
98冊増加した。

数学力向上のみではな
く、文章表現・読解力向
上についても配慮する事
を検討されたい。

教育効果の向上を図るため、2008
年度に大幅なカリキュラムの改正
を行った。この際日本語力の向上
を図るため、「日本語表現法Ⅰ・
Ⅱ」（各２単位）を新規に開設し
た。

表現力、読解力、思考力、コミュニ
ケーション力の向上が認められた。

理事会等における審議事
項のうち、関連法人に関
することは報告事項とす
ることが望ましい。

新規契約など、新たに発生する取
引に関しては理事会審議が必要で
あると判断し、理事会に諮ってい
る。それ以外で報告が必要な場合
は報告する。

新規契約事項を理事会に諮った。た
だ、報告すべき事項は平成23年度は
なかった。

教育研究費について、よ
り一層の充実が望まれ
る。

収支状況の厳しい中、管理経費を
削減（平成23年度は同21年度に対
し7％削減）し、教育研究費の確保
に努めた。

帰属収入に対しての教育研究費比率
が、平成23年度は、約30％となっ
た。
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② 上記以外で、改善を図った事項について 

改善を要する事項
（向上・充実のための課題）

対策 成果

基礎学力不足の学生に対する
数学を中心とした基礎科目の
補完教育

学習支援センターを設置し、基
礎学力不足の学生に対し、数
学、基礎的な原理、法則を中心
とした基礎科目の補完教育を少
人数制で実施した。

入学前課題確認試験により抽出
した学生についてガイダンスを
行い春学期は週1回学習指導をし
た、また秋学期は適時に学習指
導を行った。
その結果該当者の8割以上の学生
は１年次履修科目の7割以上の科
目の単位を取得することができ
た。
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（6）学生データ 

評価実施年度(平成 24 年度)を含む過去 5 年の学校基本調査のデータを示す。 なお、以

下、網掛け部分は当該学科等が設置されていないことを意味し、また、「入学者数」には秋入学の

学生数を含んでいない。 

 

① 入学定員、入学者数、入学定員充足率、収容定員、在籍者数、収容定員充足率 

学科等の名称 事項 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 備考
入学定員 600 300 300 300 200
入学者数 311 171 205 162 127
入学定員充
足率（％）

51.8% 57.0% 68.3% 54.0% 63.5%

収容定員 1200 900 600 600 500
在籍者数 753 544 430 383 313
収容定員充足

率（％） 62.8% 60.4% 71.7% 63.8% 62.6%

入学定員 50 50 50 40
入学者数 21 16 23 24
入学定員充
足率（％）

42.0% 32.0% 46.0% 60.0%

収容定員 50 100 150 140
在籍者数 21 37 59 60
収容定員充足

率（％） 42.0% 37.0% 39.3% 42.9%

入学定員 50 50 50 50
入学者数 35 32 39 19
入学定員充
足率（％）

70.0% 64.0% 78.0% 38.0%

収容定員 50 100 150 150
在籍者数 35 63 86 75
収容定員充足

率（％） 70.0% 63.0% 57.3% 50.0%

入学定員 20 20 20 20 20
入学者数 10 7 10 12 5
入学定員充
足率（％）

50.0% 35.0% 50.0% 60.0% 25.0%

収容定員 40 40 40 40 40
在籍者数 24 17 17 23 18
収容定員充足

率（％） 60.0% 42.5% 42.5% 57.5% 45.0%

入学定員 40 40 40 40 40
入学者数 43 34 47 31 38
入学定員充
足率（％）

107.5% 85.0% 117.5% 77.5% 95.0%

収容定員 40 40 40 40 40
在籍者数 43 34 47 31 38
収容定員充足

率（％） 107.5% 85.0% 117.5% 77.5% 95.0%

入学定員 20 20
入学者数 1 2
入学定員充
足率（％）

5.0% 10.0%

収容定員 20 20
在籍者数 1 2
収容定員充足

率（％） 5.0% 10.0%

入学定員 100 100 100 100 100
入学者数 36 25 6 14 33
入学定員充
足率（％）

36.0% 25.0% 6.0% 14.0% 33.0%

収容定員 100 100 100 100 100
在籍者数 89 92 35 26 57
収容定員充
足率（％）

89.0% 92.0% 35.0% 26.0% 57.0%

自動車工学科
（自動車工業科）

モータースポーツ
エンジニアリング
学科

国際自動車工学科

専攻科自動車工学
専攻

専攻科車体整備専
攻

留学生別科

専攻科エコカー整
備専攻
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② 卒業者数（人）      

区分 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度

自動車工学科 380 324 271 148 162

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科         20

国際自動車工学科         14

自動車工学専攻 4 14 10 7 9

車体整備専攻 42 42 34 45 30

エコカー整備専攻         1

留学生別科 21 42 69 30 17

 

 

③ 退学者数（人）      

区分 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度

自動車工学科 81 66 66 67 36

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科     0 0  ※2

国際自動車工学科     3 16 12

自動車工学専攻 0 2 0 0 0

車体整備専攻 0 1 0 0 2

エコカー整備専攻         0

留学生別科 4 23 24 7 19

 7 34 10 23 *14

※他に 転学科をした者 1 名 

 

④ 休学者数（人） 

      

区分 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度

自動車工学科 39 36 16 23 26

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科     1 1 0

国際自動車工学科     2 1 20

自動車工学専攻 1 2 0 0 0

車体整備専攻 0 0 0 1 0

エコカー整備専攻         0

留学生別科 1 0 2 0 0

 



 H23 
 

 14

⑤ 就職者数（人） 

区分 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度

自動車工学科 269 235 132 71 84

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科  11

国際自動車工学科  5

自動車工学専攻 4 14 10 7 9

車体整備専攻 41 42 28 36 26

エコカー整備専攻  1

留学生別科  

 

⑥ 進学者数（人） 

      

区分 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度

自動車工学科 51 47 61 49 47

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科       5

国際自動車工学科       3

自動車工学専攻 0 0 0 0 0

車体整備専攻 0 0 1 1 1

エコカー整備専攻         0

留学生別科 
25 62 78 46 29

(   4) (   20) (   10) (   18) (   12)

修了者の進学者 21 42 68 28 17

 (   )は内数で未修了者   
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（7）短期大学設置基準を上回っている状況・短期大学の概要 

          平成 24 年 5 月 1 日現在 

① 教員組織の概要（人） 

［注］〔イ〕は、短期大学設置基準第 22 条別表第 1 のイに定める学科の種類に応じて定める教員数 （ ）

内は、短期大学設置基準第 22 条別表第 1 のイの備考第 1 号に定める教授数 

     〔ロ〕は、短期大学設置基準第 22 条別表第 1 のロに定める短期大学全体の入学定員に応じて定め

る教員数 

② 教員以外の職員の概要（人） 

専任 兼任 計

事務職員 22 22
技術職員 1 1

図書館・学習資源
センター等の
専門事務職員

1 1

その他の職員 2 2
計 26 0 26  

その他の職員：看護師、寮監 （各１名） 

 

③ 校地等（㎡） 

［注］短期大学設置基準上必要な面積  （収容定員 790 人 7,900 ㎡） 

教授 准教授 講師 助教 計 〔イ〕 〔ロ〕

自動車工学科 5 11 7 1 24
7（3 ）

 ― 9

モータースポーツエ
ンジニアリング学科

2 4 1 7 6（2 ）  ― 10

国際自動車工学科 4 3 2 2 11 6（2 ）  ― 9

（小計） 11 18 9 4 42 22（7 ） ― 28

〔ロ〕 ― 6（2 ）

（合計） 11 18 9 4 42 22（7 ） 6（2 ）

工
業
関
係

学科等名 
助
手

非
常
勤
教
員

備
考

専任教員数

設置基準
で定める
教員数

区分
専用

（㎡）
共用

（㎡）

共用する
他の学校
等の専用
（㎡）

計
（㎡）

基準面積
（㎡）
   注

在学生一
人当たり
の面積
（㎡）

備考（共
有の状況
等）

校舎敷地 43,491 43,491 7,900 97.1
運動場用地 19,365 19,365

小計 62,856 62,856
その他 18,585 18,585
合計 81,441 81,441

校地等
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④ 校舎（㎡） 

 

 

 

 

 ［注］短期大学設置基準上必要な面積   （収容定員 790 人 9,000 ㎡） 

 

⑤ 教室等（室） 

 

 

 

 

⑥ 専任教員研究室（室） 

 

 

 

 

⑦ 図書・設備 

 

面積（㎡） 閲覧席数 収納可能冊数

345 42 *3.6万冊

＊図書館の収納可能冊数は書棚90cmで25冊を収納可能として計算。

面積（㎡） 面積（㎡）

1,458 19,365

面積（㎡）

1,399
テニスコート

図書館

体育館 グラウンド

 
 

 

（8）短期大学の情報の公表について 

 以下の通り、公表している。 

 

①教育情報の公表について 

図書
〔うち外国書〕

（冊）
電子ジャーナル
〔うち外国書〕

計 39,527 [2,398] 6 [0] 0 625 7 0

学科・専攻課程
視聴覚資料

（点）
機械・器具

（点）
標本

（点）

学術雑誌
〔うち外国書〕（種）

講義室（室） 演習室（室） 実験実習室 情報処理学習室 語学学習施設

33 50 2

区分
専用

（㎡）
共用

（㎡）
共用する他の学校
等の専用（㎡）

計（㎡）
基準面積

（㎡） ［注］

校舎 26,060 9,000

専任教員研究室

33
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事 項 公表方法等

1 大学の教育研究上の目的に関すること 本学ＨＰにて公開（http://www.nakanihon.ac.jp）

2 教育研究上の基本組織に関すること 本学ＨＰにて公開（http://www.nakanihon.ac.jp）

3
教員組織、教員の数並びに各教員が有する学
位及び業績に関すること

本学ＨＰにて公開（http://www.nakanihon.ac.jp）

4

入学者に関する受け入れ方針及び入学者の
数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又
は修了した者の数並びに進学者数及び就職者
数その他進学及び就職等の状況に関すること

入学者に関する受け入れ方針については、本学ＨＰ
（http://www.nakanihon.ac.jp）、及び募集要項に
て公開。入学者の数、収容定員及び在学する学生の
数、卒業又は修了した者の数並びに進学者数及び就
職者数その他進学及び就職等の状況については、本
学ＨＰ（http://www.nakanihon.ac.jp）にて公開

5
授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の
授業の計画に関すること

学生便覧および講義要綱を学生に配布

6
学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認
定に当たっての基準に関すること

学生便覧に掲載し学生に配布

7
校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の
教育研究環境に関すること

入学案内、ＨＰにて公開
     （http://www.nakanihon.ac.jp）

8
授業料、入学料その他の大学が徴収する費用
に関すること

募集要項およびＨＰにて公開
     （http://www.nakanihon.ac.jp）

9
大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の
健康等に係る支援に関すること

学生便覧に掲載し学生に配布
 

②学校法人の財務情報の公開について 

事項 公開方法等

資金収支計算書、消費収支計算書、貸借対照
表、消費収支計算書の推移・消費収支計算比率
の推移、財産目録、監査報告書、事業報告書

学園ホームページにて公開
     （http://www.jinno.ac.jp/)

 
 

（9）各学科・専攻課程ごとの学習成果について 

（１）学習成果の規定 

本学では 2009(平成 21)年度の改組転換の際に、教育効果の向上及び教育の質保証の観

点から、既設の自動車工学科並びに新設する国際自動車工学科及びモータースポーツエン

ジニアリング学科のディプロマポリシー（学位授与方針：ＤＰ）、カリキュラムポリシー

（教育課程編成方針：ＣＰ）、アドミッションポリシー（入学者受け入れ方針：ＡＰ）を構

築した。その後 2010(平成 22)年度のカリキュラムの改正に合わせて、一部内容の変更が

行われ、また専攻科自動車工学専攻、車体整備専攻、エコカー整備専攻及び留学生別科の

三つのポリシーも構築され、現在に至っている。表０－３に現在の本学の各学科、各専攻

科および留学生別科のディプロマポリシーを示す。表に示したディプロマポリシーは、学

習者の立場から見れば、大きな‘くくり’の下での本学における学習成果を表していると

考えている。これらの成果を達成するには、カリキュラムとして編成された科目の中に、

それぞれの到達目標、学習成果として詳細に落とし込む必要があり、より細分化された学

習成果を示していく必要がある。2008(平成 20)年度に三つのポリシーを作成する際、カリ

キュラムマップやディプロマポリシーの観点などについても検討したが、現段階では、こ

れらはまだ明文化されていない。 
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表０－３ 学科ごとのディプロマ ポリシー 

学科・専攻科 学位授与方針（ディプロマポリシー：ＤＰ）

自動車工学科

教育理念･目標に基づき，それを達成するための教育課程を編成している。卒業まで
に身に付けるべきこととして，以下に挙げることが求められる。所定の単位を修め
た学生は卒業が認定される。
 1. 教養科目を通して豊かな人間性や基礎学力を養い，広い視野から専門領域を
 　超えて問題を探求する姿勢・態度および社会的責任感や技術者としての倫理
 　観を身に付ける。
 2. 専門科目では，体系化された自動車工学に関する学習を通して，自動車技術
   に関する普遍的な原理を理解するとともに，技術革新に対応できる創造力や
   実践力を身に付ける。
二級認定科目を修めて卒業した者には，二級ガソリン自動車整備士および
   二級ジーゼル自動車整備士の受験資格が付与される。

モータースポーツエ
ンジニアリング学科

教育理念・目標に基づき，それを達成するための教育課程を編成している。卒業ま
でに身に付けるべきこととして，以下に挙げることが求められる。所定の単位を修
めた学生は卒業が認定される。
 1. 教養科目を通して豊かな人間性や基礎学力を養い，広い視野から専門領域を
　 超えて問題を探求する姿勢・態度および社会的責任感や技術者としての倫理
　 観を身に付ける。
 2. 専門科目では，体系化された自動車工学に関する学習およびサーキットとい
　 う実習フィールドでの社会学習を通して，自動車技術に関する普遍的な原理
   を理解するとともに，技術革新に対応できる創造力や実践力および社会性を
   身に付ける。
 二級認定科目を修めて卒業した者には，二級ガソリン自動車整備士および
   二級ジーゼル自動車整備士の受験資格が付与される。

国際自動車工学科

教育理念・目標に基づき，それを達成するための教育課程を編成している。卒業ま
でに身に付けるべきこととして，以下に挙げることが求められる。所定の単位を修
めた学生は卒業が認定される。
 1.教養科目を通して豊かな人間性や基礎学力を養い，広い視野から専門領域を
   超えて問題を探求する姿勢・態度および社会的責任感や技術者としての倫理
   観を身に付ける。
 2.専門科目では，体系化された自動車工学に関する学習を通して，自動車技術
   に関する普遍的な原理を理解するとともに技術革新に対応できる創造力や
   実践力を身に付ける。
 二級認定科目を修めて卒業した者には，二級ガソリン自動車整備士および
   二級ジーゼル自動車整備士の受験資格が付与される。

専攻科
自動車工学専攻

一級自動車整備士とは，より高度な整備技術力に裏付けされたアドバイザー能力，
安全管理，環境保全など重要なテーマに貢献できる整備士として位置づけられてい
る。
一級自動車整備士には，二級自動車整備士の知識に加え以下に挙げる高度な知識・
技術を身に付けることが求められる。これらを身に付け，所定の単位を修めた学生
は修了が認定される。
 1. 電子制御装置の高度整備・故障診断技術
 2. 振動・騒音の高度整備・故障診断技術
 3. 新技術（ハイブリッド車など）
 4. 総合診断（問診・診断・整備計画等）と整備結果の説明
 5. 環境保全
 6. 安全管理

専攻科
車体整備専攻

自動車車体整備士には，二級自動車整備士の知識に加え以下の専門的知識・技術が
求められる。これらを身に付け，所定の単位を修めた学生は修了が認定される。
 1. 車枠及び車体の計測技術
 2. 車枠及び車体の修正技術
 3. 車枠及び車体の板金・溶接技術
 4. 車枠及び車体の塗装技術

専攻科
エコカー整備専攻

教育目的に基づき，それを達成するための教育課程を編成している。卒業までに身
に付けるべきこととして，以下に挙げることが求められる。これらを身に付け，所
定の単位を修めた学生は修了が認定される。
 1. 自動車の電気や電子に関する高度な知識
 2. ＥＶ，ＨＥＶに関する高度な知識や整備技術

留学生別科

本学教育理念と留学生別科の教育目的に基づき，以下の内容を身につけ，所定の修
了要件を満たした者に修了が認定される。
 1. 日本の文化・風俗・習慣に触れ，日本人の考え方を理解し 日本社会に適応
   する能力を養うとともに，国際的な幅広い視野と思考力を身につける。
 2. "読む・聞く・話す・書く"の４技能がバランスよく伸び，大学において
   日本人とともに授業を受講できる程度の日本語能力（Ｎ２レベル相当）を身に
   つける。
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（２）学習成果の向上・充実の方法 

本学では、学習成果の向上・充実を図るため、以下に示す項目を実施している。 

① 教育課程（カリキュラム）及び教科教育内容並びに教育方法の改善 

・教養教育の見直しとＣＤ*教育の強化 

・国家試験合格率を向上させるための教科教育内容の改善 

・ＩＣＴ†教育の充実 

・体験学習（インターンシップなど）の実施 

 ② 教職員の資質向上を図るためのＦＤ活動の推進 

  ・学生による授業アンケートの実施 

  ・教員相互の授業参観の実施 

  ・教職員のための研修会の実施 

・ＣＤ教育を通じてのファシリテータの養成 

③ 学生の質（学力や気質）の変化に対応した支援体制の整備 

・入学前教育の実施 

・学習支援センターや学生支援室を中心とした学習支援や学生指導の実施 

・特別教育(二級自動車整備士登録試験に対応するための春期実力養成ゼミ、 

秋季実力養成ゼミなど)の実施  

 

（10）オフキャンパス、遠隔教育、通信教育のその他の教育プログラム 

該当するようなプログラムは行っていない。 

 

（11）公的資金の適正管理の状況 

本学は、科学研究費補助金の交付を 1998(平成 10)年以降受けておらず、現在 公的研究

費補助の取扱いに関する規程がない。今後、補助金の獲得を目指すためにも、適正管理の

方針及び規程作成について検討していく。 

 

（12）その他 

特にありません。 

                                                 
* 以下、本学ではＣＤを Career Design の意味に用いる。講義要項を引用すると、「社会に

出た時に求められる人間力（社会人基礎力）を自らの力で身につけることを目指す。」 
† ICT：Information and Communication Technology 
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2．自己点検・評価報告書の概要 

本学の建学の精神は「技術者たる前に良き人間たれ」である。その建学の精神を反映

して教育の本質は人間性の涵養にあるという信念の下に、「人間性豊かな自動車技術者を育

成し、教育研究を通じて社会に貢献する。」を教育理念としている。建学の精神は学外へは

本学ホームページ、学校案内等を通して、また、学内では学生便覧、校舎の各棟の主だっ

た箇所での掲示等により表明し共有している。 

建学の精神・教育の理念に基づいて教育目的・目標および学習成果は明確であり、これ

らは学内外に表明されている。またＰＤＣＡサイクルを実施することにより教育の質保証

が図られている。但し、学習成果に対する査定（アセスメント）はまだ十分とは言えず、

さらなる学習成果の明確化，明文化を図るため，2012(平成 24)年 3 月に「学習成果検討ワ

ーキンググループ」を設置し，より具体的な学習成果の設定，そのアセスメントの方法，

成績評価の厳格化などについて検討している。 

自己点検・評価については、学内評価実施委員会ならびに自己点検分科会を組織し実施

している。自己点検・評価による課題については、学校目標として年度当初に全教職員へ

学長が説明し、各個人においては上期・下期の個人目標を設定し全教職員が関与している。 

学科・専攻科の学位授与の方針、教育課程編成の方針は三つのポリシー（ＤＰ，ＣＰ，

ＡＰ）として明確に示されている。教育課程の編成は、自動車技術教育のための専門科目

及び人間教育のための教養科目に分類して配置されている。二級自動車整備士養成という

目標は自動車工学科、モータースポーツエンジニアリング学科および国際自動車工学科と

も共通であるため、専門科目の中にはいずれの学科でも二級認定科目が配置されている。 

生活支援や進路支援も組織的に行っている。学生の生活支援のための教職員の組織も整

備されている。学生の健康管理やメンタルヘルスケアのカウンセリングの体制も整え、就

職支援のためのシステムは整備され組織的に行っている。 

課題としては、学位授与方針がまだ学則に規定されていないため、規定化する必要があ

り、学長室会議などで検討していく必要がある。 

教育資源（人的資源、物的資源、技術的資源）については適切に整備され、これらを有

効に活用して、教育効果を高める努力が払われている。財的資源については、募集状況の

急激な減少のため、2007(平成 19)年度から支出超過となり現在に至っているが、運営は中

期５カ年計画に基づき適切に行われている。現在、2009(平成 21)年に作成した第４次中期

経営計画（平成 21 年度～25 年度の 5 カ年計画）の見直しを行い、平成 24 度～28 年度の経

営計画を平成 24 年 11 月までに立案する事にしている。 

また、法人及び大学の管理運営体制については、理事長は法人を代表し業務を総理し、

学校法人の運営全般にリーダーシップを適切に発揮し、理事会等の学校法人の管理運営体

制が確立している。学長は教授会の他、学長室会議を設置するとともに主だった委員会の

委員長も兼務し、建学の精神に基づき短期大学の向上・充実に向けて努力しリーダーシッ

プを発揮している。 監事は法人の財産の状況及び業務を監査し、評議員会は理事会の諮

問機関として適切に運営されている。毎年度の事業計画と予算の決定、年度予算の適正な

執行、円滑な出納業務、経営状況及び財務状態の適正な表示、資産及び資金の適正な管理

運用、法令に基づいた情報公開など、ガバナンスが適正に機能している。 
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3．自己点検・評価の組織と活動 

2012 (平成 24)年度学内評価実施委員会は、委員長の学長をはじめ 以下の 14 名の委員

にて構成されている。 

 

1 委員長 学長 山田 弘幸 

2 委員 自動車工学科学科長 杉谷 秀三 

3 委員 ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科学科長 森本 一彦 

4 委員 国際自動車工学科学科長 吉田  立 

5 委員 実習教室主任 西側 通雄 

6 委員 学生部長 長谷川 達也 

7 委員 教務部長 清水 啓司 

8 委員 広報部長 中川  実 

9 委員 図書館長、入試事務室室長 土田 茂雄 

10 委員 自動車工学科 脇  俊隆 

11 委員 情報センター長 青木 恒夫 

12 委員 ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科 加藤 泰世 

13 委員 事務局長 太田 悟実 

14 委員 事務局次長 伊藤 英修 

 

 また、短期大学基準協会の新基準の様式に基づき、各基準またはテーマ別に自己点検分

科会を下表の通り設置している。 

 

     ○：分科会委員長、  ：事務職員 

Ⅰ 建学の精神と教育効果 ○学長、杉谷、森本、吉田、清水（啓）、長谷川、大脇 

Ⅱ 
Ａ 教育課程 

○清水（啓）、杉谷、西側、森本、吉田、古川、加藤（泰）、

木下 

Ｂ 学生支援 ○長谷川、中川、清水（啓）、鍵谷、加藤（伸） 

Ⅲ 

Ａ人的資源、Ｂ物的資源、

Ｃ技術的資源 
○杉谷、西側、森本、吉田、土田、青木、太田、伊藤 

Ｄ財的資源 ○太田、伊藤、後藤（光） 

Ⅳ 
リーダーシップと 

ガバナンス 
○学長、太田、伊藤 

 選択的評価基準 
○学長、杉谷、森本、吉田、清水（啓）、長谷川、大脇、 

青木 

 

自己点検・評価の組織図を以ページに示す。 
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 本学の自己点検・評価は「中日本自動車短期大学自己点検・評価実施規程」に基づき、

実施している。自己点検・評価報告書完成までの活動記録（抜粋）は以下の通りである。 

 

学校法人神野学園自己評価委員会 

中日本自動車短期大学 教授会 

中日本自動車短期大学 

学内評価実施委員会 

自己点検分科会 

基準Ⅰ 

自己点検分科会 

基準Ⅱ 

自己点検分科会

基準Ⅲ

自己点検分科会 

基準Ⅳ

選択的評価基準 

自己点検分科会委員長会議 

活動日 活動内容 実施者

平成23年5月20日
第三者評価を受けるにあたってのスケジュー
ル作成

ＡＬＯ、自己点検分科会委員長

平成23年度第1回学内評価実施委員会

実施スケジュールの確認

平成23年度第2回学内評価実施委員会

    平成24年度実施組織（分科会メンバー）

　平成24年度第三者評価の課題と対応

　選択的評価基準について

自己点検分科会
　提出資料・備付資料の確認
　報告書のまとめ方の確認

自己点検分科会委員長会議
  提出資料・備付資料の分担確認
  報告書のまとめ方確認
  今後のスケジュール確認

平成23年度第3回学内評価実施委員会

　平成23年度自己点検報告書の進捗状況

　今後のスケジュール
　情報公開について

自己点検分科会委員長会議
　報告書作成にあたっての留意事項確認
　今後のスケジュールの確認

自己点検分科会委員長会議
  報告書の確認

自己点検分科会委員長会議
　提出資料の確認
  報告書の確認

平成24年度第１回学内評価実施委員会
　　平成23年度自己点検報告書の編集
　　提出資料の確認
　　今後のスケジュールの確認

平成24年6月14日 教授会にて評価実施委員会より中間報告 教授会

自己点検分科会委員長会議
  報告書の再確認

自己点検分科会委員長会議
  報告書の最終確認

平成24年6月2日 ＡＬＯ、自己点検分科会委員長

平成24年6月4日 ＡＬＯ、自己点検分科会委員長

平成24年2月29日 ＡＬＯ、自己点検分科会委員長

平成23年6月1日 学内評価実施委員会

平成23年11月17日 学内評価実施委員会

平成24年2月20日 各自己点検分科会

平成24年6月15日 ＡＬＯ、自己点検分科会委員長

平成24年6月22日 ＡＬＯ、自己点検分科会委員長

平成24年3月23日 学内評価実施委員会

平成24年5月10日 ＡＬＯ、自己点検分科会委員長

平成24年6月11日 学内評価実施委員会
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提出資料一覧 

 

報告書記述の根拠となる資料 

 

資料番号／資料名 

基準Ⅰ：建学の精神と教育の効果 

A 建学の精神 

建学の精神・教育理念についての印刷物 （提 1）2011(平成 23)年度 学生便覧 

B 教育の効果 

教育目的・目標についての印刷物 （提 1）2011(平成 23)年度 学生便覧 

学生が獲得すべき学習成果についての印刷物 （提 2）2011(平成 23)年度 講義要綱 

（提 3）二級自動車整備士資格取得の手引

平成 23 (2011)年度 

C 自己点検・評価 

自己点検・評価を実施するための規程 （提 4）中日本自動車短期大学自己点検・

評価実施規程 

基準Ⅱ：教育課程と学生支援 

A 教育課程 

学位授与の方針に関する印刷物 （提 5）2012(平成 24)年度 学生便覧 

教育課程編成・実施の方針に関する印刷物 （提 5）2012(平成 24)年度 学生便覧 

入学者受け入れ方針に関する印刷物 （提 6）2012 度生 募集要項・入学願書 

カリキュラムに対応した授業科目担当者一覧

（教員名、担当授業科目、専門研究分野） 

（提 7）2011（平成 23）年度科目担当者

一覧  

シラバス （提 2）2011(平成 23)年度 講義要綱 

B 学習支援 

学生便覧等（学則を含む）、学習支援のために

配付している印刷物 
（提 1）2011(平成 23)年度 学生便覧 

短期大学案内・募集要項・入学願書 （提 6）2012(平成 24)年度生 募集要項・

入学願書 

（提 8）2012 年度入学案内 

基準Ⅲ：教育資源と財的資源 

D 財的資源 

「資金収支計算書・消費収支計算書の概要（過

去 3 年）」［書式 1］、「貸借対照表の概要（過去

3 年）」［書式 2］、「財務状況調べ」［書式 3］及

び「キャッシュフロー計算書」［書式 4］ 

（提 9）資金収支計算書・消費収支計算書

の概要 

（提 10）貸借対照表の概要 

（提 11）財務状況調べ 

（提 12）キャッシュフロー計算書 

資金収支計算書（過去 3 年） 

消費収支計算書（過去 3 年） 

貸借対照表（過去 3 年） 

（提 13）平成 21 年度計算書類 

（提 14）平成 22 年度計算書類 

（提 15）平成 23 年度計算書類 

様式 5 提出資料・備付資料一覧 
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報告書記述の根拠となる資料 

 

資料番号／資料名 

中・長期の財務計画 （提 16）第 4 次中期経営計画（試算） 

        （平成 23 年度～平成 27 年度）

事業報告書（過去 1 年） （提 17）事業報告書（平成 23 年度） 

事業計画書／予算書（評価実施年度） （提 18）平成 24 年度事業計画書 

（提 19）2012(平成 24)年度予算書 

基準Ⅳ：リーダーシップとガバナンス 

A 理事長のリーダーシップ 

寄附行為 （提 20）学校法人神野学園 寄附行為 

 

 

様式 5 提出資料・備付資料一覧 
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備付資料一覧 

 

報告書記述の根拠となる資料 

 

資料番号／資料名 

基準Ⅰ：建学の精神と教育の効果 

A 建学の精神 

創立記念、周年誌等 （備Ⅰ1）神野学園創立 40 周年誌 

  「神野学園の軌跡」 

B 教育の効果 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅰ2）国家資格対策委員会 議事録 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅰ3）ＦＤ委員会 議事録 

C 自己点検・評価 

過去 3 年の間にまとめた自己点検・評価報告

書 

（備Ⅰ4）2009(平成 21)年 自己点検・評

価報告書 

第三者評価以外の外部評価についての印刷物 該当なし 

マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅰ5）2011（平成 23）年度基本方針

（大学目標） 

基準Ⅱ：教育課程と学生支援 

A 教育課程 

単位認定の状況表（評価実施年度の前年度に

卒業した学生が入学時から卒業までに履修し

た科目について） 

（備Ⅱ1）単位認定状況一覧 

 

 

学習成果を表す量的・質的データに関する印

刷物 

（備Ⅱ2）日本ライン会アンケート 

（備Ⅱ3）評価係数分布 

マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ4）日本ライン会 会則 

B 学習支援 

学生支援の満足度についての調査結果 （備Ⅱ5）学生による授業アンケートの集

計結果 

就職先からの卒業生に対する評価結果 （備Ⅱ2）日本ライン会アンケート 

卒業生アンケートの調査結果 （備Ⅱ6）2011 年度学生満足度調査 

入学志願者に対する入学までの情報提供のた

めの印刷物等 

（備Ⅱ7）2012 年度生 入学者 2 次案内 

   2012 年度生 入学者 3 次案内 

入学手続者に対する入学までの学習支援のた

めの印刷物等 

（備Ⅱ8）入学前課題問題集 

学生の履修指導（ガイダンス、オリエンテー

ション）等に関する資料 

（備Ⅱ9）2012 年度春学期オリエンテー

ションについて 

学生支援のための学生の個人情報を記録する

様式 

（備Ⅱ10）学習支援システム（学生個人

カルテのフォームなど） 
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報告書記述の根拠となる資料 

 

資料番号／資料名 

進路一覧表等の実績（過去 3 年）についての

印刷物 

（備Ⅱ11）進路先一覧 

 

GPA 等成績分布 （備Ⅱ3）評価係数分布  

学生による授業評価票及びその評価結果 （備Ⅱ5）学生による授業アンケートの集

計結果 

（備Ⅱ12）授業アンケート用紙（学生に

よる授業アンケートのフォーム） 

社会人受け入れについての印刷物等 該当なし 

海外留学希望者に向けた印刷物等 （備Ⅱ13）イタリア短期留学 募集案内 

FD 活動の記録 （備Ⅰ3）ＦＤ委員会議事録 2011(平成 23)

年度 

SD 活動の記録 （備Ⅱ14）職員研修実績一覧 

マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ15）授業参観シート（教員相互に

よる授業参観のフォーム、2011 年度秋

学期授業参観組み合わせ表） 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ16）図書館案内 －としょかんあん

ない－ 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ17）情報処理室案内 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ18）NAC 自学自習システム利用ガ

イダンス 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ19）特別教育実施計画 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ20）学習支援センター設立の経緯 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ21）学生支援室組織図 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ22）留学生数のデータ（年度ごと）

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ23）第 45 回自短祭 喜 パンフレ

ット 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ24）2011 年度中日本自動車短期大

学指定寮案内 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ25）中日本自動車短期大学 学友会

会則  

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ26）中日本自動車短期大学 教育後

援会 規程 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ27）留学生別科 講義要項 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ28）留学生センター設立経緯：本

学論叢 2010 p.115～ 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ29）留学生の手引き 
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報告書記述の根拠となる資料 

 

資料番号／資料名 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ30）自動車整備用語 日中対照ハン

ドブック 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ31）病気のときの中国語・日本語

医療用語 日中対照表 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ32）日本ライン会会員名簿（平成

21 年）（中日本自動車短期大学後援会）

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ33）産業講座 B ガイドブック 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ34）進路の手引き－（2012(平成 24)

年 3 月卒業予定者用 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ35）海外留学生に向けた印刷物 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅱ36）平成 24 年度新入生合宿オリエ

ンテーションの目的と狙い【本科 3 学

科用】 

（備Ⅱ37）平成 24 年度新入生合宿オリエ

ンテーションの目的と狙い【別科用】 

基準Ⅲ：教育資源と財的資源 

A 人的資源 

教員の個人調書（専任教員については教員履

歴書、過去 5 年間の業績調書。非常勤教員に

ついては過去 5 年間の業績調書） 

（備Ⅲ1）教員個人調書 

教員の研究活動について公開している印刷物

等（過去 3 年） 

（備Ⅲ2）論叢（巻末リスト） 

専任教員等の年齢構成表 （備Ⅲ3）専任教員年齢構成表 

科学研究費補助金等、外部研究資金の獲得状

況一覧表 

（備Ⅲ4）科学研究費補助金等、外部研究

資金の獲得状況一覧表 

研究紀要・論文集（過去 3 年） （備Ⅲ2）論叢 

事務職員の一覧表（氏名、最終学歴） （備Ⅲ5）事務職員の一覧表 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅲ6） 全国自動車短期大学協会 発表

会報告 （過去 3 年） 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅲ7）自動車整備士問題解説（精文館

発行） 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅲ8）組織図 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅲ9）事務職員の一覧表 

B 物的資源 

校地、校舎に関する図面（全体図、校舎等の

位置を示す配置図、用途（室名）を示した各

（備Ⅲ10）校地校舎図面 
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報告書記述の根拠となる資料 

 

資料番号／資料名 

階の図面、校地間の距離、校地間の交通手段

等） 

図書館、学習資源センターの概要（平面図、

蔵書数、学術雑誌数、AV 資料数、座席数等）

（備Ⅲ11）図書館概要 

（備Ⅲ12）図書館平面図 

 マニュアル指定以外の備付資料 （備Ⅲ13）情報関連システム利用内規 

C 技術的資源 

学内 LAN の敷設状況 （備Ⅲ14）学内 LAN 構成図 

（備Ⅲ15）NAC LAN ネットワーク機器

構成 

（備Ⅲ16）無線 LAN AP(アクセスポイント)

設置場所 

マルチメディア教室、コンピュータ教室等の

配置図 

（備Ⅲ17）情報演習室 PC 配置図 

D 財的資源 

寄附金・学校債の募集についての印刷物等 該当なし 

財産目録及び計算書類（過去 3 年） （備Ⅲ18）財産目録 

教育研究経費（過去 3 年）の表 （備Ⅲ19）教育研究経費一覧 

中期経営計画 （備Ⅲ20）第４次中期経営計画（平成 21

～25 年度） 

基準Ⅳ：リーダーシップとガバナンス 

A 理事長のリーダーシップ 

理事長の履歴書 （備Ⅳ1）理事長履歴書 

現在の理事・監事・評議員名簿 （備Ⅳ2）理事・監事・評議員名簿 

理事会議事録（過去 3 年） （備Ⅳ3）理事会議事録 
諸規程集 
 
 
 
組織・総務関係 

組織規程、事務分掌規程、稟議規程、文書

取扱い（授受、保管）規程、公印取扱規程、

個人情報保護に関する規程、情報公開に関

する規程、公益通報に関する規程、情報セ

キュリティポリシー、防災管理規程、自己

点検・評価に関する規程、SD に関する規程、

図書館規程、各種委員会規程 
 
 
 

（備Ⅳ4）【学校法人神野学園 諸規程集】

 

（備Ⅳ5）【中日本自動車短期大学 諸規程

集】 

組織・総務関係 

組織規程、事務分掌規程、文書取扱規程、

書類閲覧規程、公印取扱規程、個人情報保

護規程、個人情報保護委員会規則、内部通

報に関する規程、情報セキュリティポリシ

ー、防火管理規程、自己点検・評価実施規

程、自己評価委員会規則、ＦＤ・ＳＤ委員

会規程、附属図書館規程、附属図書館利用



                           H23 

 29

 

報告書記述の根拠となる資料 

 

資料番号／資料名 

 
 
 
 
 
人事・給与関係 

就業規則、教職員任免規程、定年規程、役

員報酬規程、教職員給与規程、役員退職金

支給規程、教職員退職金支給規程、旅費規

程、育児・介護休職規程、懲罰規程、教員

選考基準 
 
 
 
 
 
財務関係 

会計・経理規程、固定資産管理規程、物品

管理規程、資産運用に関する規程、監査基

準、研究費（研究旅費を含む）等の支給規

程、消耗品及び貯蔵品管理に関する規程 

 

教学関係 

学則、学長候補者選考規程、学部（学科）長

候補者選考規程、教員選考規程、教授会規程、

入学者選抜規程、奨学金給付・貸与規程、研

究倫理規程、ハラスメント防止規程、紀要投

稿規程、学位規程、研究活動不正行為の取り

扱い規程、公的研究費補助金取り扱いに関す

る規程、公的研究費補助金の不正取り扱い防

止規程、教員の研究活動に関する規程、FD に

関する規程 

 

規程、附属図書館資料収集・管理規程、附

属図書館資料除籍内規、附属図書館文献複

写内規、利益相反マネジメントポリシー、

利益相反マネジメント規程 

各種委員会規程（学園本部、大学） 

 
人事・給与関係 

職員就業規則、職員定年規程、役員報酬規

程、職員給与規程、人事評価規程、役員退

任慰労金支給規程、退職金支給規程、退職

金支給規程の改正に係る内規、旅費規程、

育児介護休業等規程、定年退職者再雇用規

程、専任教員選考基準、専任教員の選考に

関する教授会統一見解、教務技術職員選考

基準、専任教員服務規程 

 

財務関係 

経理規程、経理規程施行細則、固定資産及

び物品管理規程、資産運用規程、内部監査

規程、個人研究費運用規程 

 

教学関係 

学則、専任教員選考規程、教授会規程、奨

学生規程、短期留学特別奨学生規程、ハラ

スメントの防止に関する規程、論叢編集規

程、学位規程、ＦＤ・ＳＤ委員会規程 

 

B 学長のリーダーシップ 

学長の履歴書・業績調書 （備Ⅳ6）学長の履歴書 

教授会議事録（過去 3 年） （備Ⅳ7）教授会議事録（過去 3 年） 

委員会等の議事録（過去 3 年） （備Ⅳ8）委員会等の議事録（過去 3 年）

C ガバナンス 

監事の監査状況（過去 3 年） （備Ⅳ9）監事の監査状況（過去 3 年） 

評議員会議事録（過去 3 年） （備Ⅳ10）評議員会議事録（過去 3 年） 
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報告書記述の根拠となる資料 

 

資料番号／資料名 

選択的評価基準 

２．職業教育の取り組み （選 1）入学生の出身高校割合 

（選 2）ＮＡＣ入学前課題 

（選 3）ＣＤ集中プログラム 

（選 4）キャリアデザイン カリキュラム

（選 5）キャリアデザインⅠシラバス 

（選 6）キャリアデザインⅡシラバス 

（選 7）教職員ＣＤアンケート集計結果 

（選 8）2008 春季集中ＣＤ授業報告書 

（選 9）2009 春季集中ＣＤ授業報告書 

（選 10）2010 春季集中ＣＤ授業報告書 

（選 11）2011ＣＤⅠ学生アンケート 

（選 12）2011ＣＤ集中アンケート報告書

３． 地域貢献の取り組み （選 13）多文化共生活動基本協定書 

（選 14）高大連携に関する協定書 

（選 15）Econo-Power in Gifu 開催報告 

（選 16）留学生による地域貢献の取り組

み 

（選 17）国際交流スポーツ大会開催資料

（選 18）坂祝町・マラネロ市友好都市提

携資料 

（選 19）働きたい応援団ぎふ認可証 
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【基準Ⅰ 建学の精神と教育の効果】  

建学の精神は「技術者たる前に良き人間たれ」である。その建学の精神を反映して教

育の本質は人間性の涵養にあるという信念の下に、本学は「人間性豊かな自動車技術者を

育成し、教育研究を通じて社会に貢献する。」を教育理念とした。また、それに基づき教育

目標を定めた。 

建学の精神・教育理念に基づいて教育目的・目標および学習成果は明確であり、これら

は学内外に表明されている。またＰＤＣＡサイクルを実施することにより教育の質保証が

図られている。但し、学習成果に対する査定（アセスメント）はまだ十分とは言えず、さ

らなる学習成果の明確化、明文化を図るため、2012(平成 24）年 3 月に「学習成果検討ワ

ーキンググループ」を設置し、より具体的な学習成果の設定、そのアセスメントの方法、

成績評価の厳格化などについて検討している。今年度中に学内外に表明していく予定であ

る。 

自己点検・評価は、本学の自己点検・評価実施規程により学内評価委員会ならびに自己

点検実施分科会を組織し実施している。その結果を自己点検評価・報告書として纏め公表

している。自己点検・評価による課題については、学校目標として年度当初に全教職員へ

学長が説明し、各個人においては上期・下期の個人目標を設定し、この達成度により人事

評価を実施しており全教職員が関与している。 

 

［テーマ］ 

基準Ⅰ-A 建学の精神 

建学の精神は「技術者たる前に良き人間たれ」である。本学は 1967 (昭和 42)年に創

設者である神野浅義 初代理事長が自動車産業の急成長を肌身に感じられ、国内外に通用す

る二級自動車整備士資格を取得する技術者の育成機関として心血を注いで自動車工業科単

科の工業系短期大学として設立されたものである。技術教育の理念が正しく認識、実践さ

れる必要性から、神野学園の建学の精神は「優れた技術は人に幸福をもたらし、誤

れる技術は人に災いをもたらす。技術は人が造るなり。故に、技術者たる前

に良き人間たれ。」である。「技術者たる前によき人間たれ」は本学をはじめ、岐阜医療

科学大学、中日本航空専門学校が共有して建学の精神として掲げている。 

本学は建学の精神を反映して 教育の本質は人間性の涵養にあるという信念の下に、社会

の健全な発展に貢献できる人間性豊かな自動車技術者の育成を目指して 2007 (平成 19)年

度に教育理念の再構築を図り、「人間性豊かな自動車技術者を育成し、教育研究を通

じて社会に貢献する。」を教育理念とした。また、それに基づき教育目標を定めた。 

制定された教育理念・教育目標に則り 教育課程の見直しを図り、2009 (平成 21)年度に

は改組転換により「国際自動車工学科」、「モータースポーツエンジニアリング学科」の２

学科の新設と自動車工学科の定員減を実施した。また、2011 (平成 23)年には専攻科エコカ

ー整備専攻を設置したところである。今後も建学の精神に基づく教育課程の見直しを随時

実施していく。 

様式 6－基準Ⅰ 
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［区分］ 

基準Ⅰ-A-1  建学の精神が確立している。 

本学の母体である学校法人神野学園は岐阜医療科学大学、中日本航空専門学校を併設し

ておりその共通する建学の精神として「技術者たる前に良き人間たれ」を掲げている。３

校ともに自動車、医療、航空の各分野の技術者を養成している。技術教育に偏ることなく、

人の命を預かる技術者として豊かな人間性を兼ね備えた 社会に有用な人材を育成するこ

とを目標としている。建学の精神「技術者たる前に良き人間たれ」は、本学にとり普遍的

な精神であり、「人間性豊かな自動車技術者を育成し、教育研究を通じて社会に貢献する。」

という教育理念を明確に示している。 

建学の精神は学外へは本学ホームページ、入学案内等を通して、また、学内では学生便

覧、各棟の主だった箇所での掲示等により表明している。また、入学式等の各式典、新入

生オリエンテーションにおける学長講話によって学内において共有している。 

2007 (平成 19)年度にはこの建学の精神を基に教育理念、教育目標を点検、整備した。

また、それに基づき 2008 年には「アドミッションポリシー：ＡＰ」、「カリキュラムポリ

シー：ＣＰ」、「ディプロマポリシー：ＤＰ」を整備し、2010 (平成 22)年にもこの三つの

ポリシーについては見直しを行ったところであるが、今後もＰＤＣＡサイクルに則り点検

整備を実施していく。 

 

◆ 参考資料 [学生便覧] …（提 1）、  ［入学案内］…（提 8） 

  [教育目標パネル] … 写真(本書 p.35) 

[神野学園の軌跡（創立４０周年を越えて）] …（備Ⅰ1） 

[http://www.nakanihon.ac.jp/college/02.htm] 

 

［テーマ］ 

基準Ⅰ-B 教育の効果 

建学の精神・教育の理念は確立しており、教育目的・目標および学習成果は明確であり、

これらは学内外に表明されている。またＰＤＣＡサイクルを実施することにより教育の質

保証が図られている。 

課題としては、学習成果に対する査定（アセスメント）はまだ十分とは言えず、さらな

る学習成果の具体化、厳密な成績評価、ＧＰＡ制度の活用、アセスメントツールの開発な

どさらに検討していく必要がある。 

2012（平成 24）年 3 月に、さらなる学習成果の明確化、明文化を図るため、「学習成果

検討ワーキンググループ」を設置し、より具体的な学習成果の設定、そのアセスメントの

方法、成績評価の厳格化などについて検討している。今年度中に学内外に表明していく予

定である。 

 

［区分］ 

基準Ⅰ-B-1  教育目的・目標が確立している。 

教育目的は、建学の精神に基づき明確に示しており、本学の学則第１条に、「本学は教

育基本法及び学校教育法の精神に則り、広く知識を授けるとともに、深く自動車工学
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に関する専門の技術を教授研究し、その応用能力とすぐれた人格を涵養し、もって社会

に有用な実践力に富む人材を育成することを目的とする」と定めている。さらに下記に

示すように、教育理念・教育目的に対する全学的な５つの教育目標を具体的に定めており、

これらは学習成果を明確に示している。 

 

(1) 個性を尊重し、教養豊かな人格を涵養する。 

(2) 社会的責任感と技術者としての倫理観を備えた人を育成する。 

(3) 向上心を持ち、自助努力する人を育成する。 

(4) 考察力・実践力・創造力豊かな自動車技術者を養成する。 

(5) 幅広い視野を持ち、地域や国際社会に貢献できる人材を育成する。 

 

これらの教育目的・教育目標は、学内では学生便覧、各棟の主だった箇所でのパネルに

よる掲示等により、また学外へは本学ホームページを通して表明している。 

 

◆ 参考資料 [学則] …（提 1）2011(平成 23)年度 学生便覧に掲載(p.27～) 

[教育目標パネル]  …写真（本報告書 p.35）   [学生便覧] …（提 1） 

[http://www.nakanihon.ac.jp/college/02.htm] 

 

基準Ⅰ-B-2  学習成果を定めている。 

本学は工業系短期大学として自動車産業に関わる技術者を育成するとともに、二級自動

車整備士を養成する国土交通省の認定大学として自動車の安全運行や環境保全に関わる自

動車整備技術者の育成を社会的な責務として負っている。したがって、本学の卒業生は、

自動車工学や自動車整備に関する専門の知識や技術を身につけ、二級自動車整備士資格を

取得することはもちろんのことであるが、人の命を預かる技術者としての倫理観や豊かな

人間性を兼ね備えていなければならない。このような観点からディプロマポリシー（基礎

資料(9) p.18 に記載）が構築されており、これが本学の育成しようとしている人材像や大

きな‘くくり’での学習成果を表している。 

本学学生の重要な学習成果の一つは、自動車工学や自動車整備に関する知識や技術を身

につけていることであり、とりわけ二級自動車整備士としての知識・技術・能力を身につ

けていることである。これら専門分野の学習成果に対する評価は、学生個々については、

教育課程で編成された各教科で実施される試験やレポート審査などの成績評価によって行

われるが、本学学生全体としての評価は国家資格（二級自動車整備士資格）の合格率で判

断することができる。本学卒業生が二級自動車整備士資格を取得するためには、卒業式直

後の 3 月末に実施される登録試験（学科試験）に合格する必要があり、その合格率が学生

全体に対する学習成果の重要な指標となっている。 

一方、本学における学習成果は、単なる資格取得や専門知識の修得だけでなく、教養分

野において培われる豊かな人間性や汎用的な知識・技能も含めて評価する必要があるが、

これらを含めた査定（アセスメント）の手法については確立しているとは言いがたく さら

に検討する必要がある。 

ディプロマポリシーは、建学の精神、教育目的・教育目標に基づいて作成されており、

(1) 個性を尊重し、教養豊かな人格を涵養する。 

(2) 社会的責任感と技術者としての倫理観を備えた人を育成する。 

(3) 向上心を持ち、自助努力する人を育成する。 

(4) 考察力・実践力・創造力豊かな自動車技術者を養成する。 

(5) 幅広い視野を持ち、地域や国際社会に貢献できる人材を育成する。 
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アドミッションポリシー、カリキュラムポリシーとともに、本学ホームページを通して表

明している。 

 

課題 

・ディプロマポリシーに示した成果をあげるには、以下の理由から より詳細で具体的な学

習成果を検討する必要がある。（学習成果の明確化） 

①カリキュラムを構成する各教科の中に、より詳細な学習成果を落とし込む必要がある。 

②ＰＤＣＡサイクルの中で常に学習成果やカリキュラムの改善を図っていくためには、

学習成果を量的、質的データとして測定し、厳密なアセスメントを実施していく必要

がある。 

 

◆ 参考資料 [二級自動車整備士資格取得の手引 平成 23 年度(2011 年)] …（提 3）、 

[自動車整備士になるには（日整連のホームページ）

(http://www4.jaspa.or.jp/jaspahp/user/mechanic/mechanic.html) ] 

 

基準Ⅰ-B-3  教育の質を保証している。 

教育の質を保証するため、文部科学省や国土交通省の関係法令の順守に努めている。ま

た毎年度、学校方針や部署目標として教育の質向上を重要な課題の 1 つとして掲げ、それ

を達成するために、ドロップアウト率の改善、資格取得に関わる講習修了率や二級自動車

整備士の登録試験合格率の向上、教育・研究能力の向上、授業アンケート結果や単位認定

率の向上などについて数値目標を定めて組織的に取り組んでいる。 

特に基準Ⅰ-B-2 で述べた二級自動車整備士の資格取得は、教育の最重点目標として取り

組んでおり、二級自動車整備士登録試験の全員合格を目指して、通常の授業のほかに特別

教育（補習教育）も実施し実力強化を図っている。また、その試験結果については、国家

資格対策委員会で検討・総括を行い常に次年度の計画改善が図られている。併せて教員の

能力向上あるいは授業改善については、ＦＤ委員会が中心となり学生による授業評価アン

ケートや教員相互の授業参観あるいは研修会を実施している。このＰＤＣＡサイクルによ

り常に学習成果の向上に努めている。 

 

課題 アセスメントの手法についてはまだ確立しておらず、今後の検討課題となってい

る。 

◆ 参考資料 [国家資格対策委員会 議事録]…（備Ⅰ2） 

[ＦＤ委員会 議事録]…（備Ⅰ3） 

 

 

［テーマ］ 

基準Ⅰ-C 自己点検・評価 

自己点検・評価は、本学の自己点検・評価実施規程により自己評価実施委員会並びに自

己点検分科会を組織し実施している。その結果を自己点検評価・報告書として纏め公表し

ている。自己点検・評価による課題の改善については、次年度の学校目標とし各部署、各
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個人へ目標を落とし込み改善に取り組んでいる。 

 

［区分］ 

基準Ⅰ-C-1 自己点検・評価活動等の実施体制が確立し、向上・充実に向けて努力してい

る。 

自己点検・評価の規程は、1992(平成 4)年に本学の母体である学校法人神野学園が制定

し、本学も 1994(平成 6)年に自己点検・評価実施規程を定めた。その規程に基づき学内評

価実施委員会並びに自己点検実施分科会を組織し、委員会・分科会から各部署、担当者へ

落とし込み 日常的に自己点検・評価を行っている。その結果を自己点検・評価報告書とし

て纏めている。報告書は学内においては学内ＬＡＮで、また学外へは主だった短期大学へ

郵送し公表してきた。2012(平成 24)年度以降は本学ホームページに掲載し公開することと

した。 

自己点検・評価による課題については、基本方針（大学目標）として年度当初に全教職

員へ学長が説明し、各個人においては上期・下期の個人目標を設定し、この達成度により

人事評価を実施しており全教職員が関与している。 

 

◆ 参考資料 [自己点検・評価実施規程]…（提 4） 

[人事評価規程] …（備Ⅳ4）【神野学園 諸規程集】 

[2009(平成 21)年 自己点検・評価報告書］…（備Ⅰ4） 

[2011（平成 23）年度基本方針（大学目標）] …（備Ⅰ5） 

 

◇ 基準Ⅰについての特記事項  

 

特にありません。 

 

 

写真： 教育理念・目標パネル(廊下などに掲示)
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【基準Ⅱ 教育課程と学生支援】 

学科・専攻科の学習成果の獲得に向けて教育資源を有効に活用し、学習支援を組織的に

行っている。学位授与方針は学習成果に対応しており、また卒業の要件、成績評価の基準、

資格取得の要件などを明確に示している。本学は、自動車産業に関わる技術者を育成する

とともに、二級自動車整備士を養成する国土交通省の認定大学として、自動車の安全運行

や環境保全に関わる自動車整備技術者の育成を行っており、学習成果のなかで、二級自動

車整備士の資格取得は最重点目標である。 

教育効果の向上及び教育の質保証の観点から、自動車工学科、国際自動車工学科および

モータースポーツエンジニアリング学科、専攻科自動車工学専攻、専攻科車体整備専攻、

専攻科エコカー整備専攻、留学生別科の三つのポリシーであるディプロマポリシー（学位

授与方針：ＤＰ）、カリキュラムポリシー（教育課程編成方針：ＣＰ）、アドミッションポ

リシー（入学者受け入れ方針：ＡＰ）を確立している。 

教育課程の編成は、自動車技術教育のための専門科目及び人間教育のための教養科目に

分類して配置されている。二級自動車整備士養成という目標は自動車工学科、国際自動車

工学科およびモータースポーツエンジニアリング学科とも共通であるため、専門科目の中

にはいずれの学科でも二級認定科目が配置されている。 

課題としては、学位授与方針がまだ学則に規定されていないため、規定化する必要があ

り、学長室会議などで検討していく必要がある。シラバスの改善においては、学習成果を

より具体化し、科目ごとの到達目標や学習成果を示すことが望ましい。また、成績評価を

明確にするため、定期試験、レポートなどの評価項目の比重を明記する必要がある。これ

らのことは学習成果検討ワーキンググループ、教務委員会などで検討し、2012(平成 24)

年度中に実施する予定である。 

 

生活支援や進路支援も組織的に行っている。学生の生活支援のための教職員の組織も整

備されている。学生の健康管理やメンタルヘルスケアのカウンセリングの体制も整えてい

る。また、就職支援のためのシステムは整備されていて活動をしている。障がい者の受け

入れのための施設整備や障がい者への支援体制については、現在、在籍者に障がい者がい

ないため、バリアフリーなどの対策が未整備であるが、今後、該当する場合があれば、整

備の検討を行う必要がある。 

留学生に対しての課題としては、日本の文化や習慣に慣れるように教職員が積極的に指

導をしていくことや、留学生全員が卒業し、進路を決定できるための対策が必要である。

学生課の職員や学生支援室の担任を中心に指導をしていくが、これに関わる委員会（学生

委員会など）を通してさらなる対応を検討していきたい。 

資格取得支援については、目標である二級整備士合格率 90％以上を達成できない年度が

あり、更なる対策を、国家資格対策委員会を通じて検討していく。 

進路支援については、進学者を除く非求職者の削減およびＵターン就職希望者に対して 

東海三県外の求人開拓が課題である。就職委員会で検討し実施対応していく予定である。 

 

 

様式 7－基準Ⅱ 
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［テーマ］ 

基準Ⅱ-A 教育課程 

学位授与方針は学習成果に対応しており、卒業の要件、成績評価の基準、資格取得の要

件などを明確に示している。本学は、自動車産業に関わる技術者を育成するとともに、二

級自動車整備士を養成する国土交通省の認定大学として、自動車の安全運行や環境保全に

関わる自動車整備技術者の育成を行っており、学習成果のなかで、二級自動車整備士の資

格取得は最重点目標である。 

教育効果の向上及び教育の質保証の観点から、自動車工学科、国際自動車工学科および

モータースポーツエンジニアリング学科、専攻科自動車工学専攻、専攻科車体整備専攻、

専攻科エコカー整備専攻、留学生別科の三つのポリシー（ＤＰ，ＣＰ，ＡＰ）を確立して

いる。 

教育課程の編成は、自動車技術教育のための専門科目及び人間教育のための教養科目に

分類して配置されている。二級自動車整備士養成という目標は自動車工学科、国際自動車

工学科およびモータースポーツエンジニアリング学科とも共通であるため、専門科目の中

にはいずれの学科でも二級認定科目が配置されている。 

入学者受け入れの方針は、2009(平成 21)年度の改組転換の際に構築され、一部内容の見

直しが行われ現在に至っている。 

学習成果は明確で、ディプロマポリシー（ＤＰ）に記述されているように、本学の教育

の主目的である二級自動車整備士の国家資格を取得することと、技術者としての倫理観を

身に付けることである。これらを身に付け卒業することが重要な学習成果である。しかし、

これらをどのように測定するかについては、まだ手法が確立していない。より詳細で明確

な学習成果の設定、アセスメントの方法について検討する必要がある。 

また、入学前の学習成果の把握・評価について、アドミッションポリシー（ＡＰ）に示

されておらず検討の必要がある。 

 

［区分］ 

基準Ⅱ-A-1  学位授与の方針を明確に示している。 

基礎資料 (9) (p.17)で記述したように、学位授与方針は学習成果に対応しており、また

卒業の要件、成績評価の基準、資格取得の要件などを明確に示している。 

学位授与の方針は本学ホームページに掲載し、学内外に表明しているが、まだ学則には

規定されていない。 

本学は、自動車産業に関わる技術者を育成するとともに、二級自動車整備士を養成する

国土交通省の認定校として、自動車の安全運行や環境保全に関わる自動車整備技術者の育

成を行っており、学習成果のなかで、二級自動車整備士の資格取得は最重点目標である。

本学学生の主たる就職先は自動車整備業界であり、二級自動車整備士資格はこの業界で仕

事をしていく上において必要不可欠なもので、法的には車検整備工場（指定工場や認証工

場）において必要とされる整備主任者や検査員になるための前提となる資格である。また、

併せて人の命を預かる技術者としての倫理観や豊かな人間性を兼ね備えた人材の育成を目

指しており、これらは社会的に通用性がある。 

本学の設置している全学科における三つのポリシー（ＡＰ，ＣＰ，ＤＰ）は逐次見直さ
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れており、今後も必要に応じて見直していく予定である。 

 

課題：学位授与方針はまだ学則に規定されておらず、早急に規定化する必要がある。学

長室会議などで検討していく。 

 

◆ 参考資料 [http://www.nakanihon.ac.jp/college/03.htm] 

[二級自動車整備士資格取得の手引 平成 23 年度(2011 年)]…（提 3） 

 

基準Ⅱ-A-2  教育課程編成・実施の方針を明確に示している。 

既に述べたように、教育効果の向上及び教育の質保証の観点から、自動車工学科、国際

自動車工学科及びモータースポーツエンジニアリング学科並びに専攻科自動車工学専攻、

専攻科車体整備専攻、専攻科エコカー整備専攻、留学生別科の三つのポリシー（ＤＰ，Ｃ

Ｐ，ＡＰ）を確立している。これら三つのポリシーについては当然のことながら整合性を

持って作成されている。また教育課程はカリキュラムポリシー（ＣＰ）に対応している。 

教育課程の編成は、教育目標に対応するため、大きくは自動車整備を核とした自動車技

術教育のための専門科目及び人間教育のための教養科目に分類して配置されている。本学

が国土交通省の認定大学であるという特性から、専門科目の一部は、国土交通省の「自動

車整備士養成施設の指定等の基準（以下 指定基準という。）」に従い 二級自動車整備士養

成課程として編成されており、これらを二級認定科目と称している。 

二級自動車整備士養成という目標は３学科とも共通であるため、専門科目の中にはいず

れの学科でも二級認定科目が配置されている。３年課程である国際自動車工学科、モータ

ースポーツエンジニアリング学科では、それぞれの特徴（学習成果）を出すための教養科

目や専門応用科目をさらに配置している。 

加えて、これらの授業科目は学習の段階や順序を考慮して体系的に編成されている。 

以下に現在の本学の各学科、各専攻科及び留学生別科のカリキュラムポリシーを示す。 

 

１．自動車工学科のカリキュラムポリシー（教育課程の編成方針） 

教育理念・教育目標を実現するため、次のことを意図してカリキュラムを組み立ててい

る。 

① 豊かな人間性を涵養し、全人的な成長の基礎を築くため、教養科目として、一般教育科

目、外国語科目、保健体育科目及びキャリア開発科目を配置している。これらを通して

学習に必要な基礎学力の習得を可能にする。また自分の意志で成長し、自主的、継続的

に学習していく「人間力」や「コミュニケーション能力」などの「社会人としての基礎

力」を身に付けるとともに、広い視野から専門領域を超えて問題を探求する姿勢や態度

を育成する。 

② 専門科目では、自動車技術やものづくりに関する基礎科目及び自動車工学・自動車整備

科目を配置している。これらの学習を通して自動車技術者として十分な知識を持ち、そ

の分野の問題解決に応用する力を育成する。また、この中に配置されている二級自動車

整備士の養成に関わる科目（二級認定科目という）を修得することにより二級自動車整

備士の受験資格を得ることができる。 
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２．モータースポーツエンジニアリング学科のカリキュラムポリシー（教育課程の編成方

針） 

① 豊かな人間性を涵養し、全人的な成長の基礎を築くため、教養科目として、一般教育科

目、外国語科目、保健体育科目及びキャリア開発科目を配置している。これらを通して

学習に必要な基礎学力の習得を可能にする。また自分の意志で成長し自主的、継続的に

学習していく「人間力」やコミュニケーション能力などの「社会人としての基礎力」を

身に付けるとともに、広い視野から専門領域を超えて問題を探求する姿勢や態度を育成

する。 

② 専門科目では、自動車技術やものづくりに関する基礎科目、自動車工学・自動車整備科

目および関連科目を配置している。これらの学習を通して自動車技術者として十分な知

識を持ち、その分野の問題解決に応用する力を育成する。この中に配置されている二級

自動車整備士の養成に関わる科目（二級認定科目という）を修得することにより、二級

自動車整備士の受験資格を得ることができる。 

③ モータースポーツエンジニア等の養成に係る必修科目及び選択科目を編成し、より高度

な自動車技術を修得させ、自動車関連業界に広く貢献し得る自動車技術者を育成する。 

 

３．国際自動車工学科のカリキュラムポリシー（教育課程の編成方針） 

① 豊かな人間性を涵養し、全人格的な成長の基礎を築くため、教養科目として、一般教育

科目、外国語科目、保健体育科目及びキャリア開発科目を配置している。これらを通し

て学習に必要な基礎学力の習得を可能にする。また自分の意志で成長し自主的、継続的

に学習していく「人間力」やコミュニケーション能力などの「社会人としての基礎力」

を身に付けるとともに、広い視野から専門領域を超えて問題を探求する姿勢や態度を育

成する。 

② 専門科目では、自動車の技術・用語に関する基礎科目から始め、自動車工学科と同じ内

容での自動車工学・自動車整備科目を配置している。これらの学習を通して自動車技術

者として十分な知識を持ち、その分野の問題解決に応用する力を育成する。この中に配

置されている二級自動車整備士の養成に関わる科目（二級認定科目という）を修得する

ことにより二級自動車整備士の受験資格を得ることができる。 

③ 留学生に対しては、日本語表現力の向上を目指した特別カリキュラムの設置のみなら

ず、日本語での技術表現ができるように、更には他国（第三国）の言語でも技術資料が

読めることを目標に、自動車に特化した専門用語の語学科目を提供する。 

④ 一般教育科目に加え国際社会におけるビジネス能力を高める国際教養科目を編成し、さ

らに自動車環境技術や省エネ技術・開発技術などを習得させ、とりわけアジア地域で自

動車産業界に貢献し 国際社会に通用する人材を育成する。 

 

４．専攻科 自動車工学専攻の教育目的及びカリキュラムポリシー（教育課程の編成方針） 

教育目的： 

専攻科自動車工学専攻は、自動車工学科の教育を基礎として、一級自動車整整備士の

養成を主目的としている。入学資格は二級ガソリン・二級ジーゼル自動車整備士資格の

両資格を持つことが条件となっており、教育内容はより高度な整備技術・診断技術、ハ
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イブリッド車や燃料電池車などの新技術、環境保全・安全管理に対する知識、顧客への

説明等のコミュニケーション能力などの修得である。 

カリキュラムポリシー（教育課程の編成方針）： 

専攻科自動車工学専攻は、国土交通省の一種養成施設として指定を受けた一級自動車

整備士養成課程である。専攻科自動車工学専攻の教育課程は、一種養成施設の基準に準

拠して編成され、一級自動車整備士養成に関わる科目（一級指定科目という）で編成さ

れている。一級自動車整備士課程を修了した者には一級小型自動車整備士の受験資格が

付与される。 

 

５．専攻科 車体整備専攻の教育目的及びカリキュラムポリシー（教育課程の編成方針）  

教育目的： 

専攻科車体整備専攻は、自動車工学科の教育を基礎として、自動車車体整備士の養成

を主目的としている。事故により損傷を受けた車両のメカニカルな範囲は二級自動車整

備士が修復できるが、エンジンやシャシを組み込む車体自体に捩れ・曲がりなどの損傷

を受けた場合は、車体を矯正して車両検査基準に適合させる必要がある。教育内容は、

板金やフレーム修正技術、難易度の高い溶接、塗装などの高度な技術修得である。加え

て、その高度な技術を応用し授業の一環としてカスタムカーなどの車両製作を行ってい

る。 

カリキュラムポリシー（教育課程の編成方針）： 

専攻科車体整備専攻は、国土交通省の認定大学であり、教育課程は認定大学基準に準

拠し、車体整備士課程として編成され、車体整備士養成に関わる科目（車体認定科目と

いう）で編成されている。専攻科車体整備専攻を修了した者は自動車車体整備士の受験

資格が付与される。 

 

６．専攻科 エコカー専攻の教育目的及びカリキュラムポリシー（教育課程の編成方針） 

教育目的： 

地球温暖化防止、脱化石燃料を図る低炭素社会の実現に向け、次世代自動車（電気自

動車（ＥＶ）、ハイブリッド車（ＨＥＶ）など）の製品化、量産化が急速に進んでおり、

整備士にも電子制御や次世代自動車などの新技術に対応できる能力が求められている。

専攻科エコカー整備専攻は、これらに対応できる自動車の電気、電子に強い人材育成を

行うことを目的としている。教育の内容は、自動車工学科の教育基礎として、自動車電

気装置や電子制御関係のより高度な知識や整備技術の修得、ＥＶ、ＨＥＶなどに関する

知識や整備技術の修得である。 

カリキュラムポリシー（教育課程の編成方針）： 

専門科目として、自動車の電気・電子に関する科目、自動車の電子制御に関する科目、

電気自動車（ＥＶ）やハイブリッド車（ＨＥＶ）に関する科目、自動車電気装置整備士

養成に関わる科目が配置されている。これらの学習を通して電気・電子に強く、近年の

高度な電子制御およびＥＶ，ＨＥＶなどの整備にも対応できる人材を育成する。 
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７．留学生別科の教育目的及びカリキュラムポリシー（教育課程の編成方針） 

教育目的： 

国際自動車工学科の準備コースとして、自動車整備技術の習得に必要な日本語能力と

自動車工学の予備知識を獲得させ、自動車に対する興味を喚起する。また、国際的視野

を持って日本の文化、社会、産業全般について理解しようという積極的な姿勢を育み、

将来の進路を見据えた自主的、継続的な学習習慣を身につける。 

カリキュラムポリシー（教育課程の編成方針）： 

本学教育理念に基づき、日本語を使用して日本や母国で活躍したいと望む人に対し

て、その目標実現に必要な日本語能力を習得させるため、カリキュラムを組み立ててい

る。 

①学生の日本語能力に応じたクラス編成を取り、科目ごとにレベル別のクラスを設けて

いる。学生は、自分のレベルに合ったクラスで、効果的な学習ができる。それぞれの

クラスは日本語能力試験Ｎ５*からＮ２レベルに対応する。 

②日本語科目は 「総合」「文字語彙」「聴解」「読解・文法」「作文・漢字」「日本文

化事情」「アカデミックコミュニケーション講座」を開設し、さらに教養科目「ＰＣ

日本語」「英語」「数学」を開設している。これらの学習を通して、日本語の総合的

表現力を養うとともに、日本語環境のコンピュータ操作等 将来への応用知識を身に

付ける。 

③特に自動車分野に関しては、「国際自動車工学科 準備コース」として、「基礎自動車」

の科目を開設している。この科目は、本科進学後必要な、自動車に関する基礎用語や

基礎知識、作業動作に関わる表現を習得するものであり、別科から本科への進学をス

ムーズに移行させることを目的としている。さらに詳しく自動車知識について学びた

い学生には、本科の講義の聴講も許していく。 

 

・教育の質保証に向けての厳格な成績評価について 

学習評価の基準については、学則 23 条及び履修規程第７条に規定されており、表Ⅱ－1

のようになっている。この基準に沿って、各科目担当者は試験、レポート審査などにより

成績評価を行っており、これが学習者個人の学習成果を表している。 

 

表Ⅱ－1 本学の成績評価基準 

評価 A＋ A B C F

点数 90点以上 80点以上 70点以上 60点以上 60点未満  

 

現行の制度では、学習成果の測定は、教員個々の成績評価に依存しているが、それぞれ

の科目における到達目標やその授業の内容については、学科会議などである程度の統一が

                                                 
* N5 レベル：基本的な日本語をある程度理解することができる。…(5 段階で最も易しい) 

N2 レベル：日常的な場面で使われる日本語の理解に加わえ、より幅広い場面で使われ

る日本語をある程度理解することができる。(http://www.jlpt.jp/about/levelsummary.html) 
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図られている。 

特に本学学生が二級自動車整備士資格を取得するために必要な二級認定科目においては、

2004(平成 16)年度の学科会議で、学科の到達目標として 

 

① １年次には 三級整備士登録試験に対応できるレベルに養成すること 

② ２年次には 二級自動車整備士の知識と整備技術に対応できるレベルに養成すること 

を申し合わせ、教育内容や成績評価の統一化を図った。また、二級自動車整備士登録試験

の合格基準は得点率で 70％以上が必要なことから、2006(平成 18)年度には、学科内で表

Ⅱ－2 のような成績評価基準を別途申し合わせて、水準の維持向上、厳格な成績評価に努

めている。 

 

表Ⅱ－２ 二級認定科目の成績の扱い 

成績 点数 二級課程修了
登録試験の
受験資格

登録試験の合格の見込み

A＋ 90以上 合格 有 優秀なレベルで合格できる

A 80≦ ＜90 合格 有 高いレベルで合格できる

B 70≦ ＜80 合格 有 合格レベルである

C 60≦ ＜70 合格 有 合格の可能性がある

F 60点未満 不合格 なし 受験できない  

 

成績評価の厳格性について検証するため、表Ⅱ－３に自動車工学科の 2010(平成 22)年

度生が入学時から卒業までに履修した科目についての単位認定状況（分野別）を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：正門付近 
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表Ⅱ－３  2010 年度生 自動車工学科 単位認定状況（分野別） 

 

表Ⅱ－３より、各分野間にかなりのばらつきがあることが見てとれる。また教養科目と 

専門科目を比べると、全体的に専門科目の方が評価が厳しい。特に専門科目の中の二級認

定科目は、Ｃ評価の割合が非常に大きく厳しい評価が行われていることがわかる。 

また基準Ⅱ－Ａ 教育課程に関する備付資料には、科目ごとの単位認定状況も示されてい

るが、同一分野内でも科目間でかなりのばらつきがあるのが見られる。 

教員別のデータとしては整理していないが、前述の状況から判断して、教員間の成績評

価にばらつきがあることが推察される。今後は、教員間の成績評価についてさらに検証を

進めるとともに、学校方針としてどのように対処していくのかを明確にしていく必要があ

る。 

本学は学習成果を測る数量的データとしてＧＰＡ（成績評価係数）*を以前から導入して

おり、学生を成績優秀者として表彰したり、奨学生制度（1 年次奨学生、2 年次奨学生、3

年次奨学生、留学生奨学生）における選考基準として用いたりしており、学生の勉学意欲

向上を図る仕組みとしている。これらは卒業生の質を確保するための方策として活用する

ことも考えられるが、現段階では、まだ進級の条件、卒業の条件などには含めていない。 

ＧＰＡ（成績評価係数）から学習成果を正確に判断し、それを数量的データとして有効

に活用にするには、その前提としてさらなる成績評価の明確化、厳格化が必要である。 

 

                                                 
* 本学では、「評価係数」の名称で、次式を用いて計算している。 

評価係数 ＝（A+の科目の単位数×４ ＋ A の科目の単位数×３ ＋B の科目の単位数×２ ＋

C の科目の単位数×１）÷ 修得した単位数 

A+ A B C

710 606 562 92.7 58 160 174 170
(10.3) (28.5) (31.0) (30.2)

443 398 387 97.2 148 73 60 106
(38.2) (18.9) (15.5) (27.4)

396 358 358 100.0 6 101 116 135
(1.7) (28.2) (32.4) (37.7)

432 398 398 100.0 267 74 32 25
(67.1) (18.6) (8.0) (6.3)

4498 4034 3558 88.2 490 537 589 1942
(13.8) (15.1) (16.6) (54.6)

564 451 422 93.6 123 71 84 144
(29.1) (16.8) (19.9) (34.1)

教
養
科
目

一般教育

外国語

保健体育

キャリア
開発

専
門
科
目

二級認定
科目

二級認定
科目以外

分       野
履修登録

者数
（Ａ）

出席要件
を満たした
人数（Ｂ）

単位取得
者数
（Ｃ）

単位認定
率（％）

（Ｃ）／（Ｂ）

評価基準別人数　  下段（割合％）
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・シラバスへの必要項目の明示について 

シラバスには 講義の主題、講義の目標、学習目標、履修上の注意・学習上の助言、質問

への対応方法、受講者数調整方法、関連講義、時間数と講義概要、成績評価の方法、参考

書・参考文献を明示して学習成果があげられるよう配慮している。 

 

学習成果の向上を図るため、以下の点について、シラバスを改善する必要がある。 

① 学習成果をより具体化した上で、科目ごとの到達目標や学習成果をシラバスに

示すことが望ましい。 

② 成績評価を明確にするため、シラバスに定期試験、レポートなどの評価項目の

比重を明記する必要がある。 

 

・教育課程における教員配置について 

前述したように本学は国土交通省の二級自動車整備士養成施設としての認定大学であり、

専門科目のうち特に二級認定科目の担当者については指定基準に即した学科指導員、実習

指導員を配置する必要があり、これらは適切に行われている。またそのほかの専門科目や

教養科目についても教員の資格・経歴・業績を基にした適切な配置を行っている。 

 

・教育課程の定期的な見直しについて 

設置している３学科の教育課程の見直しは、毎年度学校方針として掲げられており、適

宜内容の見直し・検討を ワーキンググループを編成しこれを中心にして行っている。また、

その際には学習成果に対応した、分かりやすい授業科目を編成するよう留意している。 

2009(平成 21)、2011、2012 年度の３学科の教育課程を p.45 以降に示す。(改訂箇所を

網掛けした。) 

 

課題 

① シラバスの改善 

学習成果をより具体化し、科目ごとの到達目標や学習成果を示すことが望ましい。 

また、成績評価を明確にするため、定期試験、レポートなどの評価項目の比重を明記す

る必要がある。今年度中に改善する予定である 。 

② 厳格な成績評価について 

教員ごとの単位認定状況を作成し，成績評価にばらつきがあるか検証する必要がある。 

 

◆ 参考資料    [学則] …（提 1）2011(平成 23)年度 学生便覧に掲載(p.27～) 

[http://www.nakanihon.ac.jp/college/03.htm] 

                [履修規程] …（提 1）2011(平成 23)年度 学生便覧に掲載(p.41～) 

[シラバス] …（提 2）2011(平成 23)年度 講義要綱 

                [単位認定状況] …（備Ⅱ1）    [評価係数分布] …（備Ⅱ3） 

[教育課程表] …過去 3 年度分を次ページ以降に貼付 
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表Ⅱ－４ 2009(平成 21)年度 教育課程表 (三学科) 
 

自動車工学科

教養科目 専門科目
卒業要件 卒業要件

１年 ２年 単位数 1年 2年 単位数

基礎数学 2 指名履修 自動車の力学Ⅰ ② ○
数学 2 自動車の力学Ⅱ ② ○
日本語表現法Ⅰ ② 自動車材料学 ② ○
日本語表現法Ⅱ 2 機械要素・図面 ② ○
物理学 2 機構学 2
化学 2 材料力学 2 秋学期科目

心理学 2 流体力学 2 秋学期科目

経済学 2 線形代数学 2 秋学期科目

社会学 2 微分方程式 2 春学期科目

日本事情概説 2 留学生指定科目 自動車と環境 2 秋学期科目

コミュニケーション論Ⅰ 2 留学生指定科目 自動車原動機Ⅰ ② ○
コミュニケーション論Ⅱ 2 留学生指定科目 自動車原動機Ⅱ ② ○
英語Ⅰ 1 春学期科目 自動車原動機Ⅲ ② ○
英語Ⅱ 1 秋学期科目 自動車原動機Ⅳ 2 ○
英語会話Ⅰ 1 春学期科目 自動車構造Ⅰ ② ○
英語会話Ⅱ 1 秋学期科目 自動車構造Ⅱ ② ○
中国語Ⅰ 1 春学期科目 自動車構造Ⅲ 2 ○
中国語Ⅱ 1 秋学期科目 自動車構造Ⅳ 2 ○
イタリア語Ⅰ 1 春学期科目 自動車電気装置Ⅰ ② ○
イタリア語Ⅱ 1 秋学期科目 自動車電気装置Ⅱ ② ○
日本語Ⅰ 1 留学生指定科目 自動車電気装置Ⅲ ② ○
日本語Ⅱ 1 留学生指定科目 自動車法規   ② ○
健康科学 ① 自動車検査法 2 ○
スポーツⅠ 1 燃料潤滑油 2 ○
スポーツⅡ 1 冬季集中 自動車整備実習Ⅰ ④ ○
キャリアデザインⅠ ① 春学期科目 自動車整備実習Ⅱ ④ ○
キャリアデザインⅡ ① 秋学期科目 自動車整備実習Ⅲ 4 ○
情報処理演習 1 自動車整備実習Ⅳ 4 ○
情報表現法 2 自動車性能理論 2
インターンシップ 夏季，春季集中 自動車工学演習Ⅰ 1
海外研修Ⅰ 集中 自動車工学演習Ⅱ 1
海外研修Ⅱ 春季集中 フェラーリ実習 1 集中
単位数の合計 28 18 CAD演習Ⅰ 2

CAD演習Ⅱ 2
自動車電子制御工学 2
自動車電子実験 1
ＦＥＭ解析 1
生産システム工学 2

単位集計 自動車新素材 2
エコノパワー研究 1 集中・課外授業含む

必修 選択 モト・テクノロジー 2
教養科目 5 41 12 モト・メンテナンスⅠ 1
専門科目 34 61 52 モト・メンテナンスⅡ 1
合計 39 102 64 カーデザインⅠ 2 集中

カーデザインⅡ 2 集中
ボデーリペア技術 2
ボデーリペア実習 1
自動車保険論 2
単位数の合計 36 59

単位集計 64 77

* ○数字は必修科目

ボ
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デ
ザ

イ
ン
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52
95

64
141

12
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語

2
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健
体
育

2

キ
ャ
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ア
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発

2

1

授業科目
単位数

備考

46

二 級
認定科目

開講単位 卒業要
件単位 二

輪
の
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野

備考
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般
教
育

6
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礎
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目

52

自
動
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・
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授業科目
単位数

1

2
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モータースポーツエンジニアリング学科

教養科目 専門科目
卒業要件  卒業要件

１年 ２年 ３年 単位数 1年 2年 ３年 単位数

基礎数学 2 指名履修 自動車の力学Ⅰ ② ○
数学 2 自動車の力学Ⅱ ② ○
日本語表現法Ⅰ ② 自動車材料学 ② ○
日本語表現法Ⅱ 2 機械要素・図面 ② ○
物理学 2 機構学 2
化学 2 材料力学 2 秋学期科目

心理学 2 流体力学 2 秋学期科目

経済学 2 線形代数学 2 秋学期科目

社会学 2 微分方程式 2 春学期科目

日本事情概説 2 留学生指定科目 自動車と環境 2 秋学期科目

コミュニケーション論Ⅰ 2 留学生指定科目 自動車原動機Ⅰ ② ○
コミュニケーション論Ⅱ 2 留学生指定科目 自動車原動機Ⅱ ② ○
英語Ⅰ 1 春学期科目 自動車原動機Ⅲ ② ○
英語Ⅱ 1 秋学期科目 自動車原動機Ⅳ 2 ○
英語会話Ⅰ 1 春学期科目 自動車構造Ⅰ ② ○
英語会話Ⅱ 1 秋学期科目 自動車構造Ⅱ ② ○
中国語Ⅰ 1 春学期科目 自動車構造Ⅲ 2 ○
中国語Ⅱ 1 秋学期科目 自動車構造Ⅳ 2 ○
イタリア語Ⅰ 1 春学期科目 自動車電気装置Ⅰ ② ○
イタリア語Ⅱ 1 秋学期科目 自動車電気装置Ⅱ ② ○
日本語Ⅰ 1 留学生指定科目 自動車電気装置Ⅲ ② ○
日本語Ⅱ 1 留学生指定科目 自動車法規   ② ○
健康科学 ① 自動車検査法 2 ○
スポーツⅠ 1 燃料潤滑油 2 ○
スポーツⅡ 1 冬季集中 自動車整備実習Ⅰ ④ ○
キャリアデザインⅠ ① 春学期科目 自動車整備実習Ⅱ ④ ○
キャリアデザインⅡ ① 秋学期科目 自動車整備実習Ⅲ 4 ○
情報処理演習 1 自動車整備実習Ⅳ 4 ○
情報表現法 2 自動車性能理論 2
インターンシップ 夏季，春季集中 自動車工学演習Ⅰ 1
海外研修Ⅰ 集中 自動車工学演習Ⅱ 1
海外研修Ⅱ 春季集中 CAD演習Ⅰ ②
単位数の合計 27 19 0 CAD演習Ⅱ 2

自動車電子実験 1
ＦＥＭ解析 1
生産システム工学 2
エコノパワー研究 1 集中・課外授業含む

単位集計 モータースポーツ演習 1

フォーミュラカー演習Ⅰ 2
必修 選択 フォーミュラカー演習Ⅱ ②

教養科目 5 41 18 フォーミュラカー演習Ⅲ ②
専門科目 43 65 75 フォーミュラカー演習Ⅳ ②
合計 48 106 93 エンジン・チューニング ① 集中

人間工学 2
工業英語 1
自動車電子制御工学 2
自動車新素材 2
モト・テクノロジー 2
モト・メンテナンスⅠ 1
モト・メンテナンスⅡ 1
フェラーリ実習 1 集中
カーデザインⅠ 2 集中
カーデザインⅡ 2 集中
ボデーリペア技術 2
ボデーリペア実習 1
自動車保険論 2

35 44 29

62 63 29

* ○数字は必修科目

授業科目
単位数

備考 授業科目
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単位数の合計 75
108

単位集計 93
154
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国際自動車工学科

教養科目 専門科目
卒業要件  卒業要件

１年 ２年 ３年 単位数 1年 2年 ３年 単位数

基礎数学 2 指名履修 基礎自動車工学 ④
数学 2 自動車の力学Ⅰ ② ○
日本語表現法Ⅰ ② 自動車の力学Ⅱ ② ○
日本語表現法Ⅱ 2 自動車材料学 ② ○
物理学 2 機械要素・図面 ② ○
化学 2 自動車原動機Ⅰ ② ○
社会学 2 自動車原動機Ⅱ ② ○
心理学 2 自動車原動機Ⅲ ② ○
経済学 2 自動車原動機Ⅳ 2 ○
健康科学 ① 自動車構造Ⅰ ② ○
スポーツⅠ 1 自動車構造Ⅱ ② ○
スポーツⅡ 1 自動車構造Ⅲ 2 ○
キャリアデザインⅠ ① 自動車構造Ⅳ 2 ○
キャリアデザインⅡ ① 自動車電気装置Ⅰ ② ○
情報処理演習 ① 自動車電気装置Ⅱ ② ○
情報表現法 2 自動車電気装置Ⅲ ② ○
インターンシップ 自動車法規   2 ○
海外研修Ⅰ 集中 自動車検査法 2 ○
海外研修Ⅱ 春季集中 燃料潤滑油 2 ○
英語Ⅰ ① 春学期科目 自動車整備実習Ⅰ ④ ○
英語Ⅱ 1 秋学期科目 自動車整備実習Ⅱ ④ ○
英語会話Ⅰ ① 春学期科目 自動車整備実習Ⅲ 4 ○
英語会話Ⅱ 1 秋学期科目 自動車整備実習Ⅳ 4 ○
中国語Ⅰ 1 春学期科目 自動車工学演習Ⅰ 1
中国語Ⅱ 1 秋学期科目 自動車工学演習Ⅱ 1
イタリア語Ⅰ 1 春学期科目 多言語自動車用語 ①
イタリア語Ⅱ 1 秋学期科目 機構学 2
日本語Ⅰ 1 留学生指定科目 材料力学 2
日本語Ⅱ 1 留学生指定科目 流体力学 2
国際関係論 ② 線形代数学 2
異文化理解 ② 微分方程式 2
自動車産業論 2 自動車性能理論 2
工業英語 1 CAD演習Ⅰ 2
日本事情概説 2 留学生指定科目 CAD演習Ⅱ 2
コミュニケーション論Ⅰ 2 自動車電子制御工学 2
コミュニケーション論Ⅱ 2 自動車電子実験 1
ビジネス日本語Ⅰ 1 留学生指定科目 生産システム工学 2
ビジネス日本語Ⅱ 1 留学生指定科目 自動車と環境 ②
ビジネスマナー演習Ⅰ ① 環境法規 2
ビジネスマナー演習Ⅱ ① 材料リサイクル論 2

25 17 15 クリーンエネルギー論 2
自動車保険論 2

23 32 35

48 49 50
単位集計

必修 選択 * ○数字は必修科目
教養科目 14 43 31
専門科目 39 51 62
合計 53 94 93

単位数の合計 62
90

単位集計 93
147
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表Ⅱ－５ 2011(平成 22)年度 教育課程表 (三学科) 
 
 

2011年度
自動車工学科

教養科目 専門科目
卒業要件 備考 授業科目 単位数 卒業要件 備考

１年 ２年 単位数 1年 2年 単位数

日本語表現法Ⅰ ② 自動車の力学Ⅰ ② ○

日本語表現法Ⅱ 2 自動車の力学Ⅱ ② ○

基礎数学 2 指名履修 自動車材料学 ② ○

数学 2 機械要素・図面 ② ○

物理学 2 機構学 2
化学 2 材料力学 2 秋学期科目

経済学 2 流体力学 2 秋学期科目

日本事情概説 2 留学生科目 線形代数学 2 秋学期科目

コミュニケーション論Ⅰ 2 留学生科目 微分方程式 2 春学期科目

コミュニケーション論Ⅱ 2 留学生科目 自動車と環境 2 秋学期科目

英語 2 自動車原動機Ⅰ ② ○

英語会話 1 自動車原動機Ⅱ ② ○

中国語 1 自動車原動機Ⅲ ② ○

日本語Ⅰ 1 留学生科目 自動車原動機Ⅳ 2 ○

日本語Ⅱ 1 留学生科目 自動車構造Ⅰ ② ○

健康とスポーツ ① 自動車構造Ⅱ ② ○

キャリアデザインⅠ ① 春学期科目 自動車構造Ⅲ 2 ○

キャリアデザインⅡ ① 秋学期科目 自動車構造Ⅳ 2 ○

情報処理演習 1 自動車電気装置Ⅰ ② ○

情報表現法 1 自動車電気装置Ⅱ ② ○

インターンシップ 夏季，春季集中 自動車電気装置Ⅲ ② ○

海外研修Ⅰ 集中 自動車法規   ② ○

海外研修Ⅱ 春季集中 自動車検査法 2 ○

単位数の合計 23 12 燃料潤滑油 2 ○

自動車整備実習Ⅰ ④ ○

自動車整備実習Ⅱ ④ ○

自動車整備実習Ⅲ 4 ○

自動車整備実習Ⅳ 4 ○

単位集計 自動車性能理論 2
自動車工学演習Ⅰ 1

必修 選択 自動車工学演習Ⅱ 1
教養科目 5 30 10 フェラーリ実習 1 集中
専門科目 34 48 52 CAD演習Ⅰ 2

合計 39 78 62 CAD演習Ⅱ 2
生産システム工学 2
エコノパワー研究 1 集中・課外授業含む

カーデザインⅠ 2 集中
カーデザインⅡ 2 集中
自動車保険論 2

単位数の合計 36 46

単位集計 59 58

* ○数字は必修科目
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2011年度
モータースポーツエンジニアリング学科

教養科目 専門科目
卒業要件 備考  卒業要件 備考

１年 ２年 ３年 単位数 1年 2年 ３年 単位数

日本語表現法Ⅰ ② 指名履修 自動車の力学Ⅰ ② ○
日本語表現法Ⅱ 2 自動車の力学Ⅱ ② ○
基礎数学 2 自動車材料学 ② ○
数学 2 機械要素・図面 ② ○
物理学 2 機構学 2
化学 2 材料力学 2 秋学期科目

心理学 2 流体力学 2 秋学期科目

経済学 2 線形代数学 2 秋学期科目

社会学 2 微分方程式 2 春学期科目

日本事情概説 2 留学生指定科目 自動車と環境 2 秋学期科目

コミュニケーション論Ⅰ 2 留学生指定科目 自動車原動機Ⅰ ② ○
コミュニケーション論Ⅱ 2 留学生指定科目 自動車原動機Ⅱ ② ○
英語Ⅰ 1 春学期科目 自動車原動機Ⅲ ② ○
英語Ⅱ 1 秋学期科目 自動車原動機Ⅳ 2 ○
英語会話Ⅰ ① 春学期科目 自動車構造Ⅰ ② ○
英語会話Ⅱ 1 秋学期科目 自動車構造Ⅱ ② ○
中国語Ⅰ 1 春学期科目 自動車構造Ⅲ 2 ○
中国語Ⅱ 1 秋学期科目 自動車構造Ⅳ 2 ○
イタリア語Ⅰ 1 春学期科目 自動車電気装置Ⅰ ② ○
イタリア語Ⅱ 1 秋学期科目 自動車電気装置Ⅱ ② ○
日本語Ⅰ 1 留学生指定科目 自動車電気装置Ⅲ ② ○
日本語Ⅱ 1 留学生指定科目 自動車法規   ② ○

自動車検査法 2 ○
燃料潤滑油 2 ○
自動車整備実習Ⅰ ④ ○

キャリアデザインⅠ ① 春学期科目 自動車整備実習Ⅱ ④ ○
キャリアデザインⅡ ① 秋学期科目 自動車整備実習Ⅲ ④ ○
情報処理演習 1 自動車整備実習Ⅳ ④ ○
情報表現法 2 自動車性能理論 2
インターンシップ 夏季，春季集中 自動車工学演習Ⅰ 1
海外研修Ⅰ 集中 自動車工学演習Ⅱ 1
海外研修Ⅱ 春季集中 CAD演習Ⅰ ②

25 19 0 CAD演習Ⅱ 2
自動車電子実験 1
ＦＥＭ解析 1
生産システム工学 2
エコノパワー研究 1 集中・課外授業含む

単位集計 モータースポーツ演習 1
フォーミュラカー演習Ⅰ 2

必修 選択 フォーミュラカー演習Ⅱ ②
教養科目 6 38 17 フォーミュラカー演習Ⅲ ②
専門科目 53 55 76 フォーミュラカー演習Ⅳ ②
合計 59 93 93 エンジン・チューニング ① 集中

人間工学 ②
工業英語 1
自動車電子制御工学 2
自動車新素材 2
モト・テクノロジー 2
モト・メンテナンスⅠ 1
モト・メンテナンスⅡ 1
フェラーリ実習 1 集中
カーデザインⅠ 2 集中
カーデザインⅡ 2 集中
ボデーリペア技術 2
ボデーリペア実習 1
自動車保険論 2

35 45 28

60 64 28

* ○数字は必修科目

単位数の合計 76
108

単位集計 93
152
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20１１年度
国際自動車工学科

教養科目 専門科目
卒業要件 備考  卒業要件 備考

1年 2年 3年 単位数 1年 2年 ３年 単位数

日本語表現法Ⅰ ② 基礎自動車工学 ②
日本語表現法Ⅱ 2 自動車の力学Ⅰ ② ○
基礎数学 2 指名履修 自動車の力学Ⅱ ② ○
数学 2 自動車材料学 ② ○
物理学 2 機械要素・図面 ② ○
化学 2 自動車原動機Ⅰ ② ○
社会学 2 自動車原動機Ⅱ ② ○
心理学 2 自動車原動機Ⅲ ② ○
経済学 2 自動車原動機Ⅳ 2 ○
健康とスポーツ ① 自動車構造Ⅰ ② ○
キャリアデザインⅠ ① 自動車構造Ⅱ ② ○
キャリアデザインⅡ ① 自動車構造Ⅲ 2 ○
情報処理演習 ① 自動車構造Ⅳ 2 ○
情報表現法 2 自動車電気装置Ⅰ ② ○
インターンシップ 夏季，春季集中 自動車電気装置Ⅱ ② ○
海外研修Ⅰ 集中 自動車電気装置Ⅲ ② ○
海外研修Ⅱ 春季集中 自動車法規   2 ○
英語Ⅰ ① 春学期科目 自動車検査法 2 ○
英語Ⅱ 1 秋学期科目 燃料潤滑油 2 ○
英語会話Ⅰ 1 春学期科目 基礎自動車工学実習 ②
英語会話Ⅱ 1 秋学期科目 自動車整備実習Ⅰ ④ ○
中国語Ⅰ 1 春学期科目 自動車整備実習Ⅱ ④ ○
中国語Ⅱ 1 秋学期科目 自動車整備実習Ⅲ 4 ○
イタリア語Ⅰ 1 春学期科目 自動車整備実習Ⅳ 4 ○
イタリア語Ⅱ 1 秋学期科目 自動車工学演習Ⅰ 1
日本語Ⅰ 1 留学生指定科目 自動車工学演習Ⅱ 1
日本語Ⅱ 1 留学生指定科目 多言語自動車用語 ②
国際関係論 ② 機構学 2
異文化理解 ② 材料力学 2 秋学期科目

自動車産業論 2 流体力学 2 秋学期科目

工業英語 1 線形代数学 2 秋学期科目

日本事情概説 2 微分方程式 2 春学期科目

コミュニケーション論Ⅰ 2 自動車性能理論 2
コミュニケーション論Ⅱ 2 CAD演習Ⅰ 2
日本語コミュニケーションスキル ① CAD演習Ⅱ 2
ビジネス日本語Ⅰ 1 留学生指定科目 自動車電子制御工学 2
ビジネス日本語Ⅱ 1 留学生指定科目 自動車電子実験 1
ビジネスマナー演習Ⅰ ① 生産システム工学 2
ビジネスマナー演習Ⅱ ① 自動車と環境 ②

30 15 11 環境法規 2
材料リサイクル論 2
クリーンエネルギー論 2
自動車保険論 2
特別研究 1 集中・課外授業含む

単位集計 14 38 40

必修 選択 44 53 51
教養科目 14 42 30
専門科目 40 52 63

合計 54 94 93 * ○数字は必修科目

93
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単位数の合計 30
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表Ⅱ－６ 2012(平成 24)年度 教育課程表 (三学科) 
 
 

教育課程 2012年度
自動車工学科

教養科目 専門科目
卒業要件 卒業要件

１年 ２年 単位数 1年 2年 単位数

日本語表現法Ⅰ ② 自動車の力学Ⅰ ② ○

日本語表現法Ⅱ 2 自動車の力学Ⅱ ② ○

基礎数学 2 指名履修 自動車材料学 ② ○

数学 2 機械要素・図面 ② ○

物理学 2 機構学 2
化学 2 材料力学 2 秋学期科目

経済学 2 流体力学 2 秋学期科目

日本の自動車事情 2 留学生指定科目 線形代数学 2 秋学期科目

自動車アフターサービス産業概説Ⅰ 2 留学生指定科目 微分方程式 2 春学期科目

自動車アフターサービス産業概説Ⅱ 2 留学生指定科目 自動車と環境 2 秋学期科目

英語 2 自動車原動機Ⅰ ② ○

英語会話 1 自動車原動機Ⅱ ② ○

中国語 1 自動車原動機Ⅲ ② ○
自動車工学日本語Ⅰ 1 留学生指定科目 自動車原動機Ⅳ 2 ○
自動車工学日本語Ⅱ 1 留学生指定科目 自動車構造Ⅰ ② ○

健康とスポーツ ① 自動車構造Ⅱ ② ○
キャリアデザインⅠ ① 春学期科目 自動車構造Ⅲ 2 ○
キャリアデザインⅡ ① 秋学期科目 自動車構造Ⅳ 2 ○

情報処理演習 1 自動車電気装置Ⅰ ② ○

情報表現法 1 自動車電気装置Ⅱ ② ○

インターンシップ 夏季，春季集中 自動車電気装置Ⅲ ② ○

海外研修Ⅰ 集中 自動車法規   ② ○

海外研修Ⅱ 春季集中 自動車検査法 2 ○

単位数の合計 23 12 燃料潤滑油 2 ○

自動車整備実習Ⅰ ④ ○

自動車整備実習Ⅱ ④ ○

自動車整備実習Ⅲ 4 ○

自動車整備実習Ⅳ 4 ○

自動車性能理論 2
単位集計 自動車工学演習 2 ○ 通年

フェラーリ実習 1 集中
必修 選択 CAD演習Ⅰ 2

教養科目 5 30 10 CAD演習Ⅱ 2
専門科目 34 48 52 生産システム工学 2

合計 39 78 62 エコノパワー研究 1 集中・課外授業含む

カーデザインⅠ 2 集中
カーデザインⅡ 2 集中
自動車保険論 2

36 46

36 46

* ○数字は必修科目
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備考備考授業科目
単位数

授業科目
単位数 二級

認定科目

7

専
門
科
目

52

1
2

10
35

開講単位 卒業要
件単位

単位数の合計 52
82
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教育課程 2012年度
モータースポーツエンジニアリング学科

教養科目 専門科目
卒業要件 備考  卒業要件 備考

１年 ２年 ３年 単位数 1年 2年 ３年 単位数

日本語表現法Ⅰ ② 指名履修 自動車の力学Ⅰ ② ○
日本語表現法Ⅱ 2 自動車の力学Ⅱ ② ○
基礎数学 2 自動車材料学 ② ○
数学 2 機械要素・図面 ② ○
物理学 2 機構学 2
化学 2 材料力学 2 秋学期科目

経済学 2 流体力学 2 秋学期科目

日本の自動車事情 2 留学生指定科目 線形代数学 2 秋学期科目

自動車アフターサービス産業概説Ⅰ 2 留学生指定科目 微分方程式 2 春学期科目

自動車アフターサービス産業概説Ⅱ 2 留学生指定科目 自動車と環境 2 秋学期科目

英語 ② 自動車原動機Ⅰ ② ○
英語会話 ① 自動車原動機Ⅱ ② ○
中国語 1 自動車原動機Ⅲ ② ○
自動車工学日本語Ⅰ 1 留学生指定科目 自動車原動機Ⅳ 2 ○
自動車工学日本語Ⅱ 1 留学生指定科目 自動車構造Ⅰ ② ○

自動車構造Ⅱ ② ○
自動車構造Ⅲ 2 ○
自動車構造Ⅳ 2 ○

キャリアデザインⅠ ① 春学期科目 自動車電気装置Ⅰ ② ○
キャリアデザインⅡ ① 秋学期科目 自動車電気装置Ⅱ ② ○
情報処理演習 1 自動車電気装置Ⅲ ② ○
情報表現法 1 自動車法規   ② ○
インターンシップ 夏季，春季集中 自動車検査法 2 ○
海外研修Ⅰ 集中 燃料潤滑油 2 ○
海外研修Ⅱ 春季集中 自動車整備実習Ⅰ ④ ○

22 13 0 自動車整備実習Ⅱ ④ ○
自動車整備実習Ⅲ ④ ○
自動車整備実習Ⅳ ④ ○
自動車性能理論 2
自動車工学演習 2 ○ 通年

単位集計 CAD演習Ⅰ ②
CAD演習Ⅱ 2

必修 選択 自動車電子実験 1
教養科目 8 27 17 ＦＥＭ解析 1
専門科目 59 55 76 生産システム工学 2
合計 67 82 93 エコノパワー研究 1 集中・課外授業含む

モータースポーツ概論 ②
フォーミュラカー演習Ⅰ ②
フォーミュラカー演習Ⅱ ②
フォーミュラカー演習Ⅲ ②
フォーミュラカー演習Ⅳ ②
エンジン・チューニング ① 集中
人間工学 ②
工業英語 1
自動車電子制御工学 2
自動車新素材 2
モト・テクノロジー 2
モト・メンテナンスⅠ 2
モト・メンテナンスⅡ 2
フェラーリ実習 1 集中
カーデザインⅠ 2 集中
カーデザインⅡ 2 集中
ボデーリペア技術 2
ボデーリペア実習 1
自動車保険論 2
ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 集中
卒業研究 ②

37 45 32

37 45 32

* ○数字は必修科目

1

単位数の合計 76
114

単位集計 93
114
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教育課程 2012年度
国際自動車工学科

教養科目 専門科目
卒業要件 備考  卒業要件

1年 2年 3年 単位数 1年 2年 3年 単位数

日本語表現法Ⅰ ② 自動車基礎用語 ②
日本語表現法Ⅱ 2 整備実習用語 ②
基礎数学 2 指名履修 基礎自動車工学 ②
数学 2 自動車の力学Ⅰ ② ○
物理学 2 自動車の力学Ⅱ ② ○
化学 2 自動車材料学 ② ○
経済学 2 機械要素・図面 ② ○
健康とスポーツ ① 自動車原動機Ⅰ ② ○
キャリアデザインⅠ ① 自動車原動機Ⅱ ② ○
キャリアデザインⅡ ① 自動車原動機Ⅲ ② ○
情報処理演習 ① 自動車原動機Ⅳ 2 ○
情報表現法 1 自動車構造Ⅰ ② ○
インターンシップ 夏季，春季集中 自動車構造Ⅱ ② ○
海外研修Ⅰ 集中 自動車構造Ⅲ 2 ○
海外研修Ⅱ 春季集中 自動車構造Ⅳ 2 ○
英語 ② 自動車電気装置Ⅰ ② ○
英語会話 1 自動車電気装置Ⅱ ② ○
中国語 1 自動車電気装置Ⅲ ② ○
イタリア語入門 自動車法規   2 ○
自動車工学日本語Ⅰ 1 留学生指定科目 自動車検査法 2 ○
自動車工学日本語Ⅱ 1 留学生指定科目 燃料潤滑油 2 ○
国際関係論 ② 基礎自動車工学実習 ②
異文化理解 ② 自動車整備実習Ⅰ ④ ○
自動車産業論 2 自動車整備実習Ⅱ ④ ○
工業英語 1 自動車整備実習Ⅲ 4 ○
日本の自動車事情 2 留学生指定科目 自動車整備実習Ⅳ 4 ○
自動車アフターサービス産業概説Ⅰ 2 留学生指定科目 自動車工学演習 2 ○ 通年
自動車アフターサービス産業概説Ⅱ 2 留学生指定科目 機構学 2
日本語コミュニケーションスキル ① 留学生指定科目 材料力学 2 秋学期科目

ビジネス会話Ⅰ 1 留学生指定科目 流体力学 2 秋学期科目

ビジネス会話Ⅱ 1 留学生指定科目 線形代数学 2 秋学期科目

ビジネスマナー演習Ⅰ ① 微分方程式 2 春学期科目

ビジネスマナー演習Ⅱ ① 自動車性能理論 2
23 16 9 CAD演習Ⅰ 2

CAD演習Ⅱ 2
自動車電子制御工学 2
自動車電子実験 1
生産システム工学 2

単位集計 自動車と環境 ②
環境法規 2 集中

必修 選択 材料リサイクル論 2
教養科目 15 33 30 クリーンエネルギー論 2
専門科目 42 56 63 自動車保険論 2

合計 57 89 93 カーデザインⅠ 2 集中
カーデザインⅡ 2 集中
特別研究 1 集中・課外授業含む

20 40 38

20 40 38

* ○数字は必修科目
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48

開講単位 卒業要
件単位

単位数の合計 63
98

単位集計 93
98
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基準Ⅱ-A-3  入学者受け入れの方針を明確に示している。 

本学のアドミッションポリシー（ＡＰ）は、基礎資料（9）１で述べたとおり、2009（平

成 21）年度の改組転換の際に構築され、一部内容の見直しが行われ現在に至っている。 

自動車工学科、モータースポーツエンジニアリング学科、国際自動車工学科は、同一分

野の学科であり、アドミッションポリシー（ＡＰ）は、以下の通り共通の方針としている

が、学科の特性上、国際自動車工学科については独自の方針を 1 項目追加している。 

 

 全科共通のアドミッションポリシー（ＡＰ）： 

１． しっかりとした目的意識、強い学習意欲があり、たゆまず努力をする人。 

２． 自動車の機能や構造に興味があり、自動車整備士を目指す人。 

３． ものづくりに興味があり、自動車の開発・研究、地球環境問題に役立つ技術者を

目指す人。 

４． 豊かな人間性を持つエンジニアとして、社会への貢献を目指す人。 

   

国際自動車工学科 独自のアドミッションポリシー（ＡＰ）： 

５． 自動車工学の専門知識と高度な技術、グローバルな視野と国際教養を身に付け 

国際社会での貢献を目指す人。 

専攻科自動車工学専攻、車体整備専攻、エコカー整備専攻のアドミッションポリシー（Ａ

Ｐ）は、本科と同様（上記 1～4）の方針である。 

 

留学生別科のアドミッションポリシー（ＡＰ）は、下記に示す通りである。 

１． 自動車全般の知識について関心のある人 

２． 自動車整備技術に関心があり、日本または母国で自動車整備を目指す人 

３． 日本語を学ぶことを通じて自身のキャリアアップにつなげたいと考えている人 

４． 日本の科学・文化や技術習得に関心のある人 

以上のように、本学のアドミッションポリシー（ＡＰ）は、明確であり、本学のホーム

ページ及び学生募集要項に明記し、受験生に公表している。 

 

本学の入学選抜の方法は、大きく分けて ①面接試験と調査書 ②学力試験 の２種類の

方法がある。①に該当する入学試験は、推薦入学試験（指定校推薦入試、一般推薦入試、

自己推薦入試）と社会人入学試験である。②に該当するのが、一般入学試験、奨学生入学

試験である。なお、留学生入学試験については、面接試験と学力試験にて選抜している。 

また、出願前に本学が開催するオープンキャンパス（体験入学、学校見学会）に参加し、

本学教職員と個別面談し AO*登録した者については、推薦入学試験の面接試験を原則免除

する制度を設けている。この目的は、受験生が本学のアドミッションポリシー、教育内容、

教育環境、本学卒業後の進路などを深く理解した上で受け入れる事であり、個別面談によ

りアドミッションポリシーの４項目について確認ができることである。 

                                                 
* AO：Admission Office 
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このように、本学の入学選抜は受験生との面談・面接を重要視しており、受け入れ方針

の明示に対応している。 

課題としては、入学前の学習成果の把握・評価について、アドミッションポリシーに示

されておらず検討の必要がある。 

 

◆ 参考資料  [入学案内] …（提 8）   [学生募集要項] …（提 6） 

 

基準Ⅱ-A-4  学習成果の査定（アセスメント）は明確である。 

ディプロマポリシー（ＤＰ）に記述されているように、本学の教育の主目的は下記の２

つに要約でき、これらを身に付けて卒業することが重要な学習成果である。 

 

① 自動車工学や自動車整備に関する専門の知識や技術を身につけるとともに二級自車整備

士の国家資格を取得する。 

② 豊かな人間性や基礎学力を養い、広い視野から専門領域を超えて問題を探求する姿勢や

態度及び社会的責任感や人の命を預かる技術者としての倫理観を身に付ける。 

 

以下①、②に分けて述べる。 

①について 

本学は自動車産業に関わる技術者を育成するとともに、二級自動車整備士を養成する国

土交通省の認定大学として、自動車の安全運行や環境保全に関わる自動車整備技術者の育

成を行っており、これらの学習成果は具体性があり実際的な価値がある。 

二級自動車整備士の資格を取得するには、実技試験と学科試験に合格しなければならな

いが、実技試験については本学の修学期間中に正課授業とは別に実施される技術講習を修

了することにより免除され、学科試験は本学を卒業した直後に行われる登録試験に合格す

ることによって資格の取得ができるため、この学習成果は 2 年間という学習期間を持って

獲得が達成可能である。 

またこの学習成果は、二級自動車整備士登録試験（国家試験）の合格率として現れ、測

定が可能である。この結果に対して、登録試験における総括、次年度の対策といったＰＤ

ＣＡサイクルが行われ、成果があげられるよう努めている。 

 

②について 

専門教育と併せた教養教育、人間教育の大切さは、神野学園の建学の精神「優れた技術

は人に幸福をもたらし、誤れる技術は人に災いをもたらす。技術は人が造るなり。故に、技術者

たる前に良き人間たれ。」の中で述べられている。単に専門知識や技術を身につけるだけで

はなく、人間性豊かで広い視野を持ち総合的な判断ができること、技術者としての倫理観

を持つことは、「社会に貢献できる技術者の育成」を目指す上で必要不可欠なことである。

このような意味において、②で掲げている学習成果についても、具体性があり、実際的な

価値がある。また一定期間内で一定限の獲得が可能である。 

②のより具体的な学習成果としては： 
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・外国の文化、人類の文化や社会情勢などの知識を身につけ、人間として広い視野から問

題を探求できること。 

・自動車技術者として、自動車技術が環境や社会に及ぼす影響についての知識を持ち、自

動車技術者が社会に対して負っている責任を感じることができること。 

・社会人としての基礎力（チームワーク力、コミュケーション力、情報活用力）や生涯学

習社会での学習継続力などを身につけていること。 

などがあげられる。 

これらをどのように測定するかについては、まだ手法が確立していない。より詳細 

で明確な学習成果の設定、アセスメントの方法について検討する必要がある。 

 

◆ 参考資料   [授業科目担当者一覧] …（提 7）   [単位認定状況一覧] …（備Ⅱ1） 

         [http://www.nakanihon.ac.jp/college/03.htm] 

 

基準Ⅱ-A-5  学生の卒業後評価への取り組みを行っている。 

本学では、就職先企業のほとんどが自動車関連業界であり、職種も技術関連である。こ

れらの企業 170 社以上からなる後援会として「日本ライン会」を組織しており、頻繁に企

業訪問を実施しヒアリングを行っている。 

また、毎年７月に行われる「日本ライン会」総会にて参加企業に対してアンケートを実

施している。ヒアリングの結果やアンケートの結果を点検し、社会に求められる学生を卒

業させるよう努めている。 

 

◆ 参考資料   [日本ライン会 会則] …（備Ⅱ4） 

[日本ライン会アンケート] …（備Ⅱ2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：学生ホール 



                           H23 

 57

［テーマ］ 

基準Ⅱ-B 学生支援 

学科・専攻科の学習成果の獲得に向け、本学が持つ施設設備及び技術的資源は有効に活

用されている。またＳＤ・ＦＤ活動に力を入れ学習成果獲得の向上に努力している。基礎

学力が不足する学生に対しては補習授業を行うなど学習支援も行っている。学生の生活支

援のための教職員の組織も整備されている。学生の健康管理やメンタルヘルスケアのカウ

ンセリングの体制も整えている。また、就職支援のためのシステムは整備されていて活動

をしている。 

障がい者の受け入れのための施設整備や障がい者への支援体制については、現在、在籍

者に障がい者がいないため、バリアフリーなどの対策が未整備であるが、今後、該当する

場合があれば、整備の検討を行う必要がある。 

留学生に対しての課題としては、日本の文化や習慣に慣れるように教職員が積極的に指

導をしていくことや、留学生全員が卒業し、進路を決定できるための対策が必要である。

これらの対策は学生部及び学生委員会にて検討していきたい。 

資格取得支援については、目標である二級整備士合格率 90％以上を達成できない年度が

あり、更なる対策を、国家資格対策委員会を通じて検討していく。 

進路支援については、進学者を除く非求職者の削減およびＵターン就職希望者に対して

の求人開拓が課題であり、就職委員会にて検討し、具体的な対策を実施していく予定であ

る。 

 

［区分］ 

基準Ⅱ-B-1 学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて教育資源を有効に活用している。 

教員や事務職員は、学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて責任を果たしている。ま

た、施設設備及び技術的資源を有効に活用している。今後はさらにＳＤ・ＦＤ活動に力を

入れ学習成果獲得の向上に努めたい。 

以下、個々のテーマで検討した。 

（１）教員の、学科・専攻課程の学習成果獲得に向けての責任 

教育の質保証、学習成果に向けた組織的な取り組みとして、毎年度はじめに基本方針（大

学目標）及び部署目標を設定し、各教員はこれらの部署目標に基づいて個人目標を設定し

教育や研究活動を行っており、個人目標が達成されれば部署目標が達成され、部署目標が

達成されれば学校目標が達成されるという仕組みを取り入れている。またこの結果は人事

評価にも使われている。それぞれの教員はここで設定した目標に熱心に取り組むと同時に、

これらの目標以外にも個人個人の判断によって教育改善や教育・研究能力の向上、自己の

研鑽などに労を惜しまず取り組んでいる。 

2011 年度の学校目標、部署目標の一例（自動車工学科）を示す。 

 

2011年度基本方針  （教育の質保証に関する内容だけを抜粋） 

１．教育の質保障 

（１）国家試験合格率 
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① 二級自動車整備士資格に関わる技術講習の修了率95％および登録試験合格率90％

以上を達成する。 

② 一級整備士登録試験（筆記）合格率90％以上を達成する。 

③ 自動車車体整備士に関わる技術講習の修了率95％および登録試験合格率95％以上

を達成する。 

（２）就職決定率 

就職決定率95％以上を達成する。 

（３）ドロップアウト対策 

面倒見の良い学校として、入学した学生一人ひとりの目標・学力・生活状況等を把握し

て適切な学習面や生活面の支援・指導を行い、就学を断念しないようにする。 

入学生の卒業率90％以上を目標とする。 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

 

2011年度の自動車工学科の部署目標 

１. 教育の質保証 

(1) 二級自動車整備士に関わる技術講習修了率９５％および登録試験合格率９0％以上 

(2) 教育・研究能力向上  

(3) 満足度の高い授業の実施 

２. 教育改革の推進 

(1) 教科教育内容、カリキュラムの随時見直し  

(2) ＣＤ教育の充実とＦＤ・ＣＤ活動の推進   

(3) 教員の担当教科拡大の検討  

(4) 教育環境整備   

(5) 自己点検・評価の実施  

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

 

成績評価については学則第 23 条および履修規程第 7 条に定める通りであるが、特に二

級認定科目については基準Ⅱ-A-4 で述べたように成績評価基準をより明確にして学習成

果と結び付くよう配慮している。また、成績評価基準の統一化を図るため、複数の教員で

担当する科目には科目責任者を設け、シラバスや定期試験問題の共通化あるいは科目内容

の調整などを行う体制をとっている。 

個々の教員が全体の学習成果を適切に把握できるよう、毎学期すべての科目について単

位認定の状況（成績評価基準別）を表す資料を作成し、随時、教務委員会や教授会に報告

されている。 

授業評価については、毎年度「学生による授業アンケート」および「教員相互による授

業参観」を全教員が実施しており、授業アンケートの結果は、ＦＤ委員会において全体の

まとめを行った後、教員にフィードバックし教育改善を図っている。またこれらの結果は

教職員や学生用のホームページ、教育後援会会報誌などで公開している。加えて学園全体

の教職員研修会（毎年 8 月に開催）では 授業改善等の内容で研修を実施している。表Ⅱ

－2 に最近の研修会の実施状況を示す。 
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表 Ⅱ－2  最近の教職員研修会の講演会 

年度 種類 演　　　題 講　　師

全体研修
『金沢工業大学の教育改革と意識改
革～すべては学生のために～』

金沢工業大学　学生部部長
　　　藤本元啓教授

『国家試験分析結果と弱点補強のた
めの授業改善』

『０９年度春学期のキャリアデザイン
科目の総括』

『授業アンケート・授業参観の授業改
善への活かし方』

事務職員研修 『神野学園各校を知る』 オムニバス

全体研修
『教職協働による導入教育の実施　～
大手前大学の事例～』

大手前大学　現代社会学部
　　　本田直也准教授

『中日本自動車短期大学における
キャリアデザイン教育　～３年間の歩
み～』

青木恒夫准教授

『国家試験結果分析と弱点補強のため
の授業改善』

教務部部長　清水啓司准教授

事務職員研修 『神野学園の財務状況の理解』 オムニバス

『国庫補助金の理解』 経理課　大竹恵一課長

全体研修
『キャンパス・ハラスメント防止のため
に』

白石恵美子氏

『学習支援センター設置までの経過
と今後の取組み』

教務部長　清水啓司准教授

『国家試験対策と授業改善』 実習教室主任　西側通雄教授

事務職員研修 『ロジカル・シンキングの基礎』
産業能率大学総合研究所
　　　　小林幸平氏

オムニバス
平成21年度

教員研修

平成22年度 教員研修

平成23年度 教員研修

 
 

 

課題 

教育目的・目標の達成状況については、各教員の主観的把握に留まっており、客観的な 

達成状況の把握ができるようアセスメントの手法について検討する必要がある。 

 

◆ 参考資料 [履修規程] …（提 1）2011(平成 23)年度 学生便覧に掲載 p.41～ 

             [学生による授業アンケートの集計結果] …（備Ⅱ5） 

[学生による授業アンケートのフォーム（授業アンケート用紙）] …（備Ⅱ12） 

[教員相互による授業参観のフォーム（授業参観シート、2011 年度秋学期 

授業参観組み合わせ表）] …（備Ⅱ15） 

 

（２）事務職員の、学科・専攻課程の学習成果獲得に向けての責任 

事務職員は、毎年の二級自動車整備士をはじめとする各種国家試験の結果について、教

授会資料等で周知しており、学習成果を認識している。また、所属部署を問わず、学校行

事や日常生活において入学時から学生と接しており、挨拶や言葉遣い、生活態度等の人間
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的な成長を見ておりその面でも学習成果を認識している。 

所属部署の職務から学習成果の認識が把握しやすい部署は、教務部と学生部である。 

教務部の職員は、履修状況や成績、単位取得についての情報を教務委員会の資料として

まとめており、学習成果について認識している。また、教務部の技術研修課は、国家資格

およびその他の資格取得に係る職務を行っており、学習成果について十分認識を持ってい

る。 

学生部の職員は、主に就職支援、厚生補導の職務を行っており、就職指導や生活指導な

ど直接、学生と接しており、単位修得や資格試験の取得状況など詳細に認識している。 

上記の通り、事務職員は、学習成果について十分認識しており、学習成果の向上のため、

以下の通り貢献している。 

 

①学生の就職支援    キャリアデザインⅡにおける就職指導 

②生活指導    車両指導、 毎朝 校門においての声掛け 

③履修等の相談    履修相談ほか 教員に相談しにくい内容に対してのアド

バイス 

④保護者に対しての啓蒙   教育懇談会（保護者会）を開催し、就職に関しての情報

提供及び相談を行う。 

⑤大学祭          学生自治会を指導し、企画から運営まで学生が主体とな

り運営を行っている。 

⑥その他          経済的な問題で、就学が困難な学生に対しての相談 

 

課題としては、事務職員の人数が減少しており、日常業務に追われるケースが多くなり、

学生との接する時間が取りづらくなっている。より一層の業務改善が望まれる。 

教育目的・目標の達成状況については、就職状況や、資格取得状況の他、大学祭や課外

活動などの状況から把握している。 

事務職員の SD 活動は、岐阜県私立短期大学協会や日本私立短期大学協会主催の各種事

務研修に積極的に参加し、各職務のスキルアップを目指している。また、学園主催の夏季

研修や本学独自の研修も並行して行っており、学生支援のための職務充実を図っている。 

学生の履修及び卒業に至るまでの支援については、上述の学習成果と同様に、教務部・

学生部が中心として支援を行っている。また、経済的に就学困難者に対しては学生部にお

いて奨学金等の相談を行っているが、奨学金受給者においても学費納付が困難な場合が増

加しており、その際は事務局が中心となり対応している。 

 

◆ 参考資料  ［職員研修実績一覧］…（備Ⅱ14） 

 

（３）施設設備及び技術的資源の有効活用 

・図書館は、2009(平成 21)年夏に 10 号館から 2 号館（講義棟）に移動を行い、移設後

の整備の補充･拡充を行ってきた。面積的には集約されコンパクトになったが、教室に近く

なり利用学生の利便性が向上した。さらなる利用促進を図るため、学習向上の為の支援、

サービス向上に努力をしている。 
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2011(平成 23)年度は主に以下のような項目を実施した。 

１）1 年次の 5 月に学生をクラスごと図書館に案内して下記ガイダンスを実施した 

①図書の配置の説明 

②図書の借り方の説明、図書のオンライン検索方法概説 

③希望図書・雑誌の調査（後日、希望図書の受け入れを実施した） 

④利用者登録 

２）図書館所蔵資料の複写サービスを無料化した 

３）入館した教員に対して協力依頼（推薦図書の紹介）に努めた 

図書館司書は、カウンターでのレファレンスなど学生への対応を丁寧かつ親切に行うこ

とに努めている。平成 23 年度は利用数が向上したが、その要因のひとつは、利便性向上

の為の図書館司書の努力の姿勢にあると考えている。 

まだ十分満足できる段階にはないので、現在の施策を継続して実施すると共に、利用環

境の改善を図り、一層の利便性向上を目指したいと考えている。 

 

・情報関連の設備については、まず、すべての教職員が一人一台以上のパソコン(PC)を

利用する環境が整備されている。学内での教育、事務連絡および情報提供にはメール（メ

ーリング・リストを含む）および学内 LAN ホームページが活用されており、有用かつ主

要な情報伝達、配布手段となっている。 

教員においては、教材の作成、学生の出欠席管理（欠席管理システム），成績管理（成績

管理システム）に PC を利用し、学生サポートに有効活用している。p.64 に述べる学生カ

ルテによる学習支援システムも順調に立ち上がってきた。学生の指導に当たった教職員は 

カルテに記入することが求められている。学内サーバーには、整備士教育に伴う幾多のメ

ディア情報が蓄積されている。これらは、エンジンなどの説明図（教科書挿絵）であった

り、動作のアニメーションであったり、教示用のパワーポイント教材であったり、整備士

試験の過去問題であったりする。これには教員が自由にアクセスでき、頻繁に追加･変更が

なされている。 

職員においては、学内 LAN サーバー、グループウェアを用いたグループワークが日常

的に利用されており、基幹システムとして欠かせない存在である。学生カルテにもアクセ

スでき、指導内容を書き込むことができる。 教職員に対しては、基本 有線接続された

LAN となっている。 

 

・ネットワーク環境として、学生セグメントに属す無線 LAN アクセスポイントが学内 

32 カ所にあり、Wi-Fi 接続を提供している。申し出により、学生が所有する PC ならびに

スマートフォン等でインターネットへの接続環境が可能である。 

さらに、112 情報演習室は、授業で利用しない時間帯を学生に全面開放しており、学生

個々のサーバ資源並びにインターネットへのアクセスが可能である。また、Office 系アプ

リケーションの利用が可能で、レポートの作成や情報収集、研究などに利用している。

2011(平成 23)年度には、延べ 5166 回のログインがあった。 
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また、インターネットを利用した自動車整備士受験向けの「NAC* 自学自習システム」

（本学独自のシステム）を運用している。受験に向けて問題演習ができる e-ラーニングシ

ステムであって、すべての学生に ID とパスワードを提供し、利用を促進している。2011(平

成 23)年度には、299 名の利用が記録され、自習システム利用者の国家試験合格率は、非

利用者のそれより 10％以上高いことが分かった。 

 

・ネットワークおよび情報資源へのアクセス方法は、入学後早期に利用ガイダンスと体

験演習を実施している。 

各教職員のコンピュータ利用に関するスキルアップは随時行われているが、この際、発

生する技術的問い合わせに関しては、情報センターが随時対応している。また、メーリン

グ・リストによる セキュリティに関する情報の提供や啓発活動は逐次行っている。2011

（平成 23）年度、教職員に対する全体的なトレーニングは実施していない。 

 

◆ 参考資料   [図書館案内 －としょかんあんない-]…（備Ⅱ16） 

[情報処理室案内]…（備Ⅱ17） 

   [NAC 自学自習システム利用ガイダンス] …（備Ⅱ18） 

 

 

基準Ⅱ-B-2  学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて学習支援を組織的に行っている。 

学科・専攻科の学習成果の獲得に向けて、学習の動機付けに焦点を合わせた学習の方法

や科目の選択のためのガイダンス等を行っている。学生便覧、学習支援のための印刷物等

を発行している。基礎学力が不足する学生に対しては補習授業等を行い、学習上の悩みな

どがあれば相談にのり、適切な指導助言を行う体制を整備している。学習進度の速い学生

や優秀学生に対する学習上の配慮や学習支援も行い、留学生の受け入れ及び留学生の派遣

（短期）も行っている。 

留学生においては、日本の文化や習慣に合わない者もいる。その結果、ドロップアウト

してしまうこととなる。課題としては、入学した留学生をすべて卒業させ、進路を決定す

ることなどがある。学生課の職員や学生支援室の担任を中心に指導をしていくがこれに関

わる委員会を通して対応していきたい。 

 

以下、個別に点検する。 

（１）学習の方法や科目の選択のためのガイダンス等 

自動車工学科、モータースポーツエンジニアリング学科、国際自動車工学科、留学生別

科、専攻科自動車工学専攻、専攻科車体整備専攻、専攻科エコカー整備専攻、すべての課

程において学習成果の獲得に向け、学習の動機付けに焦点を合わせた学習の方法や科目選

択のためのガイダンスを、春学期、秋学期の各はじめに、オリエンテーション期間を設け

て学年ごとに実施している。その概要は以下の通りである。 

                                                 
* NAC：Nakanihon Automotive College （本学の英文表記の略称） 
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１）１年生（留学生を含む） 

春学期は入学直後に、１週間程度のオリエンテーション期間を設け、この中でガイダン

スを行っている。ガイダンスの主な内容は、下記の通りである。 

①各担任の講話  

②履修登録  

③進路説明  

④学生生活についての注意喚起  

⑤欠席に対する諸注意等 

秋学期入学生についても、秋学期はじめにオリエンテーション期間を数日間設け、ガイ

ダンスを行っている。 

 

２）２年生・３年生及び過年度生（留学生を含む） 

学期はじめのガイダンスの主な内容は、下記の通りである。 

①各担任の講話  

②履修登録  

③進路説明  

④学生生活について  

⑤欠席に対する諸注意 

⑥二級自動車整備技術講習について 

 

 さらに、2007(平成 19)年度からは クラスでの共同生活ができる態度の育成などを目指

して、「新入生合宿オリエンテーション」を導入した。詳細は後述(p.93)する。 

 

◆ 参考資料   [2012 年度春学期オリエンテーションについて]…（備Ⅱ9） 

 

（２）学生便覧等、学習支援のための印刷物の発行 

自動車工学科、モータースポーツエンジニアリング学科、国際自動車工学科、留学生別

科、自動車工学専攻、車体整備専攻、エコカー整備専攻、すべての課程において学習成果

の獲得に向け、学生便覧等、学習支援のための印刷物を発行している。これら印刷物は、

入学後のオリエンテーションで各教室にて 教務課職員及び担任により配布され説明され

ている。 

 

（３）学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて、基礎学力が不足する学生に対しての補

習授業等 

１）カリキュラム上の対応 

１年次において、数学力の不足する学生に対して「基礎数学」という科目を設けおり、

入学直後に基礎的な数学の試験を行って対象者を選抜し、指名履修という形で少人数単位

で履修させている。またすべての科目の基本となる日本語力についても不足する学生が増

加しており、これを強化するため 2008（平成 20）年度から「日本語表現法Ⅰ・Ⅱ」を設

けている。 
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２年次では、国家試験合格率向上のために「自動車工学演習Ⅰ・Ⅱ」を設け、二級自動

車整備士資格の取得希望者を主な対象者として実力を強化するための演習を行っている。 

 

２）補習教育 

国家試験合格率を向上させるための組織的な取り組みとして特別教育を実施している。

2 年生秋学期には少人数教育体制で行う秋季実力養成ゼミ、国家試験直前には約４日間の

短期集中型（合宿と通学の両方の形式がある）で行う春季実力養成ゼミをそれぞれ設定し、

模擬試験問題による問題演習と解説を行っている。 

その他普段の教育においては、それぞれの教員が学習成果を判断しながら、各担当科目

の中で必要に応じて補習や補講などを実施している。 

 

３）学習支援センターの設置、学習支援システム（学生個人カルテの作成）の構築と情報

の共有化 

①学習支援センター 

より一層の学習成果、資格取得率の向上を図るため、2011(平成 22)年度から学習支援

センターを設置した。以下に学習支援センターの主な支援内容を示す。 

 

(a) 基礎学力の復習が必要と判断された学生の個人的指導 

(b) 基礎学力の判定 

(c)  基礎科目の学習相談、指導 

(d) 基礎科目の復習、授業での疑問点等の個別相談 

 

②学習支援システム（学生個人カルテの作成）の構築と情報の共有化 

①と併せて、学生の個人カルテ（学生の基礎学力、成績、就職、指導履歴情報などを

記載）を作成し、教職員用のホームページから記入、閲覧できるようにシステムが組ま

れ、これらの情報を全教職員が共有して、学習指導、学生指導にあたっている。 

 

◆ 参考資料 [特別教育実施計画] …（備Ⅱ19） 

       [学習支援センター設立の経緯] …（備Ⅱ20） 

             [学習支援システム（学生個人カルテのフォーム）] …（備Ⅱ10） 

 

（４）学習上の相談や指導助言を行う体制 

担任はクラスゼミナールを担当し、学生の学習上の問題、悩みなどについて、指導助言

に当たっている。また、年に数回個人面談も行っている。専任教員は毎週一定時間オフィ

スアワーの時間を設けることになっており、学生が授業等について個別に相談できるよう

配慮している。 

学生支援室では、学生の諸問題に対し担任や学生課と連絡を密にして対応している。そ

の他、保健室ではカウンセリングの必要な学生のために予約も行っている。 

 

◆ 参考資料  [2012 年度学生支援室組織図] …（備Ⅱ21） 
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（５）進度の速い学生や優秀学生に対する学習上の配慮や学習支援 

現在、基礎学力の低い学生に対する組織的な取り組みは かなり充実したものになってい

るが、進度の速い学生や優秀な学生に対しても、組織的な取り組みの中で学習支援を充実

していく必要がある。 

 

（６）留学生の受け入れ及び留学生の派遣（長期・短期） 

①. 留学生の受け入れ状況 

基礎資料 1 (4) にも触れたように、本学では多くの留学生を受け入れている。過去５年

における留学生の受け入れ状況を表Ⅱ- 1 (1) (2) (3)に示す。ここでは、留学生とは日本の国籍

を有しない者で勉学を目的として来日した者としている。 

国内外で試験を受けて本学に入学する学生のうち、国外入学試験で合格し入学する者が 

 

 

表Ⅱ- 1 学科別の留学生受け入れ数 

 

表Ⅱ- 1(1) 過去５年間の各学科の受け入れ状況 （人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表Ⅱ- 1(2) 過去５年間の留学生別科の受け入れ状況（人） 

 

〔注意〕 

(  )内は前年度秋季の入学生の数で、 

内数である。 

 

 

 

表Ⅱ- 1(3) 過去５年間の専攻科の受け入れ状況（人） 

自動車工学専攻 車体整備専攻 エコカー整備専攻

平成19 0 2
平成20 0 1
平成21 0 0
平成22 0 1
平成23 2 2 1  

 

留学生別科

平成19 37（25）
平成20 74（38）
平成21 79（54）
平成22 30（24）
平成23 41（27）

自動車工学科
モータースポーツエン

ジニアリング学科
国際自動車工学科

平成19 50（6）

平成20 84（20）

平成21 24（11） 1 33

平成22 22（4） 1 32

平成23 13（1） 0 39
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大多数である。最近の傾向は、中国、韓国が減って、ベトナム学生が国外入試での合格者

を半数以上を占めていることにある。これらの学生は、日本の文化や習慣、環境が分から

ないため、本学の寮である敬愛寮に当分の間入寮してもらっている。留学生は寮監をはじ

め、学生部職員や教員の指導のもと少しずつ日本に順応していく。中には環境に順応でき

ない学生や経済的に修学が続けられない学生がいる。そのような留学生は、志半ばで休学

または退学し帰国することとなる。入学した留学生をすべて卒業させ、進路を決定させて

やることが課題となっている。 

 

◆ 参考資料  [留学生数のデータ（年度ごと）] …（備Ⅱ22） 

 

② 留学生の派遣（長期・短期） 

留学生の派遣については、イタリアへ短期留学を行っている。２月中旬から３月中旬ま

での３週間、提携校のあるイタリアのマラネロに短期留学し フェラーリ本社工場や車体専

門工場で、製造実習や整備業務を体験し、フェラーリ車の基本技術を修得する。各学科１

年生を対象に４～５名程度を派遣している。専属の通訳が同行し、宿泊はホームステイを

使っている。 

 また、９月には研修旅行として、上記の地域を中心に 工場・博物館などの見学旅行（約

10 日間）を実施している。 

 

◆ 参考資料   [イタリア短期留学 募集案内]…（備Ⅱ13） 

[イタリア短期研修留学ホームページ  http://www.nakanihon.ac.jp/~italy/] 

 

 

基準Ⅱ-B-3  学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて学生の生活支援を組織的に行って

いる。 

学生の生活支援のための教職員の組織（学生指導、厚生補導等）は整備されている。ま

た、クラブ活動、学園行事、学友会（同窓会）など、学生が主体的に参画する活動が行わ

れるよう支援体制も整備されている。学生食堂の設置等、学生のキャンパス・アメニティ

にも配慮し、宿舎が必要な学生に支援（学生寮、宿舎の斡旋等）を行っている。通学のた

めには通学バスの運行、駐輪場・駐車場の設置等の便宜を図っている。奨学金等、学生へ

の経済的支援のための制度を設けている。学生の健康管理、メンタルヘルスケアやカウン

セリングの体制（予約制）を整えている。学生生活に関して学生の意見や要望の聴取に努

めている。 

留学生の学習（日本語教育等）及び生活を支援する体制も整備されている。長期履修生

の受け入れる体制も整えている。学生の社会的活動（地域活動、地域貢献、ボランティア

活動等）に対して積極的に評価している。 

障がい者の受け入れのための施設を整備するなど、障がい者への支援体制については、

現在、在籍者に障がい者がいないため、今後、該当する場合があれば、整備の検討を行う。 

各クラブ活動において、顧問は学生に親身になり活動援助をしている。しかし、予算や

人員の確保など厳しい状況は毎年続いている。学生生活活性化のためにも今後も忍耐強く
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活動の支援を継続してゆく必要がある。 

この他、本学はアルバイトの紹介もしているが、本学の立地状況からアルバイト先が近

隣には少ない。日本語の不得意な留学生はアルバイトができない場合がある。少しでもア

ルバイトのできるよう多くのアルバイト先を探す必要がある。 

 

以下、いくつかの項目で点検した。 

（１）学生の生活支援のための教職員の組織整備 

本学における学生の生活支援は、教員組織である「学生支援室」と事務組織である「学

生課」とが協力して対応している。留学生も在籍しているため「留学生センター」を設け

生活相談から勉学相談、アルバイト相談、就職相談まで様々な支援をしている。学生部の

人員配置は以下の通りである。 

また、学生生活に関わる重要な事項については学生委員会で審議の上、教授会に提案さ

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-1 学生生活支援のための組織図 

 

（２）クラブ活動、学園行事、学友会など、学生が参画する活動の支援体制整備 

１）クラブ・サークル活動 

本学のクラブ・サークル活動は表Ⅱ-2 に示すように体育系団体、自動車関連のクラブを

含む技術系団体と、文科系団体で構成されている。現況としてはレーシングクラブ、省エ

ネ研究会など、全国レベルで活動を展開しているクラブもあるが、多くは学生連盟などへ

の加入はなく、地域リーグや市民大会への参加出場にとどまっている。しかし、クラブ活

動に参加しているほとんどの学生は、継続的に日常の練習などに励んでおり、クラブ・サ

ークルが、学生の充実した余暇活動の一助となっている。 

野球部は、2009（平成 21）年 6 月に岐阜県軟式野球連盟春季リーグ戦の初代優勝校と

なり、8 月 21 日から 23 日にかけて広島で開催された全日本学生軟式野球連盟主催の全国

大会に出場した。しかし、力及ばず、８－０の結果で一回戦敗退となった。試合には負け

たが、参加した学生たちにとって全国大会に出場できたことは、学生生活の中で非常に大

きな思い出になった。 また、同年秋にも岐阜県軟式野球連盟秋季リーグ戦の初代優勝校

となり、11 月 19 日より関東地区で開催される全日本学生軟式野球連盟主催の全国大会に 

出場した。結果は、力及ばず、一回戦敗退となった。 

学生部長 

 教員（兼務） 学生支援室  教員（兼務）34 名 

留学生センター 教員（兼務）9 名 

学生課 
厚生補導担当  事務職員 2 名 教員（兼務）1 名

就職担当    事務職員 2 名 
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表Ⅱ-2  クラブ・サークル活動する学生数  （人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）学生自治会 

各クラスから委任された代議員の選挙により委員長及び執行委員が選出される。学生

自治会の主な事業は下記の通りである。 

① 学生大会の開催 

② 代議員会の開催  

③ 学生自治会予算の編成  

④ 同予算の執行、管理  

⑤ 大学祭の企画、運営  

⑥ 学校行事 

その他慶弔など諸行事への代表参加があげられる。実質活動期間が１年間なので、継

続的な活動は困難であるが、選出された学生は毎年積極的に行事に参加している。 

大学からの支援としては、学生課が、各クラブ・同好会のリーダー（主将・部長）を

対象にリーダース研修会を開催し、活動についての指導助言を行っている。 

 

◆ 参考資料   [学生自治会 規約] …（提 1）2011(平成 23)年度 学生便覧に掲載( p.93～) 

 

３）大 学 祭 

学生自治会の主催行事として毎年 10 月の土曜日、日曜日を利用して大学祭が開催さ

クラブ名 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

ゴルフ部 9 9 4 3 6

テニス部 4 - - - -

バスケットボール部 10 10 3 - -

フィッシング部 10 10 5 5 3

野球部 9 9 10 16 15

陸上部 2 2 2 1 2

バドミントン部 6 6 - - -

ソフトバレー同好会 - - - 10 -

省エネ研究会 5 5 5 7 9

レーシングクラブ 25 25 22 23 17

レーシングカート部 6 6 - - -

バイク部 10 10 13 13 10

ECO CLUB 1 1 4 3 3

スターリング部 4 4 7 - -

溶接同好会 7 7 8 8 -

吹奏楽部 1 1 1 - -

留学生会 25 25 25 16 16

軽音楽部 7 7 - - -

軽音楽同好会 - - - 6 -

体
育
系

技
術
系

文
化
系
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れている。 

恒例となっている催しは歴代の名車を展示するモーターカーショー、地域スポーツ振

興の一環として行われている少年野球、少年サッカーなどがあげられる。2007（平成

19）年度～2011（平成 23）年度の大学祭の概要を表Ⅱ-3 に示す。 

準備期間や告知期間の短さ、実行委員会を構成する学生の人員不足などにより大学祭

を取り巻く環境は毎年極めて厳しい状況にある。大学の支援体制としては担当部署を学

生課とし、クラブ顧問・一部有志の教職員が 企画段階の助言、会場設営、受付・ゴミ回

収など運営のサポート、また撤去及び原状復帰などを手伝っている。 

 

表Ⅱ-3 大学祭の概要 

日程 テーマ

風輪祭
～風を感じ、風とともに走りぬく。～
NACフェスタ
～Navigate to Aggressive Car World～
EPE NAC FESTIVAL
～Economy Peace Environment～
MCL NAC FESTIVAL
～Most Car Lover～
喜 
～smile for JAPAN～

平成23年度

10月27日（土）、28日（日）

10月25日（土）、26日（日）

10月24日（土）、25日（日）

10月23日（土）、24日（日）

10月22日（土）、23日（日）

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

 

 

主な催しの内容は次の通りである。 

お笑い芸人無料ライブ・ノスタルジックカーショー・NAC ダンスフェスタ・キッズ シ

ョー（キャラクターショー）・模擬店・レーシング部車両デモ走行会・専攻科学生製作

車デモ・少年野球・少年サッカー・大ビンゴ大会・その他 

 

◆ 参考資料   [第 45 回自短祭 喜 パンフレット] …（備Ⅱ23） 

 

（３）学生食堂の設置等、学生のキャンパス・アメニティ 

学生の休息に関する施設・設備、保健室、食堂等の設置状況を表Ⅱ-4 に示す。 

 

表Ⅱ-4 学生の休息施設、保健室、食堂等 

学生の休憩施設 学生ホール 232 席 

保健室 看護師常勤  ベッド 3 床 

食堂 学生ホール 232 席 

自販機 飲料、カップめん、パン、スナック菓子等 

（学内 4 カ所・敬愛寮 1 カ所・第 2 敬愛寮 1 カ所） 

 

（４）宿舎が必要な学生への支援 

学生寮、下宿等の状況は以下の通りである。 
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１）学生寮 

学生寮……第 2 敬愛寮（1 人部屋 50 室） 

留学生寮…学内寮Ａ（1 人用 12 室 12 人収容）・・・平成 23 年度より廃止 

学内寮Ｂ（2 人用 11 室 22 人収容）・・・平成 23 年度より廃止 

敬愛寮北棟（1 人部屋 50 室、2 人部屋 20 室 計 70 室 90 人収容） 

敬愛寮南棟（2 人部屋 30 室 60 人収容） 

     第 2 敬愛寮 （平成 23 年度より留学生女子が一部使用している） 

 

２）下 宿 

大学周辺の下宿（指定寮）の冊子を入学試験合格者に配布し紹介を行っている。斡旋は

行っていない。 

 

◆ 参考資料   [学生寮規程] …（提 1）2011(平成 23)年度 学生便覧に掲載(p.90～)、  

[2011 年度中日本自動車短期大学指定寮案内]…（備Ⅱ24） 

 

（５）通学のための便宜 

１）通学バス・・・外部に委託をし、会員（年間・半期・1 回）専用のバスとして、名鉄

新鵜沼駅～本学間、JR 美濃太田駅～本学間を運行している。 

２）学生駐車場・・・ 355 台収容の学生駐車場を設置している。半径 1km 以遠の通学者

の申請を受け、任意保険加入、交通安全教室出席の確認をした上で許

可証を発行している。 

３）駐輪場・・・約 100 台収容の駐輪場を有している。オートバイ、原動機付自転車は、

自動車と同じく許可制である。（ただし、通学範囲の規制はない。） 

 

（６）奨学金等、学生への経済的支援制度 

学生への経済的支援制度は、日本学生支援機構等の外部奨学金や 本学独自の奨学金の制度

がある。一部制度の趣旨は以下のようで、取得状況は次表以降の通りである。 

 

１）日本学生支援機構 

① 第一種（無利子） 

② 第二種（有利子） 

２）学内奨学生制度 

① １年次奨学生  

② ２年次奨学生  

③ ３年次奨学生 

④ １年次奨学生継続者 

⑤ 専攻科(自動車工学専攻) ２年次奨学生 

⑥ 専攻科１年次奨学生 ・自動車工学専攻・車体整備専攻 

３）外部団体の奨学金 

① （財）瀧川奨学財団奨学金 
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② 日本ライン会奨学金 

③ 学友会奨学金 

④ 教育後援会奨学金 

 

このうち、（財）瀧川奨学財団奨学金は、兵庫トヨタ自動車(株)が設立し、兵庫県出身

の学生で 学業優秀、品行方正、身体強健でありながら、経済的理由により修学困難な者に

受給資格が与えられている。 募集は、学生課が兵庫県出身の学生に直接連絡し、説明を

行っている。給費金額は 17,000 円／月で、採用数は 2 名程度、募集時期は 6 月上旬とな

っている。 

日本ライン会奨学金は、本学の後援会で「日本ライン会」の独自の奨学金制度である。

日本ライン会は自動車メーカーをはじめ、全国の自動車販売会社などによって組織され

(p.56)、「自動車産業界へ送り出す、優秀な技術者の養成に必要な教育・研究に必要な施

設の拡充および環境整備の充実を図り、大学の発展に寄与する。（会則第２条）」の目的の

もと、教育研究施設および学生厚生施設に対する援助制度や奨学金制度を確立している。

この日本ライン会の奨学金制度は、将来自動車産業界で活躍が期待される学生で、生活の

困窮により修学が困難である場合に審査のうえ給費される。募集の際には学生課が掲示を

し、説明会を行っている。給費金額は 200,000 円／年で、採用数は 5 名程度、募集時期は

6 月上旬となっている。 

学友会奨学金は、卒業生と在学生からなる「中日本自動車短期大学 学友会」があり、こ

の会独自の奨学金制度である。この会は、会員相互の親睦を図り、中日本自動車短期大学

の発展に寄与することを目的とし、1980（昭和 55）年 10 月に設立され、以降さまざまな

支援事業を行っている。この学友会奨学金の奨学金制度は、在学生に対して奨学金を給費

するもので、生活の困窮により修学が困難である場合に審査のうえ給費される。募集の際

には学生課が掲示をし、説明会を行っている。給費金額は 100,000 円／年で、採用数は若

干名、募集時期は秋学期となっている。 

教育後援会奨学金は、全在学生の保護者を正会員として構成されている「中日本自動車

短期大学教育後援会」があり、この会独自の奨学金制度である。この会は、大学の教育方

針に則り、大学と保護者の連携を緊密にして在学生の学生生活の充実を図り、大学を後援

してその発展に寄与することを目的に 2001（平成 13）年 4 月に発足した。この会は、「就

職支援」「教学支援」「学生生活の充実」を主要な事業の柱とし、具体的には、自動車産

業・文化見学会、職業適性検査の実施、課外活動への支援、学外著名人による講演会、保

護者と大学教職員との情報交換会である「教育懇談会」の開催、奨学金の支給、卒業懇親

会の開催などで、入学から卒業にいたるまで在学生の短大生活の充実に役立つよう支援事

業を展開している。これらの後援会活動は、大学と密接な連絡をとって進めているが、事

業全体については会則に則り、正会員から成る理事（会長、副会長、監査）及び大学学長

の推薦する理事が計画立案、運営をし、その適正な運営を図るため厳正な会計監査してい

る。事業計画、同報告及び予算は、年二回発行される後援会会報により会員に報告してい

る。 この教育後援会の奨学金制度は、人物が優れ、社会や大学に対し貢献のある者また

は経済的状況が困窮のもので書類審査および面接によって選考される。募集は、クラスゼ

ミナールを通じて担任より連絡している。給費金額は 200,000 円／年で、採用数は 5 名、
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募集時期は 10 月上旬となっている。 

 

１）日本学生支援機構 

① 第一種（無利子）                       （人） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

1年 10 15 9 5 5

2年 17 10 15 14 6

1年 1 2 2

2年 1 2

3年 1

1年 1 0 0

2年 1 0

3年 1

1年 4 1 1 1 3

2年 0 4 2 1 1

2 0 2 5 2

0

専攻科車体整備専攻

専攻科エコカー整備専攻

自動車工学科

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科

国際自動車工学科

専攻科自動車工学専攻

 

〔注意〕 表中の塗りつぶしは開設していないことを表す。 

    

② 第二種（有利子）                       （人） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

1年 40 27 34 26 38

2年 42 44 28 26 31

1年 3 5 4

2年 3 7

3年 3

1年 1 0 0

2年 1 0

3年 0

1年 0 0 1 0 4

2年 0 0 0 1 0

2 2 4 7 7

0

専攻科車体整備専攻

専攻科エコカー整備専攻

自動車工学科

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科

国際自動車工学科

専攻科自動車工学専攻

 

 

２）学内奨学生制度 

① １年次奨学生 （200,000 円／年 授業料減免）        （人） 
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平成19年度入学者 平成20年度入学者 平成21年度入学者 平成22年度入学者 平成23年度入学者

自動車工学科 13 17 5 5 3
モータースポーツエ
ンジニアリング学科 該当者なし 2 該当者なし

国際自動車工学科 該当者なし 該当者なし 該当者なし

 

② ２年次奨学生 《１年次における成績優秀者》（200,000 円／年 授業料減免） （人） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

自動車工学科 6 5 2 3 1
モータースポーツエンジニア
リング学科 2 該当者なし

国際自動車工学科 該当者なし 該当者なし  
 

③ ３年次奨学生《２年次における成績優秀者》（200,000 円／年 授業料減免）（人） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
モータースポーツエンジニア
リング学科 該当者なし

国際自動車工学科 該当者なし

   ※2011（平成 23）年度よりの制度 

 

④ １年次奨学生継続者（200,000 円／年 授業料減免）（人） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

自動車工学科 10 11 8 3

   ※奨学金規程改定により 2011（平成 23）年度に廃止 

 

⑤ 専攻科 ２年次奨学生 （200,000 円／年 授業料減免）（人） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

自動車工学専攻 2 6 3 該当者なし 2
 

 

⑥ 専攻科 １年次奨学生  （200,000 円／年 授業料減免）（人） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

自動車工学専攻 6 3 該当者なし 1 2

車体整備専攻 13 2 該当者なし 該当者なし 該当者なし
 

 

３）本学独自の奨学金 

① （財）瀧川奨学財団奨学金（17,000 円／月 給費）        （人） 
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平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

自動車工学科 1 2 0 1 1

モータースポーツエンジニア

リング学科 - -

国際自動車工学科 - -  
 

② 日本ライン会奨学金（200,000 円／年 給費）           （人） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

自動車工学科 5 5 5 4 3
モータースポーツエンジニア
リング学科 - 1 -

国際自動車工学科 2 - -

専攻科自動車工学専攻 - - -

専攻科車体整備専攻 - - -

専攻科エコカー整備専攻 -  
 

③ 学友会奨学金（200,000 円／年 給費）                           （人） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

自動車工学科 2 1 1 1 -
モータースポーツエンジニア
リング学科 - -

国際自動車工学科 - -  

 

④ 教育後援会奨学金（200,000 円／年 給費）                       （人） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

自動車工学科 10 1 5 4 3
モータースポーツエンジニア
リング学科 - 1 -

国際自動車工学科 - - 1

専攻科自動車工学専攻 - - -

専攻科車体整備専攻 - - 1

専攻科エコカー整備専攻 -

留学生別科 - - -
 

 

◆ 参考資料    [奨学生規程] …（提 1）2011(平成 23)年度 学生便覧に掲載(p.60～) 

[中日本自動車短期大学後援会 日本ライン会 会則] …（備Ⅱ4） 

[中日本自動車短期大学 学友会 会則] …（備Ⅱ25） 

[中日本自動車短期大学 教育後援会 規程] …（備Ⅱ26） 
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（７）健康管理、メンタルヘルスケアやカウンセリングの体制 

学生の健康管理は、保健室が中心となって行っている。毎年 4 月に健康診断を実施し、

診断結果に異常のみられた学生に対して健康教育や生活習慣見直しの指導、帳票管理を行

っている。 

日常の傷病については、学内の保健室で、専従職員が応急処置を施し、重症の場合は校

医・保護者と連絡を取り合いながら、医療機関へ搬送するなど、適切に対応している。 

メンタルヘルスケアの面は、各クラス担任がクラスゼミナールや日常の場面で適宜行う

面談や、保健室での学生相談など、学生の心情や行動の把握に努めている。 

 

（８）学生生活に関して学生の意見や要望の聴取 

クラス担任が毎週一回行うクラスゼミナールで学生の意見や要望を聴取している。また、

担任に相談しづらい内容については、入学時に配布される学生便覧の中で「学長直通 FAX 

について」の項目を設けているのでこちらで対応している。「学長直通 FAX」は学生生活

の中で大学側に要望事項があれば、指定の FAX シートに記入し学長に送ることができる

システムで、返事が必要な場合、学長から指名された部署から電話にて連絡し、要望の内

容を確認し回答している。また、内容によっては、大学内で審議し、その結果を連絡する

ようにしている。 

 

◆ 参考資料    [学長直通 FAX のフォーム]…（提 1）2011(平成 23)年度 学生便覧に掲載

(p.113～) 

 

（９）留学生の学習（日本語教育等）及び生活を支援する体制 

１）留学生の学習（日本語教育等）支援体制 

本学は自動車に関する教育を主として行っているが、言葉に不慣れな留学生には、事前

に日本語教育を専ら行うために「留学生別科」(修業年限 1 年)を設置して、日本語教育の

体制を整えている。授業以外でも「留学生センター」で日本での生活や日本語教育の支援

を行っている。 

 

２）留学生指導体制 

留学生の生活指導については、直接には学生支援室（クラス担任組織）が行っている。

また、学生課・留学生センターからさまざまな情報を発信し支援を行っている。寮に関し

ては留学生専用の寮を設け生活環境も整備している。 

留学生に関わる委員会としては、学生委員会、学生寮委員会がある。 

 

３）留学生に対する授業料減免制度、奨学金制度 

留学生の生活援助等を目的として、授業料減免制度や奨学金制度を実施している。この

ほかに岐阜県国際交流センターや日本学生支援機構などの学外公的奨学制度の活用を積極

的に奨励している。その受給状況は 表Ⅱ-5 の通りである。 

 

 



 H23 
 

 76

表Ⅱ-5 留学生の奨学金等受給状況 

 

表Ⅱ-5 (1) 独立行政法人日本学生支援機構 私費外国人留学生学習奨励費 

  

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

受給者数 月額 受給者数 月額 受給者数 月額 

自動車工学科 18（4） 

48，000 

5（0）

48，000 

3（0） 

48，000 

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科  1（0）  

国際自動車工学科  7（0） 8（2） 

専攻科自動車工学専攻  1（0） 

専攻科車体整備専攻 1（1）  

専攻科ｴｺｶｰ整備専攻   

留学生別科 5（3） 1（0）  

計 24（8） 14（0） 12（2） 

       

   （ ）内は、支給期間が６ヶ月の人数で内数 

 

表Ⅱ-5 (2) 財団法人岐阜県国際交流センター外国人留学生奨学金 

  

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

受給者数 月額 受給者数 月額 受給者数 月額 

自動車工学科  

30，000 30，000 

1 

30，000 

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科   

国際自動車工学科 1 1  

専攻科自動車工学専攻   

専攻科車体整備専攻   

専攻科ｴｺｶｰ整備専攻   

留学生別科   

計 1 1 1 

 

表Ⅱ-5 (3) 本学私費外国人留学生授業料減免 

  

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

受給者数 減免率 受給者数 減免率 受給者数 減免率 

自動車工学科 67 授業料の  

10％-12 名 

30％-56 名  

100％-30 名 

47 授業料の 10％

から 100％の

範囲で規程に

より決定 

34 授業料の 10％

から 100％の

範囲で規程に

より決定 

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科 1 2 2 

国際自動車工学科 30 51 48 

計 98 100 84 
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表Ⅱ-5 (4) 本学私費外国人留学生生活援助金 

  

平成 21 年度 平成 22 年度 

受給者数 年額 受給者数 年額 

自動車工学科 54
他の奨学金を

考慮し最大

300，000 円 

9
他の奨学金を

考慮し最大

300，000 円 

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科 

国際自動車工学科 

計 54 9

       2011(平成 23)年度以降 援助金制度は廃止となった。 

 

◆ 参考資料    [留学生別科 講義要項] …（備Ⅱ27） 

        [留学生センター 設立経緯・活動報告] …（備Ⅱ28） 

[私費外国人留学生授業料減免規程] …（提 1）2011(平成 23)年度 

   学生便覧に掲載(p.54～) 

 

４）留学生に対する学習・生活支援事業 

主な学習・生活支援事業の状況は次の通りである。留学生は、初めて日本へ来る学生が

ほとんどである。本学では留学生の学習支援の一環として、 中日本自動車短期大学独自に

編纂した「自動車整備用語 日中対照ハンドブック」を無料で全員に配布している。数年

前まで、本学に入学する留学生のほとんどが中国出身の学生であったため、日本語・中国

語の対照となっていた。 

最近、ベトナム人留学生の割合が多くなったため、日本語・ベトナム語の対照が不可欠

となってきた。そこで、2012(平成 24)年秋季入学生から対応できるように制作に取り組み

始めた。その他の支援については以下の通りである。 

 

① 毎月一回「留学生ガイダンス」の定期的な実施 

② 外部講師（在日経験の豊かな中国人）による講演会 

③ 海外における保護者との懇談会  

④ 地元地域の国際交流団体の主催するイベントへの参加 

⑤ 留学生を対象とした日本文化見学会（日帰りの研修旅行） 

⑥ 外国語（中国語）による事務窓口応対 

⑦ 日本の生活ルールや習慣、学校生活の注意事項を掲載した「留学生の手引き」（中国語・

ベトナム語併記）を全員に配布 

⑧ 学内で編纂した「自動車整備用語 日中対照ハンドブック」及び「医療用語対照表」

を無料で全員に配布 

⑨ 留学生を対象とした求人企業による学内説明会 

⑩ 交通安全教室 

 

◆ 参考資料     [留学生の手引き] …（備Ⅱ30） 

[自動車整備用語 日中対照ハンドブック(2011 年度増補版)]  中日本
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自動車短期大学 編 …（備Ⅱ31） 

[病気のときの中国語・日本語 医療用語 日中対照表(2008 年度版)] 

中日本自動車短期大学 編 …（備Ⅱ32） 

 

（１０）社会人学生の学習を支援する体制 

社会人学生の学習を支援する体制は整えていない。今後、検討していきたい。 

 

（１１）障がい者の受け入れ・支援体制 

障がい者の受け入れのための施設整備は、学生ホール（学生食堂）へは入出時のスロー

プを設け行っている。しかし、実習施設（実習場等）や一般教育棟、寮などは支援体制を

整えていない。今後、該当する場合があれば、整備の検討を行う必要がある。 

 

（１２）長期履修生を受け入れる体制 

2003（平成 15）年 4 月に長期履修学生規程を施行し受け入れる態勢は整備されている。

しかし、2011（平成 23）年度まで対象者はいない。 

 

◆ 参考資料 [長期履修学生規程] …（提 1）2011(平成 23)年度 学生便覧に掲載(p.57～) 

 

（１３）学生の社会的活動（地域活動、地域貢献、ボランティア活動等） 

学生の社会的活動（地域活動、地域貢献、ボランティア活動等）については、自主性に

任せている。しかし、本学は外国人留学生が数多く在籍しており、留学生同士の互助組織

の必要性があることから、2008（平成 20）年度より「留学生会」を発足させ、その会の

中で対応することとした。 

社会的活動を行った学生に対し、表彰対象とすることができるよう、学生表彰規程を設

けている。 

以下に主な学生の社会的活動の状況を示す。 

１）大学祭における地域との交流 

大学祭の一環として、周辺市町村の少年を対象としたスポーツイベントを学生自治会が

開催し、地域との交流を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：ベトナム学生のサッカーチーム 
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２）留学生と地域の交流 

留学生（主に中国、韓国、マレーシア、ベトナム、スリランカなど）による地域住民と

の交流推進状況について概要を表Ⅱ-6 に示す。交流会には学生を積極的に参加させ、相互

の理解を図っている。 

 

表Ⅱ-6 留学生による地域住民との交流 (2011年度の例) 

実施日 事業名 事業内容 場所 主催者 
参 加 留

学生数 

平成 23 年 5 月 5 日 お楽しみ会 自国の言葉紹介と交流 可児福祉セン

ター 

ヒッポ 11 

平成 23 年 7 月 15 日 日本語弁論大会 

 

日本語弁論を通じての

交流 

中日本自動車

短期大学 

中日本自動車短

期大学 

12 

 

平成 23 年 10 月 22 日 富加わくわく祭り 

 

自国の文化紹介と交流 富加南公民館 

 

富加町国際交流

協会 

4 

 

平成 23 年 10 月 23 日 世界ふれあい広場 

 

自国の文化紹介と交流 富加Ｂ＆Ｇ 

 

富加町国際交流

協会 

6 

 

平成 23 年 10 月 29 日 お楽しみ会 

 

自国の言葉紹介と交流 犬山丸山学習

等供用施設 

ヒッポ 

 

4 

 

平成 23 年 10 月 29 日 岐阜県内外国人留学

生日本語弁論大会 

岐阜県下の各大学の留

学生による弁論大会 

名城大学 可

児キャンパス 

岐阜地域留学生

交流推進協議会

5 

 

平成 23 年 10 月 30 日 世界青年交流会 

 

各国文化紹介と交流 

 

各務原産業会

館 

 

NPO 法人岐阜

県青年のつどい

協議会 

4 

 

平成 23 年 11 月 12,13

日 

美濃加茂産業祭 

 

留学生ブース出店 プラザ中体 

 

美濃加茂国際交

流協会 

20 

 

平成 24 年 1 月 27 日 新春国際交流会 

 

お餅と歌を通じての交

流 

中日本自動車

短期大学 

中日本自動車短

期大学 

13 

 

平成 24 年 2 月 17 日 坂祝中学校ふるさと

体験 

自国の文化紹介と交流 中日本自動車

短期大学 

坂祝中学校 2 

 

 

 

３）ボランティア活動 

学生のボランティア活動の団体登録は、1999（平成 11）年度に坂祝町社会福祉協議会

に提出し現在も継続している。社会福祉協議会からのイベント支援の要請に応じて活動し

ている。 

 

４）献血活動 

献血活動は本学において毎年２回実施している。過去５年間の採血者数を表Ⅱ-7 に示す。 

 



 H23 
 

 80

表Ⅱ-7 採血車の来校による献血活動 （人） 

採血者数 うち400mlの採血者

平成19年度 50 44

平成20年度 51 44

平成21年度 66 65

平成22年度 73 72

平成23年度 72 69  

 

 

基準Ⅱ-B-4  進路支援を行っている。 

就職支援のための教職員（就職担当事務職員、クラス担任）の組織を整備、支援活動を

している。事務棟内の就職情報センターに、ファイリングされた会社案内や求人票等を、

学生に閲覧しやすいよう業種別に設置している。また、後援会「日本ライン会」と共同で

開発した Web ベースで求人情報が入手できる「NACS* 就職支援システム」を構築し、学

生が利用できるよう、同センター内にパソコン１０台を設置している。資格取得や就職試

験対策の支援も行っている。学科・専攻ごとに卒業時の就職状況を分析・検討し、その結

果を学生の就職支援に活用している。進学、留学に対する支援も行っている。 

以下、分けて検討した。 

 

（１）就職支援のための教職員の組織と活動 

１）組織と体制 

本学の就職支援は 図Ⅱ-1 (p. 67)に示したように、事務組織である「学生課就職担当」

と教員組織の「学生支援室」が協力して行っている。就職担当は企業との情報交換及び連

絡、求人開拓、学生と企業の仲介、就職指導に関する企画と実施、窓口業務など就職に関

わる全般を担当している。学生支援室のクラス担任は、クラスゼミナールを通じて、クラ

ス全体及び個別学生の就職活動や進路に関するアドバイスを行っている。また就職に関わ

る重要な事項は就職委員会で審議し、教授会に提案される。 

 

２）活動状況 

① クラスゼミナールでの指導 

クラスゼミナールは各学科、専攻のクラスごとに週 1 回行われている。特に就職活動の

指導については、１年生を対象に６月から１月にかけて実施している。また、本学は「キ

ャリアデザインⅠ・Ⅱ」の授業の中でキャリア教育（望ましい職業観・勤労観及び職業

に関する知識や技能を身につけさせるとともに、自己の個性を理解し、主体的に進路

を選択する能力・態度を育てる教育）も行っている。 

② 産業見学会 

                                                 
* NACS: Nakanihon Automotive College Shushoku-shien 
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将来の就職先のイメージ作りと意識付けのため、毎年、１年生を対象に希望者を募り、

3 グループに分かれて見学会を実施している。2011(平成 23)年度は 9 月 16 日に以下の通

り実施した。 

 

 見学先 参加人数 

Ａ 名古屋トヨペット㈱、いすゞ自動車東海北陸㈱ 16 

Ｂ トヨタＬ＆Ｆ中部㈱、名古屋スバル自動車㈱ 16 

Ｃ 
㈱ホワイトハウス（オートプラネット名古屋）、 

マルマテクニカ㈱ 
16 

 

③ 産業講座 

後援会である日本ライン会と協力し１年生を対象に産業講座を実施している。10 月の

「産業講座 A」と称する講座では、自動車メーカー7 社による各社の戦略、系列ディーラ

ーの教育体制等に関する講演を行っている。また、「産業講座 B」(11 月に開催)では、自

動車ディーラーを中心に、日本ライン会会員企業約 140 社による説明会（個別面談方式の

説明会）を学内で実施している。 

2010(平成 22)年度の産業講座 A*では以下の自動車メーカーに講演をいただいた。 

 

*トヨタ自動車株式会社   *本田技研工業株式会社 

*スズキ株式会社   *マツダ株式会社 

*日野自動車株式会社   *ＵＤトラックス株式会社 

*いすゞ自動車株式会社 

④ 企業訪問 

主に就職担当が 企業の採用状況のヒアリング、内定の御礼、追加求人の依頼等のため、

訪問している。訪問先の数は約 250 社となる。 

⑤ その他 

就職試験対策として、随時、個別に面接練習や、履歴書・エントリーシートの記入方法

の指導を実施している。また、筆記試験のためのドリルを作成し、小テストや対策ゼミを

実施している。 

 

◆ 参考資料  [日本ライン会会員名簿 2011(平成 23)年（中日本自動車短期大学後援会）] 

…（備Ⅱ32） 

       [産業講座 B ガイドブック 2011 年度] …（備Ⅱ33） 

 

（２）就職支援室等の整備と学生の就職支援 

 学生への就職情報は、前述したとおり就職情報センター及び「NACS 就職支援システム」

にて提供している。その概要を表Ⅱ-8 に示す。また求人状況によっては就職担当職員やク 

                                                 
* 2011(平成 23)年度は、台風接近のため休校となり、2 日目が中止となった。 
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表Ⅱ-8 就職資料室及び就職情報の提供 

 

ラス担任から直接学生に電話するなどの情報提供も行っている。 

学生には、本学オリジナルの「進路の手引」を配布し、その中で「就職指導の内規」と

して、次のように掲げ学生の就職支援をしている。 

 

               「就職指導の内規」 

 

本学の学生に対する就職指導は、あくまで厚生補導の一環として行なうものである。すなわ

ち求職に対する学生の自発的活動を大学が側面から援助促進するものである。したがってこ

の内規は上記の趣旨を生かし、学生の就職指導を円滑かつ公正に行なうことを目的として定

めたものである。 

1.大学は、学生の提出した求職票に従って就職指導を行なう。したがって所定の求職登録を

行なわない学生については、就職斡旋などの指導を原則として行なわない。 

2.求職票の記載事項及び就職に関するすべての事項について、変更する場合はすみやかに

学生課まで届け出ること。 

3.就職を希望する学生は、クラスゼミ及び学内で行なう就職関係の行事に積極的に参加し

なければならない。 

4.大学は採用試験に際して学生の申し出に従って、紹介状を発行する。 

5.採用試験のため授業を欠席しなければならない事態が生じた場合、正規の手続きを経て、

受験する学生に限り公欠扱いとすることができる。 

6.就職試験の選考結果について、採用・不採用にかかわらず、クラス担任まで報告する事。尚、

採用内定を受け入社承諾をした学生は、すみやかに所定の進路決定報告書を大学に提出

しなければならない。 

7.就職の連絡事項は、すべて専用の掲示板を通じて行なうことを原則とするので、学生は自

分の不利益にならないよう注意し、行動すること。 

附則 企業に対し、学長推薦状（紹介状を含む）あるいは承諾書（契約書）のいずれか一方

でも提出した場合は、その企業に赴任・勤務を原則とする。 

以上、上記の内規に対し、遵守しなかった学生は、推薦又は内定先を取り消す事がある。 

 

これを基に就職活動の進め方を 5 つのステップに分けて時期を逃さないように活動でき

るよう指導している。 

STEP 1  就職に対しての心構えを持つ。 

STEP 2  就職活動の準備をする。希望業種・職種の絞込み 

STEP 3  企業の接触を始める。 

 施設・機能の内容 

就職情報センター 
求人申込み票の掲示、過去の求人企業情報のファイル（約 3200

冊） インターネット専用パソコン（10 台）設置など 

NACS 就職支援システム 求人情報の検索、短大からの情報、企業からの情報配信など 
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STEP 4  入社試験 

STEP 5  内定 

 

課題としては、就職や進学を希望する学生が、時期が来てもその心構えができていなか

ったり、希望業種・職種の絞込みの迷いがあったりさまざまである。就職支援センター等

の整備や学生の就職支援をしっかり整えても、すべての学生が前向きに活動することがで

きないことが課題である。 

 

◆ 参考資料    [進路の手引（2012（平成 24）年 3 月卒業予定者用）] …（備Ⅱ34） 

 

（３）就職のための資格取得、就職試験対策等の支援 

本学は自動車整備士の養成を教育の主目的としている。自動車整備士資格の取得は大多

数の学生の目標と合致するので教育の最重点目標として取り組んでおり、全学科において

二級整備士合格率 90 ％以上を目標として国家資格対策委員会を設置し、補習計画の推進

により登録試験に対応できるよう実力強化を図っている。 （資格取得の制度は、p.33 に

述べた通りである。） 

また専攻科自動車工学専攻では一級自動車整備士資格の取得を、専攻科車体整備専攻で

は自動車車体整備士の資格取得を目指している。 

 

資格取得の支援としてⅡ-Ｂ-2（3）(p.64)で述べたように、秋季実力養成ゼミや春季実力

養成ゼミなどの補習教育を 対策を毎年見直しながら実施しているが、目標を達成できない

年度があり、大きな課題である。 

 

整備士資格取得状況（合格率）を表Ⅱ-9 に示す。 

 

表Ⅱ-9  自動車整備士登録試験合格率（％） 

  平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

二級ガソリン  91.1 96.7 75.2 91.6 73.9 

二級ジーゼル 77.0 93.8 69.8 79.1 70.7 

自動車車体 100.0 97.6 100.0 100.0 100.0 

一級小型自動車 100.0 85.7 88.9 100.0 100.0 

 

整備士資格取得の合格者数などの詳細を表Ⅱ-10(1)～(4) に示す。 

 

表Ⅱ-10(1) 二級ガソリン自動車整備士登録試験合格率 

年度 申請者数（人） 受験者数（人） 合格者数（人） 合格率（％） 

平成 21 251 238 179 75.2 

平成 22 141 131 120 91.6 

平成 23 190 180 133 73.9 
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表Ⅱ-10(2) 二級ジーゼル自動車整備士登録試験合格率 

年度 申請者数（人） 受験者数（人） 合格者数（人） 合格率（％） 

平成 21 217 189 132 69.8 

平成 22 123 110 87 79.1 

平成 23 150 140 99 70.7 

 

表Ⅱ-10(3) 自動車車体整備士登録試験合格率 

年度 申請者数（人） 受験者数（人） 合格者数（人） 合格率（％） 

平成 21 33 32 32 100 

平成 22 40 38 38 100 

平成 23 30 30 30 100 

 

表Ⅱ-10(4) 一級小型自動車整備士登録試験合格率 

年度 申請者数（人） 受験者数（人） 合格者数（人） 合格率（％） 

平成 21 9 9 8 88.9 

平成 22 7 7 7 100 

平成 23 9 9 9 100 

 

 

整備士資格取得のプロセスとして、実技試験免除のための二級自動車整備技術講習を学

生は受講する。本科 2 年生向けには秋学期の土曜日や冬季･春季の休暇を使って実施され、

最後に修了試験が実施される。二級自動車整備技術講習の修了率を表Ⅱ-10(5)に示し、自

動車車体整備技術講習（春期休暇時開講）の修了率の状況を表Ⅱ-10(6)に示す。 

 

表Ⅱ-10(5) 二級自動車整備技術講習（実技試験免除）の修了率 

年度 

二級ジーゼル講習 二級ガソリン講習 

受講者数

（人） 

修了者数 

（人） 

修了率 

（％） 

受講者数

（人） 

修了者数

（人） 

修了率 

（％） 

平成 21 239 186 77.8 252 237 94.0 

平成 22 143 110 76.9 141 131 92.9 

平成 23 178 137 77.0 190 176 92.6 

 

表Ⅱ-10(6) 自動車車体整備技術講習（実技試験免除）の修了率 

年度 受講者数（人） 修了者数（人） 修了率（％） 

平成 21 34 32 94.1 

平成 22 40 38 95.0 

平成 23 30 30 100 
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このほか希望者を対象に、ガス溶接技能講習、有機溶剤作業主任者技能講習、中古自動

車査定士検定講習、低圧電気取扱特別教育講習等を開催しそれぞれ資格の取得を奨励して

いる。これら職業資格の取得状況を表Ⅱ-11 に示す。 

 

表Ⅱ-11  職業資格の修了・合格率  （％） 

  平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

ガス溶接技能講習修了率 94.2 88.3 88.2 93.4 96.4 

有機溶剤作業主任者技能講習修了率 82.7 74.1 76.4 87.2 73.0 

中古自動車査定士技能検定試験合格率 75.8 76.8 72.9 76.5 72.0 

低圧電気取扱特別教育講習合格率 100.0 98.8 100.0 100.0 100.0 

 

 

直近の 3 年についての詳細を表Ⅱ-12(1)～(4) に示す。 

 

Ⅱ-12(1) ガス溶接技能講習合格率（修了率） 

年度 申請者数（人） 受験者数（人） 合格者数（人） 合格率（％） 

平成 21 126 110 97 88.2 

平成 22 136 121 113 93.4 

平成 23 95 84 81 96.4 

 

Ⅱ-12 (2) 有機溶剤作業主任者技能講習合格率（修了率） 

年度 申請者数（人） 受験者数（人） 合格者数（人） 合格率（％） 

平成 21 131 106 81 76.4 

平成 22 133 117 102 87.2 

平成 23 96 74 54 73.0 

 

Ⅱ-12(3) 中古自動車査定士技能検定試験合格率 

年度 申請者数（人） 受験者数（人） 合格者数（人） 合格率（％） 

平成 21 183 166 121 72.9 

平成 22 137 132 101 76.5 

平成 23 153 143 103 72.0 

 

Ⅱ-12(4) 低圧電気取扱特別教育講習合格率（修了率） 

年度 申請者数（人） 受験者数（人） 合格者数（人） 合格率（％） 

平成 21 132 125 125 100 

平成 22 124 124 124 100 

平成 23 123 118 118 100 
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◆ 参考資料   [国家資格対策委員会の活動 (2011 年度国家資格対策委員会議事録)] 

…（備Ⅰ2） 

 

（４）学科・専攻ごとの就職状況 

表Ⅱ-13 に学科・専攻ごとの卒業者数に対する求職者数、就職者数、非求職者数による

就職決定状況を示す。表中の（d）非求職者の内訳は、進学希望者、大学の就職斡旋を不

要とする者、アルバイトなど一時的な仕事に就く者などである。 

 

 

表Ⅱ-13 (1) 自動車工学科の就職決定状況 

  平成 22 年 3 月卒業者 平成 23 年 3 月卒業者 平成 24 年 3 月卒業者

（a）卒業生数 267 人 145 人 157 人 

（b）求職者数（割合（b）／（a）） 147 人（55.1％） 76 人（52.4％） 89 人（56.7％） 

（c）就職者数（割合（c）／（b）） 131 人（89.1％） 73 人（96.1％） 84 人（94.4％） 

（d）非求職者

数 

進学 69 人 49 人 46 人 

その他 51 人 20 人 22 人 

 

 

表Ⅱ-13 (2) モータースポーツエンジニアリング学科の就職決定状況 

  平成 22 年 3 月卒業者 平成 23 年 3 月卒業者 平成 24 年 3 月卒業者

（a）卒業生数     20 人 

（b）求職者数（割合（b）／（a））     11 人（55.0％） 

（c）就職者数（割合（c）／（b））     11 人（100％） 

（d）非求職者

数 

進学      6 人 

その他      3 人 

          網掛け部は，当該年度の卒業生がいないことを表す。 

 

 

表Ⅱ-13 (3) 国際自動車工学科の就職決定状況 

  平成 22 年 3 月卒業者 平成 23 年 3 月卒業者 平成 24 年 3 月卒業者

（a）卒業生数    14 人 

（b）求職者数（割合（b）／（a））     5 人（35.7％） 

（c）就職者数（割合（c）／（b））      5 人（100％） 

（d）非求職者

数 

進学      3 人 

その他      6 人 
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表Ⅱ-13 (4) 専攻科自動車工学専攻の就職決定状況 

  平成 22 年 3 月卒業者 平成 23 年 3 月卒業者 平成 24 年 3 月卒業者

（a）卒業生数 10 人 7 人 9 人 

（b）求職者数（割合（b）／（a）） 10 人（100％） 7 人（100％） 9 人（100％） 

（c）就職者数（割合（c）／（b）） 10 人（100％） 7 人（100％） 9 人（100％） 

（d）非求職者

数 

進学 0 0 0 

その他 0 0 0 

 

表Ⅱ-13 (5) 専攻科車体整備専攻の就職決定状況 

  平成 22 年 3 月卒業者 平成 23 年 3 月卒業者 平成 24 年 3 月卒業者

（a）卒業生数 34 人 45 人 30 人 

（b）求職者数（割合（b）／（a）） 28 人（82.4％） 38 人（84.4％） 26 人（86.7％） 

（c）就職者数（割合（c）／（b）） 28 人（100％） 36 人（94.7％） 26 人（100％） 

（d）非求職者

数 

進学 1 人 2 人 1 人 

その他 5 人 5 人 3 人 

 

表Ⅱ-13 (6) 専攻科エコカー整備専攻の就職決定状況 

  平成 22 年 3 月卒業者 平成 23 年 3 月卒業者 平成 24 年 3 月卒業者

（a）卒業生数     1 人 

（b）求職者数（割合（b）／（a））     1 人（100％） 

（c）就職者数（割合（c）／（b））     1 人（100％） 

（d）非求職者

数 

進学     0 

その他     0 

 

2011（平成 23）年 3 月の卒業者（自動車工学科、モータースポーツエンジニアリング

学科、国際自動車工学科、専攻科自動車工学専攻、専攻科車体整備専攻、専攻科エコカー

整備専攻）累計での進路決定率は 96.5％となった。進路決定率としては、高い数字ではあ

るが、表Ⅱ-13(1)～(6)の「（d）非求職者数 その他」の数の削減が今後の課題である。 

 

表Ⅱ-14 に学科・専攻ごとの「日本標準産業分類」による業種別の就職決定状況を示す。

自動車ディーラー他卸売・小売業が 就職先として すべての学科・専攻において高い割合

となっており本学の特色を表している結果となった。この結果は「キャリアデザインⅡ」

の授業やクラスゼミナール等で説明し、学生の就職支援に活用している。 
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表Ⅱ-14 (1) 自動車工学科の就職決定状況 

分   類 

平成 22 年 3 月卒業者 平成 23 年 3 月卒業者 平成 24 年 3 月卒業者

決定人数 割合（％） 決定人数 割合（％） 決定人数 割合（％）

自動車ディーラー他

卸売・小売業 
109 83.2 61 83.3 75 89.3

建 設 業 0 0 0 0 0 0

製 造 業 4 3.1 2 2.78 4 4.8

運輸・通信業 0 0 2 2.78 1 1.2

金融・保険業 2 1.5 0 0 1 1.2

サービス業 15 11.5 8 11.1 3 3.6

公 務 員 1 0.8 0 0 0 0

上記以外のもの 0 0 0 0 0 0

合   計 131 100 73 100 84 100

 

 

表Ⅱ-14 (2) モータースポーツエンジニアリング学科の就職決定状況 

分   類 

平成 22 年 3 月卒業者 平成 23 年 3 月卒業者 平成 24 年 3 月卒業者

決定人数 割合（％） 決定人数 割合（％） 決定人数 割合（％）

自動車ディーラー他

卸売・小売業 
       6 54.5

建 設 業          0 0

製 造 業         0 0

運輸・通信業         0 0

金融・保険業         0 0

サービス業         5 45.5

公 務 員         0 0

上記以外のもの         0 0

合   計         11 100

 

〔注意〕分類は「日本標準産業分類」による。 

1)「自動車ディーラーほか卸売・小売業」には、メーカー系ディーラーのほか、自動車販売業、建

設機械販売業、自動車整備機器販売業、石油販売業、カー用品店、カーオークション業などが含

まれる。 

2)「金融・保険業」には損害保険調査会社、証券会社、金融機関などが含まれる。 

3)「サービス業」には自動車整備業、自動車・建設機械レンタル業、メーカー子会社の開発専門会

社、設計・技術請負業、人材派遣業、農協、各種団体などが含まれる。 
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表Ⅱ-14 (3) 国際自動車工学科の就職決定状況 

分   類 

平成 22 年 3 月卒業者 平成 23 年 3 月卒業者 平成 24 年 3 月卒業者

決定人数 割合（％） 決定人数 割合（％） 決定人数 割合（％）

自動車ディーラー他

卸売・小売業 
       4 80

建 設 業          0 0

製 造 業         1 20

運輸・通信業         0 0

金融・保険業         0 0

サービス業         0 0

公 務 員         0 0

上記以外のもの         0 0

合   計         5 100

 

 

表Ⅱ-14 (4) 専攻科自動車工学専攻の就職決定状況 

分   類 

平成 22 年 3 月卒業者 平成 23 年 3 月卒業者 平成 24 年 3 月卒業者

決定人数 割合（％） 決定人数 割合（％） 決定人数 割合（％）

自動車ディーラー他

卸売・小売業 
7 70 6 85.7 9 100

建 設 業 0 0 0 0 0 0

製 造 業 0 0 0 0 0 0

運輸・通信業 1 10 0 0 0 0

金融・保険業 0 0 0 0 0 0

サービス業 2 20 1 14.3 0 0

公 務 員 0 0 0 0 0 0

上記以外のもの 0 0 0 0 0 0

合   計 10 100 7 100 9 100

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：実習場 
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表Ⅱ-14 (5) 専攻科車体整備専攻の就職決定状況 

分   類 

平成 22 年 3 月卒業者 平成 23 年 3 月卒業者 平成 24 年 3 月卒業者

決定人数 割合（％） 決定人数 割合（％） 決定人数 割合（％）

自動車ディーラー他

卸売・小売業 
20 71.4 28 77.8 15 57.7

建 設 業 0 0 0 0 0 0

製 造 業 0 0 1 2.8 1 3.8

運輸・通信業 0 0 0 0 0 0

金融・保険業 4 14.3 2 5.6 2 7.7

サービス業 4 14.3 5 13.9 8 30.8

公 務 員 0 0 0 0 0 0

上記以外のもの 0 0 0 0 0 0

合   計 28 100 36 100 26 100

 

 

表Ⅱ-14 (6) 専攻科エコカー整備専攻の就職決定状況 

分   類 

平成 22 年 3 月卒業者 平成 23 年 3 月卒業者 平成 24 年 3 月卒業者

決定人数 割合（％） 決定人数 割合（％） 決定人数 割合（％）

自動車ディーラー他

卸売・小売業 
        1 100

建 設 業         0 0

製 造 業         0 0

運輸・通信業         0 0

金融・保険業         0 0

サービス業         0 0

公 務 員         0 0

上記以外のもの         0 0

合   計         1 100

 

本学卒業者が最も多く進路を決定しているのは自動車ディーラー他卸売・小売業である。

地元のほとんどの企業が 中日本自動車短期大学後援会（約 170 社からなる日本ライン会

の各企業、p.56, 71 参照）に属している。本学卒業者の進路決定状況はこれら企業の発展

に依存している。 

本学入学者の多くは、東海三県（愛知、岐阜、三重）の出身者であるが、中には北海道

や秋田県、富山県、石川県、滋賀県、兵庫県、岡山県、長崎県、大分県、沖縄県などと少

数ではあるが全国各地から入学している。地元に帰り就職したい者もいるため、入学者の

出身地を把握し 早い時期に就職先企業を調査し訪問する等の求人開拓が課題である。 
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基準Ⅱ-B-5  入学者受け入れの方針を受験生に対して明確に示している。 

アドミッションポリシー（AP）は、募集要項及び本学ホームページに掲載しており、広

く受験生に明示している。広報活動や入試事務の体制を整備し、受験の問い合わせなどに

対しては適切に対応している。入学手続者に対し入学までに授業や学生生活についての情

報を提供し、入学者に対しては学習、学生生活のためのオリエンテーション等を行ってい

る。 

（１）入学者受け入れ方針の明確化 

アドミッションポリシー（AP）は、基準Ⅱ-A-3 に述べたとおり、2009（平成 21）年度

の改組転換の際に構築され、一部内容の見直しが行われ 現在に至っている。 

2010（平成 22）年度生 までの募集要項には、アドミッションポリシーは掲載されてい

なかったが、2011（平成 23）年度生 以降の募集要項及びホームページには掲載しており、

受験生に対して明示している。 

 

（２）受験の問い合わせなどに対する対応 

入学試験*に関することから入学までの問い合わせに対しては、広報部入試事務室及び広

報課にて適宜、適切に対応している。 

 

（３）広報又は入試事務の体制 

広報活動については、広報部が担当部署となっており、その下に広報課、渉外室、入試

事務室を組織している。広報課は学生募集全般の企画立案、入学案内等の作成、オープン

キャンパス等のイベントの企画立案の業務を行っている。渉外室は、高等学校、日本語学

校、通信高校サポート校の訪問活動の実施を主に行っている。 

このように、広報活動は、担当部署である広報部を中心として行っているが、学生募集

が厳しい状況の中、高校訪問や各種イベント等に教職員全体で取り組んでいる。入試事務

室は、翌年度の入学試験の立案、募集要項の作成、試験問題の作成、入試会場の手配、入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-２ 広報及び入試事務のための組織図 

                                                 
* 以後、「入学試験」「入試」と用語が混同されるが、制度・組織名などで「入試」が定着

していることによる。 

広報部長 

 教員（兼務） 
渉外室  教員（兼務）６名 

入試事務室 教員（兼務）７名  

事務職員１名（広報課と兼務） 

広報課   事務職員３名 
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試担当者の手配等、入試事務全般を担当している。広報部の人員配置は 図Ⅱ-２の通りで

あり、広報及び入試事務の体制は整備されている。 

 

留学生の募集は、 

① 日本国内の日本語学校に対しての募集 

② 中国、ベトナムを中心とした、国外での募集 

に分けられており、 ①については、本学の広報部や国際自動車工学科の教員が中心となり、

日本語学校訪問や留学生対象のキャンパス見学会を実施している。 ②の国外募集は、学園

本部が中国に設置している上海事務所と学園本部広報部が中心となり募集活動を行ってい

る。上海事務所は、中国国内の本学との協定校（13 校）への広報活動及び新規協定校の開

拓の他、在籍する留学生の情報を親や出身校に提供するなどし、情報の共有化を図ってい

る。ベトナムに関しては、学園本部の広報部が本学の提携先である ITM 日本語センター

（ハノイ）と連携を取りながら、募集を行っている。 

 

◆参考資料  [海外留学生に向けた印刷物]  …（備Ⅱ35） 

 

（４）多様な選抜方法と公正かつ正確な入学試験 

入学者の選抜方法には、面接、調査書にて選抜する推薦入学試験、社会人入学試験、及

び学力検査にて選抜する一般入学試験、奨学生入学試験及び留学生入学試験など多様な方

法を取り入れており、すべての入学試験の選抜方法・入試日程などは学生募集要項に記し

た内容で正確に実施している。具体的には以下のような手続きを経て実施している。 

１） 入学試験の流れ 

①推薦入試 

各推薦入試の推薦基準に基づき入学試験を行っている。試験科目は面接であるが、基準

Ⅱ-A-3 で述べたように出願前に開催するオープンキャンパスにおいて AO 登録した者につ

いては原則面接を免除している。 

願書の受付は、入試事務室担当職員がチェックし、必要書類が整っているか、受験料が

入金されているか、記入漏れがないかを確認後、願書受理簿の作成と受験者データの入力

を行い、さらに入試委員が再チェックしている。AO 登録者の確認は、AO 登録者データ（AO

登録用紙に記入）と照合して行っている。 

試験は、入試委員会で試験実施要領を準備し、各会場の試験担当者（１会場２人以上）

と最終調整を行い実施する。試験終了後、試験担当者は、原簿に試験結果を記入する。そ

の後、入試委員会を開催し、試験結果及び出願書類をもとに合否について審議する。教授

会に合否判定の審議結果を諮り合否を決定する。合否結果は速達・配達記録郵便にて本人

宛に郵送している。 

②一般入試 

一般入学試験の出願基準に基づき、一般入学試験を行っている。試験科目は数学、国語

又は英語のうち、１科目を選択する。出題及び採点は、２人１組で行っている。出願手続

き・願書の受付・合否判定等は推薦入試と基本的に同じ手順で行っている。 

③その他の入試 
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各入学試験（社会人入学試験、奨学生入学試験、留学生入学試験など）の出願基準、試

験科目は募集要項に基づき試験を行っている。出願手続き・願書の受付・合否判定等は推

薦入試と基本的に同じ手順で行っている。 

 

（５） 入学手続者に対する情報提供 

 入学手続き者に対しては、以下の通り情報提供を行っている。 

１）入学前教育として全入学手続者に対して、勉学に対する動機の維持及び基礎学力の向

上を図るため、「入学前課題」を郵送し、事前に基礎的な分野について学習させてい

る（入学式当日回収）。 

２）遠隔地の入学予定者に対しては学生寮及び指定寮の冊子を郵送している。 

３）入学式をはじめとする連絡事項（教科書及び実習服等の必要経費）、服装等について、

３月上旬に郵送している。 

 

（６）入学者に対しての学習、学生生活のためのオリエンテーション等の実施 

教務部、学生部及び学生支援室（クラス担任）などの関係部署が協力して、入学者に対

し学習や学生生活、科目選択のためのオリエンテーションを実施している。主な内容は以

下の通りである。 

① オリエンテーションの日程説明 

② クラス担任による講話（学生生活、修学姿勢、マナー等の指導） 

③ 学則の説明及び学生生活・科目履修等に関する諸規程の説明と諸手続きの説明 

④ 各種連絡（教科書・物品販売、健康診断、写真撮影、ガス溶接講習・有機溶剤 

講習等） 

⑤ 学内の施設と利用法の説明（保健室、図書館、クラブ等） 

⑥ 交通安全教室 

⑦ 基礎学力試験（数学） 

⑧ 留学生向け特別ガイダンス（外国人登録、国民健康保険、学費減免、日本のエチケ

ット・ルール、アルバイト、交通ルール・自家用車使用など）留学生活全般に関す

る注意事項 

 

オリエンテーションの実施方法は 2007(平成 19)年度以降大きく変更した。2006(平成 18)

度までは入学直後の４日間において実施してきたが、ガイダンスの内容を十分に理解でき

るよう 2007(平成 19)年度からは「新入生合宿オリエンテーション」を導入して行ってい

る。具体的には１泊２日の合宿と、合宿の前後に設けた２日間のオリエンテーションの合

計４日間を通して各種ガイダンスを行うこととした。 

新入生合宿オリエンテーションは、本科 3 学科及び留学生別科を対象に、 

① 大学生活を送るための集団生活における規律や望ましい共同生活のできる態度の育成 

② 自分らしい生き方「本当の自分の生活を考える」について考え、前向きに生きる心の育成 

を目的として実施している。狙いとしては、 

① 学生と教員（担任）との距離を縮め、クラス内の交流を深める 

② 挨拶・身だしなみ・言葉遣い・美化・喫煙マナー等について大いに話し合い大学生活の
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中で、人間性を身につけ「明るく元気で礼儀正しい」学生の育成を目指す 

③ 授業に集中する学習習慣を身につけさせて学力的に多様化した学生一人一人の学力の向

上を目指し基本的事項を定着させる 

ことである。具体的には、クラス担任の指導により、グループ研修や個人面談等を取り入れ

て友人との人間関係、クラスの連帯感の構築、修学姿勢の指導にも重点を置きながら各種

ガイダンスを行っている。 

 

学習や科目選択のためのガイダンスは春学期・秋学期の２回、オリエンテーション期間

を設けて学年ごとに実施している。(p.62 も参照) 

その概要は以下の通りである。 

１）１年生（留学生を含む） 

春学期は前述のように入学直後のオリエンテーション期間の中で行っている。秋学期の

ガイダンスでは、各担任の講話、履修登録、進路説明、学生生活についての注意喚起、欠

席に対する諸注意等を行っている。 

２）２年生及び過年度生（留学生を含む） 

ガイダンスの内容は、各担任の講話、履修登録、進路説明、学生生活について、欠席に

対する諸注意、二級自動車整備技術講習や取得できる各資格について指導している。 

 

◆参考資料  [2012 年度生 入学者 2 次案内、 同 入学者 3 次案内] … （備Ⅱ7） 

              [2012 年度春学期オリエンテーションについて] …（備Ⅱ10） 

        [平成 24 年度新入生合宿オリエンテーションの目的と狙い] 

【本科 3 学科用】…（備Ⅱ36）、 【別科用】…（備Ⅱ37） 

 

 

◇ 基準Ⅱについての特記事項 

 

 特にありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：1 号館・ 

3 号館
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【基準Ⅲ 教育資源と財的資源】 

教育資源について 

人的資源、技術的資源は教育課程編成・実施の方針に基づいて学習成果を獲得させ 

るために適切に整備され、これらを有効に活用して、教育効果を高める努力が払われ 

ている。物的資源については、校地、校舎、施設設備等、設置基準を充分満たしてい 

る。管理面においては、各種規程に基づき管理・維持している。 

財的資源について 

財的資源については、募集状況の急激な減少に対処するため、2009(平成 21)年度に改

組転換を行ったが、本学の財務状況は、過去３年間支出超過である。 

財務状況の改善のため、第４次中期経営計画（平成 21 年度～25 年度の 5 カ年

計画）を 2009(平成 21)年８月に学園本部に提案したが、学生数が計画より下回っ

たため、再度、見直しを行い 2011(平成 23)年９月に平成 23 年度～27 年度の経営計

画を提案した。現在、上記経営計画の更なる見直しを行い、平成 24 年度～28 年度の経

営計画を 2012(平成 24)年 11 月までに立案することにしている。この第４次経営計画の

見直しにあたって、本学の強み・弱みの分析及び将来像を検討して、それを基に、具体

的な学納金計画、人事計画、キャンパス整備計画、遊休資産処分についての計画を学園

本部とともに立案する。学生募集対策については、広報部および広報委員会を中心に改

善計画を策定している。また、学園本部と連携をとり、海外募集や遠方からの募集強化

を図っている 

 

以下に課題を示す。 

教育資源（物的資源） 

 ・学生数の減少による教育棟、実習棟の効率的な活用方法を検討する。 

・地震や防犯対策の諸規程が未整備であり早急に整備を行う。また、防災に関する訓

練を 2012(平成 24)年度中に実施する。省エネルギーのための設備導入や地球環境保

全の対応を設備更新時に検討する。 

財的資源 

・定員充足率の向上と教育の質を落とす事なく収支状況の改善を図る計画立案と計画

の実現化及び全教職員に経営の現状と将来計画について説明を行い、危機意識の共

有化を図ることが必要である。 

 

 

［テーマ］ 

基準Ⅲ-A 人的資源 

教育課程編成・実施の方針に基づいて教員組織の整備、教育・研究活動が行われており、

ＦＤ活動も適切に行われている。また、学習成果を向上させるため事務組織も整備されて

おり、人事管理も適切に行われている。 

課題としては、研究発表の件数が少ないことから一層の研究活動の活性化を図る必要が

あり、 

① 教員の業務の平準化を図りできる限り研究時間を確保する  

様式 8－基準Ⅲ 
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② 研究に対するモチベーションアップの施策を検討する。 

③ 「専門研究」だけではなく「教育研究」や「授業研究」にも視野を広げた研究を推

進する。 

などの対策を講じる 

また、今後、教職員数が減少する中で、教育や業務の質を落とすことのないよう効果的

な教育体制や効率的な業務遂行のための組織作りを推し進める必要がある。 

 

［区分］ 

基準Ⅲ-A-1  学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて教員組織を整備して

いる。 

2006（平成 18）年度、2007（平成 19 年）年度の自己点検・評価の結果を踏まえ、2009

（平成 21）年度には自動車工学科の定員減を行うとともに新たに「モータースポーツエン

ジニアリング学科」及び「国際自動車工学科」を設置するという改組転換を実施した。こ

れに伴い教員組織についても、各学科の教育目的、学習成果が十分達成できるよう再構築

が行われ 整備された。 

短期大学設置基準に定める教員数を充足していることはもちろんのことであるが、さら

に、国土交通省の認定大学であることから「自動車整備士養成施設の指定等の基準」に基

づく必要な教員（学科指導員や実習指導員）が適切に配置されている。したがって、専門

分野の主要な授業科目（二級認定科目）はほとんど専任教員が担当しており、全体的な専

任化率も高くなっている。 

また、教員の採用、昇格については、専任教員選考規程および短期大学設置基準の規程

に準拠して定められた専任教員選考基準に従って適切に行われている。 

 

◆参考資料 [教員の個人調書] …（備Ⅲ1） 

 [専任教員等の年齢構成表] …（備Ⅲ3）、 

[中日本自動車短期大学専任教員選考規程]・[同 専任教員選考基準]・ 

         [中日本自動車短期大学専任教員の専攻に関わる教授会統一見解] 

                                     …（備Ⅳ5）【本学諸規程集】 

 

基準Ⅲ-A-2  専任教員は、学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて教育研

究活動を行っている。 

本学の教育に関連する研究テーマと研究者を表Ⅲ-１に、自動車短期大学協会における

研究発表を表Ⅲ-２に、専任教員による研究成果を表Ⅲ-３に示す。 

 

① 専任教員の研究活動について 

教員の専門分野の研究では、教育分野に直接関係する「自動車」に関わる研究や、授

業科目に関する研究が中心となっており、教育課程編成・実施の方針に基づいて一定の

成果をあげている。 

② 研究成果を発表する場について 

研究発表する機会として、全国自動車短期大学協会が開催する「自動車整備技術に関
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する研究」の発表会、本学の論叢（研究紀要）、所属する学会（自動車技術会や日本機械     

学会など）が開催する研究発表会などがあり、確保されている。 

③ 研究活動の状況の公開について 

論叢による発表論文は、論叢を学内外に配布することにより公開している。また論叢

は教職員、非常勤講師、学生に配布し、学外は短期大学図書館を中心に 195 機関に郵送

している。論叢は、国立情報学研究所の紀要ポータルサイトにより、インターネット上

で公開されている。学会誌の掲載論文、学会発表など専門領域において審査を受ける学

術的な成果については、2004(平成 16)年度から論叢の巻末に専門領域における研究成果

をリストアップして公開しているが、本学のホームページ上ではまだ公開していない。 

④ 教員が研究を行う教員室、研究室等について 

本学の専任教員（原則助教以上）には、17 ㎡の研究室（個室）が 1 号館に設けられて

おり、教育研究活動及び学生指導に供されている。また研究活動の場として教育活動を

兼ねた実験室、実習室、準備室がある。 

⑤ 教員の研究費及び研究活動に関する規程の整備について 

教員が使用する研究費には、教員に対して一律に支給される個人研究費と、教員が研

究目的と予算を申請し、採択が決定される研究費がある。個人研究費の年額は、現在教

員一人あたり 105,000 円となっている。またこの個人研究費に対する規程として「個人

研究費運用規程」が設けられている。 

 

表Ⅲ－1 本学で取り組まれている研究テーマと研究者 

研究者 教育に関連する研究テーマ

1 吉田 立，及川浩和，市川邦彦 交通流に関する研究

2
西側通雄，清水啓司，横井隆治，
佐藤幹夫，高橋正則，寺尾裕二，
土田茂雄，佐々木佳久，高 行男

ソーラーカー，ＥＶの製作・研究

競技用燃料電池自動車

3 高 行男，加藤泰世 材料の強度，疲労等に関する研究

4 高 行男，長谷川達也 ガスケットの面圧測定に関する研究

5 遠山 壽， 可知陽之郎 スターリングエンジンの製作・研究

6 水野敏明，大塚三雄 大学生の飲酒に関する研究

7
脇 俊隆，木下勝晴，林 文明，
中川 実

ジーゼルエンジンの排気ガス浄化

8 藤田英樹、遠山 壽、鈴木泰成 燃費改善、代替燃料に関する研究

9 工学教育研究室(及川浩和，大脇澄男)四輪駆動車の走行体験を通した実践教育研究

10 及川浩和，大脇澄男
学生による地域課題解決提案事業
　　－特定交差点の事故要因に関する研究

11 及川浩和 ものづくり教材に関する実践教育研究

12 長谷川達也 電着銅薄膜による接触面圧計測に関する研究
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表Ⅲ－２ 自動車整備技術に関する研究報告（全国自動車短期大学協会） 

年度 講演の表題と研究者

平成19年度
競技用燃料電池自動車の試作(第2報)
　寺尾裕二，高橋正則，土田茂雄
自動車整備技術に関する研究報告誌第36号

平成20年度
クランクケース内圧制御における走行実験
　遠山　壽，脇 俊隆
自動車整備技術に関する研究報告誌第37号

平成21年度
レストア車輌の作製及びコンバートEV化
　可知陽之郎，的野大樹
自動車整備技術に関する研究報告誌第38号

平成22年度
ローリングによる荷重移動特性の静的検証
　鹿子嶋正人
自動車整備技術に関する研究報告誌第39号

平成23年度
フェラーリの分解・組立整備実習
　佐々木佳久，謝　珉 ，國井伯昭 ，鈴木泰成
自動車整備技術に関する研究報告誌第40号

 

 

⑥ 教員が研究、研修等を行う時間の確保について 

専任教員服務規程で、助教以上の教員は週 2 日の学外研修が認められており、また夏

季休暇中には長期研修をとることが認められているが、多くの教員が併任業務を抱えて

いることなどから、普段は十分な研究時間が確保できない状況にある。 

⑦ 教員のＦＤ活動と規程について 

本学の教育目的に基づき、教員が主体的に行う授業改善に資することを目的として、

教育方法の研究・工夫を組織的に推進するため「ＦＤ委員会規程」が設けられており、

この規程に基づいて、学生による授業アンケート、教員相互の授業参観、教育に関する

講演会等、ＦＤ活動は適切に行われている。加えて、学園全体のＦＤ委員会も設けられ

ており、授業の内容や方法の改善につながるような取り組みについて、同一学園内に設

置されている岐阜医療科学大学及び中日本航空専門学校と合同で研修会を行ったり、事

務職員を加えた教職員全体の研修会も開催している。 

⑧ 学習成果を向上させるための関係部署との連携について 

担任や科目担当者は、学生指導や学習指導を行う際、学生部（学生支援室、学生課、

留学生センター）や教務部（教務課、技術研修課、学習支援センター）と密接な連携を

図るよう常に心がけている。また学生部長や教務部長は教員が併任しており、両者が円

滑に協力できるよう腐心している。 

 

課題としては、教育課程編成・実施の方針に基づいた研究活動が行われているが、発表

件数が少ないことがあげられる。本学では学生に自動車整備士資格を取得させるという大

きな使命があり、研究より教育に重点が置かれていること、ほとんどの教員が併任業務を

兼ねており、研究時間の確保がむずかしいことなどが原因として考えられる。 



                           H23 

 99

表Ⅲ－３ 研究業績数（過去 3 年間）  該当者のみ 

研究業績数 平成21～23年度（2009～11）

氏名 職名 著書 テキスト 特許 論文 学会発表 論叢
・自動車工学科
杉谷秀三 教授 1
清水啓司 教授 *1 1
西側通雄 教授 *1 2
相庭誠夫 准教授 1
森　光弘 准教授 *1 1 1
橋場博道 准教授 *1
横井隆治 准教授 *1 1 2
藤田英樹 准教授 *1 1 4
林　文明 准教授 *1 1 6
栗木江一 准教授 *1 1
久世康司 講師 *1 1
高橋正則 講師 *1 1 2
國井伯昭 講師 *1
寺尾裕二 講師 1
可知陽之郎 講師 *1 1 1 1
五十嵐　巧 講師 1
的野大樹 助教 1 1

・モータースポーツエンジニアリング学科
高　行男 教授 2 13 7
大脇澄男 教授 7
加藤泰世 准教授 1 2
青木恒夫 准教授 *1 1 5
中川　実 准教授 1 2
鹿子嶋正人 准教授 1
佐々木佳久 助教 *1 1 1 1 1

・国際自動車工学科
土田茂雄 教授 1 1
鈴木敦巳 教授 2
吉田　立 教授 1 1 2
櫻山一倉 准教授 2
高瀬利恵子 准教授 1 5
及川浩和 准教授 2 1 8 3 6
古川竜治 講師 1 1 3
清水勝昭 講師 2 1 5
吉川せつ 助教 2
謝　珉 1 2  

  *1 は、共同編集による整備士試験問題集（5 種）の執筆分担者 

 

 

 

◆参考資料  [専任教員服務規程]・[個人研究費運用規程]・[ＦＤ・ＳＤ委員会規程] 

 …（備Ⅳ5）【本学諸規程集】 

[論叢]…（備Ⅲ2）    [全国自動車短期大学協会 発表会] …（備Ⅲ6）  

[自動車整備士問題解説（精文館）] …（備Ⅲ7） 
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基準Ⅲ-A-3  学習成果を向上させるための事務組織を整備している。 

事務組織は、組織図の通り事務局、広報部、教務部、学生部、図書館の５部門に分かれ

ており、責任者である各部署の長を基に業務遂行を行っている。 

専任事務職員は、学園が行う教職員研修の他、岐阜県私立短期大学協会や日本私立短期

大学協会主催の各種事務研修に参加し、職務能力の向上を図っている。事務関係の規程と

して「経理規程」、「経理規程施行細則」、「文書取扱規程」、「公印取扱規程」、「固定資産及

び物品管理規程」等が整備されており、各規程に従い事務を行っている。本学の事務部門

は管理棟の１階にあり、職員１名につき１台のパソコンを装備し、プリンター、コピー機

等のＯＡ機器等が整備されている。 

防災対策については、「中日本自動車短期大学防火管理規程」により対策を講じている。

また、情報セキュリティーについては、「学校法人神野学園 個人情報保護規程」により、

個人情報の保護に努めている。 

SD 活動として学園全体の教職員研修および本学独自の研修を行っている。2007 (平成

19)年度・2008 (平成 20)年度には、外部講師を招き、一般職、管理職に分け「チームビル

ディング」による研修を各 2 日間かけて実施した。 

また、下表の通り、2010 (平成 22)年度、2011 (平成 23)年度に、教職員合同の研修会（講

演会）を実施した。 

 

表Ⅲ－４ 教職員合同の研修会 

実施日 講演内容（演題・テーマ） 講師 

2010 年 8 月 23 日 
「世界の次世代自動車」 

「教学上の課題と対策」 

外部講師 清水 和夫氏 

教務課 木下、学生課 山崎 

2012 年 2 月 4 日 
「めざせ“食”のスペシャリスト！～教師

たちの思い～」 

津市教育委員会教育長  

中野 和代 氏 

 

2012（平成 24）年度からは、ＦＤ・ＳＤ委員会を立上げ、学習成果向上のため、教員

と職員の連携をより深め 改善を行っていく予定である。 

本学は人事評価制度を設けており、１年間で上期・下期それぞれ基本方針（大学目標）

に基づく目標を職員に設定させ、その達成度により評価している。その評価結果は夏・冬

の賞与に反映されている。また、職務遂行能力評価を年度終了後に行い、その結果により

実力ランクが決定され、基本給に反映される。目標設定及び評価は部署長と構成員が面談

して決定される。そのため、学校の方針を組織全体で取り組める体制となっている。また、

目標設定において、業務改善や自己啓発を設定する事は当然のことであるが、教員との連

携による学生の指導・支援に関する項目を設定しており、学習成果の向上を目指している。 

今後の課題としては、新設される、ＦＤ・ＳＤ委員会の積極的な活動と更なる教員・事

務職員の連携が必要である。 

 

◆参考資料  ［組織図］…（備Ⅲ10）       [事務職員の一覧表]…（備Ⅲ5） 

【神野学園 諸規程集】…（備Ⅳ4） 
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【中日本自動車短期大学 諸規程集】 …（備Ⅳ5） 

   [ＦＤ・ＳＤ委員会規程]…（備Ⅳ5）【本学諸規程集】 

 [人事評価規程]…（備Ⅳ4）【学園諸規程集】 

 

基準Ⅲ-A-4 人事管理が適切に行われている。 

 教職員の就業に関する規程は「学校法人神野学園 職員就業規則」として整備されており、

この規則に基づいて人事管理を行っている。 また、「神野学園人事評価規程」に基づき、

個人の評価を行い、賞与、昇任の基礎としている。教員の採用・昇任については、「中日本

自動車短期大学専任教員選考規程」「中日本自動車短期大学専任教員選考基準」を基に適切

に行っている。 

 各規程については、学内ＬＡＮにて全教職員に公開されており、新規規程の制定時は教

職員全員に説明会を開き周知させている。 

今後は、教職員の人数が減少する中で、業務の質を落とさず、効率的な業務遂行のため

の組織作りが課題である。 

 

◆参考資料  [職員就業規則]…（備Ⅳ4）【学園諸規程集】 

[人事評価規程] …（備Ⅳ4）【学園諸規程集】 

[中日本自動車短期大学専任教員選考規程]…（備Ⅳ5）【本学諸規程集】 

   [中日本自動車短期大学専任教員選考基準]…（備Ⅳ5）【本学諸規程集】 

 

 

［テーマ］ 

基準Ⅲ-B 物的資源 

校地、校舎、施設設備等、設置基準に対して十分満たしている。また、体育館の改修工

事や学習支援センター、実習教員室の設置など教育環境整備を実施している。施設設備の

管理においては、「固定資産及び物品管理規程」に基づき維持管理している。各施設の施錠

は当番制で教職員が巡回をしており、空調および照明の消し忘れの防止を図り、防犯以外

に省エネ対策としての効果を発揮している。コンピュータシステムのセキュリティについ

ては「情報セキュリティポリシー」、「情報関連システム利用内規」基づき情報の流失やウ

イルス感染などの情報システムに関する事故の防止に努めている。 

今後は、地震や防犯対策の諸規程を整備し、防災に関する訓練を平成２４年度中に実施

する。また、学生数の減少による教育棟、実習棟の効率的な活用方法を検討し、中期経営

計画（平成 24～28 年度）に盛り込む。省エネルギーのための設備導入や地球環境保全の

対応についても、上記、経営計画に基づき、設備更新時に検討する。 

 

［区分］ 

基準Ⅲ-B-1  学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて校地、校舎、施設設

備、その他の物的資源を整備、活用している。 

本学の校舎敷地面積は、43,491 ㎡であり設置基準に定める 7,900 ㎡を十分に満たして

いる。スポーツ施設としてグラウンド（19,365 ㎡）、体育館（1,458 ㎡）、テニスコート
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（1,399 ㎡）が整備されている。校舎の面積は 26,060 ㎡で設置基準の 9,000 ㎡を満たし

ている。講義室（33 室）、実験実習室（50 室）、情報処理演習室（2 室）は、教育課程編

成・実施の方針に対して十分満たす内容である。各教室には、教育課程編成・実施の方針

に基づきスクリーンやプロジェクタを配置し、また、実習棟には各実習項目に合わせた教

材や機器・備品を整備している。主な実習室の内容を下表に示す。 

 

表Ⅲ－５ 主な実習室と実習内容

号館 実習室 実習内容

411実習室
中部運輸局の認証工場になっており、車検に係る検査機器
の取扱いを学ぶ。

412実習室 定期点検整備を実車を使用して行う。

413実習室
エコカー整備専攻が主に使用し、ハイブリッド車、電気自
動車の整備・点検を行う。

5Ｌ11実習室 自動車の故障診断を診断器を使用して行う。

5Ｌ14実習室
ジーゼルエンジンのインジェクションポンプの調整をテス
タを使用して行う。

5Ｌ15実習室 シャシ電装、エアコンについて学ぶ。

5Ｒ14実習室 ステアリング関係の分解、点検・調整、組立を行う。

5Ｒ15実習室
クラッチ、ＭＴ、ディファレンシャル装置の分解、点検・
調整、組立を行う

5Ｒ16実習室 ブレーキ関係の分解、点検・調整、組立を行う。

5Ｌ21実習室 インジェクションポンプの点検・調整、組立を行う

5Ｒ21実習室 スタータとオルタネータの点検・調整、組立を行う

5Ｒ22実習室
電子制御式燃料噴射装置の機能確認を行う。キャブレータ
の分解・組付け点検を行う。

5Ｒ24実習室
点火装置の点検・調整を行う。電子制御式燃料噴射装置の
点検・調整を行う。

6Ｌ1実習室
スーパーＦＪマシンの分解・組立整備、ミッションの分
解・組立整備を行う。

6Ｌ2実習室 ガソリンエンジンの分解と組立と始動を行う。

6Ｌ3実習室
ガソリンエンジンの調整と計測を行う。ロータリエンジン
の構造・機能確認を行う。

6Ｒ2実習室 ドライブ・アクスルの脱着を行う。

7Ｌ1実習室 二輪自動車の分解、点検・調整、組立を行う。

溶接実習室 ガス及びアーク溶接の実習を行う。

7Ｒ1実習室
自動車電装、始動・充電及びその他の電気に関する実習を
行う。

7Ｒ2実習室 ジーゼルエンジンの分解と組立を行う。

811実習室 フレーム修正及び車両寸法の計測を行う。

812実習室 板金及び溶接の実習を行う。

813実習室 自動車の補修塗装の実習を行う。

9号館 913実習室 1級自動車整備養成のための実習場

4号館

5号館

6号館

7号館

8号館
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図書館は 2009（平成 21）年８月に教育棟への移転を行った。面積は 345 ㎡で、蔵書数

39,527 冊、学術雑誌６冊、ビデオ、ＣＤ、ＤＶＤ 625 点で閲覧席数が 42 席である。 

購入図書の選定は二つの方法で行っている。第一は、書店から提供される図書目録（電

子情報）や出版社からの新刊案内をもとに図書館で一次選書をし、見計らい発注によって

本を取り寄せ、図書委員が二次選書をするものである。一次選書においては特に自動車整

備、及び自動車工学に関連する参考図書の受け入れについて漏れがないよう配慮している。 

第二は、教職員からの推薦、及び学生からの要望をもとに購入するものであり、推薦図書

と要望図書は原則としてすべて受け入れている。一方、図書の廃棄は「中日本自動車短期

大学附属図書館資料除籍内規」に従って行われる。具体的には図書館で除籍対象図書を選

定し、次に図書委員がそのなかから図書を選定し、図書委員会の議を経て、最終的に学長

により決定される。以上のように、購入図書選定システムや廃棄システムは確立されてい

る。 

図書館蔵書の分野別構成をみると、自然科学、技術が全体の約６３％である。自動車技

術は多様な工学から成り立っているので、自動車だけでなく、機械工学、電気工学をはじ

めとする工学関係の図書も多く所蔵するよう配慮し、学生の参考図書としている。 

 

2010（平成 22）年、2011（平成 23）年度には、体育館の改修工事を行った。また、2011(平

成 23)年度に基礎学力不足者のために学習支援センターを教育棟に設置するとともに実習

教員室を新たに設置した。今後は、耐震に問題のある管理棟及び旧図書館の取り壊しや事

務所移転を 2012（平成 24）年度から随時実施する予定である。  

今後の課題としては、学生数の減少による教育棟、実習棟の効率的な活用方法の検討が

必要である。また、現在、在籍者に障がい者がいないため、バリアフリーなどの対策が未

整備であるが、今後、該当する場合があれば、整備の検討を行う必要がある。 

 

◆参考資料  [校地校舎図面] …（備Ⅲ10） 

 [図書館概要] …（備Ⅲ11）     [図書館平面図] …（備Ⅲ12） 

[附属図書館資料収集・管理規定] …（備Ⅳ5）【本学諸規程集】 

[附属図書館資料除籍内規] …（備Ⅳ5）【本学諸規程集】 

 

 

基準Ⅲ-B-2  施設設備の維持管理を適切に行っている。 

施設設備については、「固定資産及び物品管理規程」に基づき維持管理している。本学の

担当部署は、事務局庶務課が行っている。火災に対しては、「中日本自動車短期大学防火管

理規程」を整備している。防火訓練は、毎年、学生寮において実施しているが、学内の訓

練については、十数年行われていない。防火設備の点検については、法令に従い定期的に

行っている。各施設の施錠は当番制で教職員が巡回見回りをしており、空調および照明の

消し忘れの防止を図り、防犯以外に省エネ対策としての効果を発揮している。深夜の防犯

については警備会社に委託し機械警備を行っているが、必要性が認められる場合は巡回警

備を依頼している。 

コンピュータシステムのセキュリティについては、2007(平成 19)年に情報センターおよ
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びネットワーク運営委員会が中心となり「情報セキュリティポリシー」を策定した。その

方針に則り「情報関連システム利用内規」を作成し、全教職員に情報関連システムの利用

に関してのルールを周知させ、情報の流失やウイルス感染などの情報システムに関する事

故防止対策を行った。また、ファイヤーウォールなどのシステム的な対策も実施している。 

今後の課題としては、地震や防犯対策の諸規程が未整備であり早急に整備を行う必要が

ある。また、防災に関する訓練を平成２４年度中に実施する予定である。省エネルギーの

ための設備導入や地球環境保全の対応を設備更新時に検討する必要がある。 

 

◆参考資料  [固定資産及び物品管理規程] …（備Ⅳ4）【学園諸規程集】 

[中日本自動車短期大学防火管理規程]…（備Ⅳ5）【本学諸規程集】 

[ネットワーク運営委員会規程]…（備Ⅳ5）【本学諸規程集】 

  [情報セキュリティポリシー]…（備Ⅳ5）【本学諸規程集】 

[情報関連システム利用内規]…（備Ⅲ13） 

 

 

［テーマ］ 

基準Ⅲ-C 技術的資源をはじめとするその他の教育資源 

本学の技術的資源である情報ネットワークは、「ネットワーク運営委員会」および「情報

センター」が中心となり技術支援、施設の設置、維持管理、将来計画を行っている。 

情報技術の向上に関するトレーニングに関しては、全学生に対して、入学直後に情報演

習室の利用方法、自学自習システム（e ラーニング）利用法などについてのガイダンスと

演習を実施している。各教室には学生セグメントに属する有線 LAN ポートが整備されて

おり、インターネット及び教育資源への接続が可能である。加えて、学内 32 カ所に無線

LAN アクセスポイント(LAN AP)（Wi-Fi 対応）が設置されており、希望する学生及び教

職員は、学内の主要な場所から学生セグメントにアクセスでき、インターネットおよび教

育資源への接続が可能である。 

このように、学生がインターネットや学内 LAN に容易にアクセスできる環境を整えて

おり、学習成果向上のための技術資源は整備されている。 

 

［区分］ 

基準Ⅲ-C-1  短期大学は、学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて学習成

果を獲得させるために技術的資源を整備している。 

情報ネットワークに関する全般的な技術支援、施設の設置、維持管理、将来計画などは、

「ネットワーク運営委員会」および「情報センター」が行い、必要な環境整備を常に実施

している。情報演習室施設・設備については概ね 5 年ごとに見直し、リプレースの計画・

立案を行い、常に良好な教育環境の提供に務めている。 

情報技術の向上に関するトレーニングに関しては、全学生に対して、入学直後に情報演

習室の利用方法、自学自習システム（e-ラーニング）利用法などについてのガイダンスと

演習を実施している。また、情報処理演習、情報表現法、CAD 演習、車体フロント演習な

どの授業科目を通して、Office 系プログラムの扱い、プレゼンテーション、ホームページ
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作成、機械系 CAD 技術の教育を行っている。 

教職員からの技術的問い合わせに対しては、情報センターが随時対応している。不具合

パソコン（PC）の修復、老朽化や不足 PC の補充が早期に行えるよう、学内組織(教育・

事務)が連携して対応している。メーリング・リストによるセキュリティに関する情報の提

供や啓発活動は逐次行っている。2011 年度、教職員に対する全体的なトレーニングは実施

していない。 

維持管理については、情報センターが中心となって、学内ネットワークシステム、サー

バー室、情報演習室、IP 電話網、業務用パソコン等の維持、管理、整備、導入計画、構築

等を行っている。2011(平成 23)年度は、基幹システムのネットワーク・トラブルが 8 件発

生したが、すべて 48 時間以内に修復を完了した。ハードウェアおよびソフトウェアを包

含する技術的資源に偏りの無いよう見直し、各教育課程の運営に支障が出ないよう有効活

用している。 

 

すべての教室、研究室ではインターネットへの接続が可能である。全教職員には一人一

台以上の PC を利用する環境が整備されている。これらの PC は、学内 IP 電話網と有機的

にリンクしており、全ての研究室、事務室でインターネットへの接続が可能である。教職

員セグメントはセキュリティの面から、学生からは隔離されている。 

各教室には学生セグメントに属する有線 LAN ポートが整備されており、インターネッ

ト及び教育資源への接続が可能である。加えて、学内 32 カ所に無線 LAN アクセスポイン

ト(LAN AP)（Wi-Fi 対応）が設置されており、希望する学生及び教職員は、学内の主要な

場所から学生セグメントにアクセスでき、インターネットおよび教育資源への接続が可能

である。また、教室にはプレゼンテーション用の固定プロジェクタ装置、音声装置、ビデ

オ装置、移動プロジェクタ装置、スクリーンが整備されており、マルチメディア機器を活

用した授業が展開可能である。 

さらに教材作成を支援するためのスタジオ、複数のオーサリングソフトウェア、マルチ

メディア編集加工用ソフトウェア群が整備されている。日常の授業で使用する教材を開発

することでコンピュータの利用技術を向上させている。開発されたデジタル教材（教材の

挿絵、アニメーション、プレゼンテーション資料、整備士試験の過去出題問題など）は、

サーバー上にアップされていて、教員は自由にアクセスできる。技術的な問題点について

は、情報センターによるアドバイスが提供される。 

 

演習室として、Office 系の情報処理を中心として教育、利用が行える 112 情報演習室

（PC56 台）と機械系 CAD をも教育できる 123 情報演習室（PC56 台）を設置している。

前者の 112 情報演習室については、学生に昼間開放しており、授業時間外は自由に利用で

きる環境を整備した。さらに、電子制御系教育を実施するための自動車電子実験室を設置

している。また、教育全般で使用する教材の開発用に 123 情報演習室隣室にスタジオを設

置しており、上述のマルチメディア教材の開発も可能である。 
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表Ⅲ－５ 情報演習室の主な設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参考資料  [ネットワーク運営委員会規程] …（備Ⅳ5）【本学諸規程集】 

    [学内 LAN 構成図]…（備Ⅲ14）  

[NAC LAN ネットワーク機器構成]…（備Ⅲ15） 

[無線 LAN AP 設置場所]…（備Ⅲ16） 

  [情報演習室 PC 配置図]…（備Ⅲ17） 

 

 

［テーマ］ 

基準Ⅲ-D 財的資源 

本学の財務状況は、過去３年間支出超過であり、その原因は学生数の急減によるもので

ある。2009(平成 21)年度に改組転換を行ったが、2011(平成 23)年度の本科在籍数は 448

名であり、2008(平成 20)年度の在籍者数 753 名に対して、305 名（40％）の減少となり、

学納金収入が約２億４千万円減少した。学園の財政の改善はひとえに本学の収支改善の可

否にかかっており、平成 21 年 8 月に第４次中期経営計画（平成 21 年度～25 年度の 5 カ

年計画）を作成し学園本部に提案した。この計画書では平成 21 年度から 25 年度の５カ年

についての資金収支及び消費収支計算書を人事計画、キャンパス整備計画、改組計画に基

づき作成したが、学生数が計画より下回ったため、再度、見直しを行い 2011(平成 23)年９

月に経営計画（平成 23 年度～27 年度）を提案した。しかし、2012(平成 24)年度生の募集

が上記計画以上に厳しく、更なる見直しを行うこととし、2012(平成 24)年 11 月までに再

提案（平成 24 年度～28 年度の経営計画）を行うこととした。今後の課題は、定員充足率

の向上と教育の質を落とす事なく収支状況の改善を図る計画立案と計画の実現化、および

全教職員に経営の現状と将来計画について説明を行い、危機意識の共有化を図ることが必

要である。 

 

［区分］ 

基準Ⅲ-D-1  財的資源を適切に管理している。 

過去３年間の本学の資金収支及び消費費収支はいずれも支出超過である。その原因は、

学生数の急減による学納金収入の激減である。入学者の減少は 2006(平成 18)年度より顕

著になり、その対策として 2009(平成 21)年度に改組転換を行い、既設学科である自動車

情報機器を
設置する室

設　　備 授業での使用頻度

１号館１階
112情報演習室

演習用PC 55台（Windows Vista ，
Office系アプリケーション），プロ
ジェクタ，カラーレーザープリンタ

自動車工学科 2コマ/週
専攻科 1コマ/週（半期）

1号館2階
123情報演習室

演習用PC 55台（Windows Vista ，
Office系アプリケーション，CADソフ
ト），プロジェクタ，カラーレーザー
プリンタ，大判プロッタープリンタ

留学生別科 2コマ/週
自動車工学科 １コマ/週
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工学科の入学定員を 600 名から 300 名へ定員減を行うとともに、新たに、３年制課程のモ

ータースポーツエンジニアリング学科および国際自動車工学科（各学科入学定員 50 名）

を設置した。しかしながら、新学科の完成年度である 2011(平成 23)年度の本科在籍数は

448 名（定員充足率 57％）であり、2008(平成 20)年度の在籍者数 753 名（定員充足率 63％）

に対して、305 名（40％）の減少となり、学納金収入が 2008(平成 20)年度に対して約２

億４千万円減少した。 

学園の財政については、本学の支出超過の影響で 2007(平成 19)年度から 2008(平成 20)

年度にかけ消費収支で支出超過となったが、2009(平成 21)年度に設置校である東海福祉総

合専門学校を設置者変更による売却により実質的（売却に伴う資産処分差額 5,295,899 千

円を除いた収支）に収入超過となった。しかしながら、学園の財政の改善はひとえに本学

の収支改善の可否にかかっており、2009(平成 21)年 8 月に第４次中期経営計画（平成 21

年度～25 年度の 5 カ年計画）を作成し学園本部に提案した。この計画書では平成 21 年度

から 25 年度の 5 カ年についての資金収支及び消費収支計算書を人事計画、キャンパス整

備計画、改組計画に基づき作成したが、学生数が計画より下回ったため、再度、見直しを

行い、2011(平成 23)年９月に経営計画（平成 23 年度～27 年度）を提案した。しかし、平

成 24 年度生の募集が上記計画以上に厳しく、更なる見直しを行うこととし、2012(平成 24)

年 11 月までに再提案（平成 24 年度～28 年度の経営計画）を行うこととした。 

 

今後の課題としては、定員充足率の向上と教育の質を落とすことなく収支状況の改善を

図る計画立案と計画の実現化が大きな課題である。 

 

◆参考資料  ［第４次中期経営計画（試算）］…(提 16) 

              [財産目録]…（備Ⅲ18）、   ［教育研究経費一覧］…（備Ⅲ19）、 

 [第４次中期経営計画（平成 21～25 年度）］…（備Ⅲ20） 

 

基準Ⅲ-D-2 量的な経営判断指標等に基づき実態を把握し、財政上の安定を確保するよう

計画を策定し、管理している。 

基準Ⅲ-D-1 で上述した第４次経営計画の見直しにあたって、本学の強み・弱みの分析及

び将来像を検討して、それを基に、具体的な学納金計画、人事計画、キャンパス整備計画、

遊休資産処分についての計画を学園本部とともに立案する。学生募集対策については、広

報部および広報委員会を中心に改善計画を策定している。また、学園本部と連携をとり、

海外募集や遠方からの募集強化を図っている。 

今後の課題としては、2016(平成 28)年度までに収支均衡を図るための中期経営計画の実

現に向け、人件費、広報費等の削減を行いながら、いかに学生募集対策を進めていくかが

課題である。 

また、学内に対しての経営情報の公開が不十分であり、上記計画完成後には、全教職員

に現状と将来計画について説明を行い、危機意識の共有化を図っていきたい。 

 

◆参考資料    [第４次中期経営計画（平成 21～25 年度）］…（備Ⅲ20） 
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◇ 基準Ⅲについての特記事項 

 

特にありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：実習風景 
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【基準Ⅳ リーダーシップとガバナンス】 
理事長は学校法人を代表し業務を総理し、寄附行為の規程に基づいて理事会を開催して

いる。理事は法令に基づき適切に構成され、理事会は学校法人の意思決定機関として適切

に運営されている。理事長は学校法人の運営全般にリーダーシップを適切に発揮し、理事

会等の学校法人の管理運営体制が確立している。 

 学長は教授会の他、学長室会議を設置するとともに主だった委員会の委員長も兼務し、

建学の精神に基づき短期大学の向上・充実に向けて努力しリーダーシップを発揮している。  

監事は学校法人の財産の状況及び業務を監査し、寄附行為の規程に基づき適切に業務を

行い、評議員会は寄附行為の規程に基づいて開催し、理事会の諮問機関として適切に運営

している。毎年度の事業計画と予算の決定、年度予算の適正な執行、円滑な出納業務、経

営状況及び財務状態の適正な表示、資産及び資金の適正な管理運用、法令に基づいた情報

公開など、ガバナンスが適正に機能している。 

改善事項として： 

第三者評価（認証評価）の結果は、平成 24 年度より本部理事だけではなく、理事会にも

報告することとする。また、月次試算表を毎月適時に作成し、経理責任者及び関係部署に

開示されているが、理事長に報告されていないため、経理責任者を経て理事長に報告する

よう平成 24 年度より改善する。 

 

［テーマ］ 

基準Ⅳ-A 理事長のリーダーシップ 

 理事長は学校法人を代表し業務を総理している。また理事長は、寄附行為の規程に基づ

いて理事会を開催している。理事は法令に基づき適切に構成され、学校法人の建学の精神

を理解し、学校法人の健全な経営について学識及び見識を有しており、理事会は学校法人

の意思決定機関として適切に運営している。理事長は学校法人の運営全般にリーダーシッ

プを適切に発揮し、理事会等の学校法人の管理運営体制が確立している。 

理事会は、第三者評価に対する役割を果たし責任を負っているが、平成 23 年度の岐阜

医療科学大学の認証評価の結果に関し、理事会に報告されていないので今後、改善してい

く。 

［区分］ 

基準Ⅳ-A-1  理事会等の学校法人の管理運営体制が確立している。 

理事長は、寄附行為の規程に基づき、学校法人を代表しその業務を総理し、建学の精神

及び教育理念・目的を理解し、学園の発展に寄与している。理事長は毎会計年度終了後 2

カ月以内に、監事の監査を受け理事会の議決を経た決算及び事業の実績（財産目録、貸借

対照表、収支計算書及び事業報告書）を評議員会に報告し、その意見を求めている。 

理事会は理事長が招集し、議長を務め、学校法人の業務を決するとともに、理事の職務

の執行を監視している。理事会の開催状況を表Ⅳ－1 に示す。 

理事会は短期大学の発展のために、学内外の情報を収集し、短期大学の運営に関し法的

な責任があることを認識している。 

情報公開は、私立学校法の定めるところに従い適切に行っている。 

学校法人運営及び短期大学運営に必要な規程は整備されており、学校法人全体での共有

様式 9－基準Ⅳ 
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がなされている。 

理事会は私立学校法第 38 条の規定に基づき選任された理事で組織され、学校法人の建

学の精神を理解し、学校法人の健全な経営について学識及び見識を有している。 

学校教育法第 9 条（校長及び教員の欠格事由）は寄附行為に準用されている。 

第三者評価（認証評価）に関しては事業計画として理事会で承認される。その後、学長を

含む学内の自己点検評価委員会と担当理事及び学校法人本部事務局員により執り行われる。 

理事会は第三者評価に対する役割を果たし責任を負っているが、平成 23 年 10 月に実施

された岐阜医療科学大学の認証評価では、その結果に関し、特に指摘事項もなかったこと

から、本部理事で構成される幹部会では報告されたが、理事会で報告されていないことが

課題である。 

 

 

 

表Ⅳ－1  2011(平成 23)年度 理事会の開催状況 

 

日付 
理事 

定数 

出席 

者数 
議事内容 

5/30 

 

 

 

 

理事

10 名 

 

 

監事 

2 名 

理事 

9 名 

監事 

2 名 

1.平成 22 年度事業報告について 2.平成 22 年度決算について 3.教職員人事につい

て 4.平成 23 年度予算の補正について 5.岐阜医療科学大学 教員及び情報処理教

室ＰＣ更新並びに新教育システム整備について 6.岐阜医療科学大学 清心寮の改

修工事について 7.中日本自動車短期大学 学則の一部変更について 8.中日本自動

車短期大学 体育館の改修工事について 9.中日本自動車短期大学 平成 23 年度

春学期私費外国人留学生授業料減免について 10.平成 23 年度 奨学生、特待生の

選考について 11.学校法人神野学園職員（一般職）の賞与単価の統一について 12.

学校法人神野学園 定年退職者再雇用規程及び職員定年退職規程の一部改正につ

いて 13.学校法人神野学園 内部会計実地監査規程の一部改正について 14.学校

法人神野学園 事務分掌規程の一部改正について 15.学校法人神野学園組織規

程の一部改正について 16.その他 

7/21 

理事 

9 名 

監事 

2 名 

1.理事長の選任について 2.監事候補者の選出及び評議員の重任について 3.教職員

人事について 4.岐阜医療科学大学 学則の一部変更について 5.学校法人神野学園

早期退職規程の制定について 6.平成 22 年度資産運用結果と平成 23 年度資産運用

方針について 7.その他 

9/20 

 

理事 

9 名 

 

監事 

2 名 

理事 

8 名 

 

監事 

2 名 

1.評議員候補者の選出及び評議員の重任について 2.教職員人事について 3.日本私

学振興・共済事業団からの借入金の連帯保証人変更について 4.岐阜医療科学大学

学科の名称変更に伴う寄附行為変更について 5.中日本自動車短期大学 平成 23

年度イタリア短期留学に伴う旅行費用の貸付について 6.平成 24 年度に岐阜医療

科学大学に入学を希望する者（東日本大震災の被災者）に対する学納金の減免の

特例について 7.学校保証型学費サポートプランの導入について 8.その他 
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◆参考資料 [理事長の履歴書]…（備Ⅳ1）、  [理事・監事・評議員名簿]…（備Ⅳ2） 

[理事会議事録] …（備Ⅳ3） 

[学校法人神野学園寄附行為]…（提 20） 

              【学校法人神野学園 諸規程集】…（備Ⅳ4） 

【中日本自動車短期大学 諸規程集】…（備Ⅳ5） 

11/28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事 

9 名 

 

 

監事 

2 名 

理事 

9 名 

監事 

1 名 

1.学校長の選任、理事の重任及び評議員の選任について 2.教職員人事につ

いて 3.平成 23 年度第２次補正予算について 4.平成 24 年度予算編成方針と中期

経営計画の編成方針について 5.中日本自動車短期大学 私費外国人留学生授業料

減免規程の一部改正について 6.中日本自動車短期大学 平成 23 年度秋学期 私

費外国人留学生授業料減免について 7.中日本自動車短期大学 教育環境の整備に

ついて 8.中日本自動車短期大学 震災による休学者が退学する場合の学費返還に

ついて 9.学校法人神野学園 ハラスメントの防止に関する規程及び学校法人神野

学園 ハラスメント防止対策委員会規則の制定について 10．学校法人神野学園

セクシュアル・ハラスメント等の防止に関する規程及び学校法人神野学園 セク

シュアル・ハラスメント等防止対策委員会規則の廃止について 11.学校法人神野

学園職員就業規則の一部改正について 12．その他 

1/23 

理事 

9 名 

監事 

1 名 

1.法人本部の組織変更について 2.教職員人事について 3.岐阜医療科学大学 X 線

CT 装置更新について 4.岐阜医療科学大学 平成 23 年度 ヨーロッパ短期留学に

伴う旅行費用の貸付について 5.中日本自動車短期大学 短期留学特別奨学生規程

の制定について 6.中日本自動車短期大学 短期留学特別奨学生について 7.株式会

社アーバンウッズが所有する建物等の買収について 8.学校法人神野学園 収益事

業開始に伴う寄附行為の変更について 9.中日本自動車短期大学校隣地の坂祝町と

の交換交渉について 10.その他 

3/12 

 理事 

8 名 

監事 

2 名 

1.株式会社アーバンウッズが所有する建物等の買収について＊その後（前回理事

会後）に判明したことの説明等 2.オリコ学費サポートプラン 学園連帯保証につ

いて 

3/28 

理事 

9 名 

監事 

2 名 

1.評議員の辞任、条項変更及び重任について 2.教職員人事について 3.平成 24 年

度事業計画について 4.平成 24 年度予算について 5.岐阜医療科学大学 名誉教授

称号授与について 6.中日本自動車短期大学 学則の一部変更について 7.中日本自

動車短期大学 学費の返還について 8.中日本航空専門学校 学則の一部変更につ

いて 9.株式会社アーバンウッズが所有する建物等の買収について 10.永年勤続表

彰について 11.学校法人神野学園 利益相反マネジメント規程の制定について 12.

学校法人神野学園 内部通報に関する規程の制定について 13.学校法人神野学園

旅費規程の改正について 14.学校法人神野学園 人事評価規程及び関連諸規程の

改正について 15.平成 23 年度内部監査について 16.その他 
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［テーマ］ 

基準Ⅳ-B 学長のリーダーシップ   

学長は教授会の他、学長室会議を設置するとともに主だった委員会の委員長も兼務し、

建学の精神に基づき短期大学の向上・充実に向けて努力しリーダーシップを発揮している。  

また、学長は教授会を教授会規程に基づき定期的に開催し、その下に各種委員会を設置

し短期大学の教育研究上の審議機関として適切に運営している。 

 

［区分］ 

基準Ⅳ-B-1  学習成果を獲得するために教授会等の短期大学の教学運営体制が確立してい

る。 

学長は人格が高潔で、学識が優れ、かつ、大学運営に関し広い識見を有すると認められ

る者が、神野学園の選考規程に基づき専任され、教学運営の職務遂行に努めている。また、

教授会の他、学長室会議を設置するとともに学内評価実施委員会、ＦＤ委員会、神野学園

ＦＤ委員会の委員長、ならびに、神野学園国際交流センター長も兼務し建学の精神に基づ

き短期大学の向上・充実に向けて努力し運営全般についてリーダーシップを発揮している。 

学長は教授会を月に２回定期的に教授会規程に基づき開催し、議事録を整備し短期大学

の教育研究上の審議機関として適切に運営している。表Ⅳ－２に、2011(平成 23)年度の開

催の状況を示す。教授会は 2009(平成 21)年度の改組転換による新学科設置のため、2008(平

成 20）年度に学習成果、「アドミッションポリシー（ＡＰ）」、「カリキュラムポリシー（Ｃ

Ｐ）」、「ディプロマポリシー（ＤＰ）」について改めて審議するとともに、2010(平成 22)

年度にもこの三つのポリシーについて見直しを行い認識を共有している。また、教授会の

下に１５の委員会を設置し 各種委員会規程に則り適切に運営している。 

 

 表Ⅳ－２ 2011(平成 23)年度 教授会の開催状況 

 

 日付 審議数 報告数 主 な 議 案 出席 

1 4/1 6 3 
・学籍異動 

・学習支援センター設置について 
45 

2 4/14 5 5 
・学籍異動 

・履修既定の一部変更について 
44 

3 4/28 7 11 

・「自動車の力学Ⅱ」の開講について 

・専攻科コース生対象入学試験の書類審査につい

て 

45 

4 5/19 9 2 
・2011 年度本科・専攻科奨学生の推薦について 

・既修得科目の単位認定について 
45 

5 5/26 6 4 
・学則の一部変更（自動車工学科・MSE 科定員減） 

・2011 年度秋季生留学生（国外）入試合否判定 
45 

6 6/16 4 5 
・学籍異動 

・学生の処分について 
45 
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7 6/30 6 10 
・2011 年度春学期定期試験時間割について 

・集中講義の開講日程について 
45 

8 7/7 1 7 ・前回議事録の確認    （各種報告のみ） 45 

9 7/12 3 0 
・2011 年度秋季生留学生（国外）入試合否判定 

・2012 年度生専攻科一般Ⅱ期入試合否判定 
45 

10 7/22 8 3 
・学籍異動について 

・2011 年度秋学期時間割(案)について 
45 

11 8/4 5 2 
・2011 年度秋学期オリエンテーションについて 

・2011 年度教育懇談会国外(中国)開催について 
45 

12 9/16 5 4 
・2011 年度春学期自動車工学科卒業判定について

・2011 年度春学期留学生別科修了判定について 
44 

13 9/29 4 6 
・2012 年度春季生国外留学生入試日程について 

・海外研修・留学委員及び委員長の選任について
45 

14 10/13 3 12 
・学籍異動について 

・2011 年度秋学期追加開講について 
45 

15 10/26 7 1 

・私費外国人留学生授業料減免に関わる規程の運

用規則の一部変更(案)について 

・2011 年度秋学期私費外国人留学生授業料減免の

審査について 

44 

16 11/10 9 8 

・東日本大震災による休学者が退学する場合の学

費返還について 

・2012 年度春季生国外(ベトナム)Ⅱ期留学生別科

入学試験合否判定 

45 

17 11/22 7 2 
・2012 年度生推薦入試合否判定 

・2012 年度生専攻科入試合否判定 
45 

18 12/8 5 6 
・学籍異動について 

・2011 年度秋学期定期試験時間割について 
45 

19 12/20 5 4 
・学籍異動について 

・2012 年度生入試合否判定 
45 

20 1/19 5 2 
・学籍異動について 

・2012 年度教育計画について 
45 

21 2/2 10 8 
・学籍異動について 

・2012 年度生入試合否判定 
44 

22 2/16 6 1 
・2012 年度春学期オリエンテーションについて 

・資格審査委員会（昇任・採用）設置について 
45 

23 2/27 4 0 
・平成 23 年度各種表彰受賞者の推薦について 

・2012 年度生入試合否判定 
45 

24 3/1 8 4 
・2011 年度秋学期卒業判定について 

・資格審査委員会の答申について 
44 
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25 3/8 10 4 
・学則の一部改正(案)について 

・2012 年度生入試合否判定 
44 

26 3/23 6 7 
・FD・SD 委員会規程の制定にいて 

・2012 年度春学期時間割について 
43 

 

◆参考資料  [学長の履歴書]…（備Ⅳ6） 

[教授会議事録（過去 3 年）]…（備Ⅳ7）、 

[委員会等の議事録（過去 3 年）]…（備Ⅳ8） 

 

 

［テーマ］ 

基準Ⅳ-C ガバナンス 

 監事は学校法人の財産の状況及び業務を監査し、毎会計年度、監査報告書を当該会計年

度終了後 2 カ月以内に理事会及び評議員会に提出するなど、寄附行為の規程に基づき適切

に業務を行っている。 

 評議員会は寄附行為の規程に基づいて開催し、理事会の諮問機関として適切に運営して

いる。 

 学校法人と短期大学は、中期経営計画に基づいた毎年度の事業計画と予算に関し、関係

部門の意向を集約し、適切な時期に決定するとともに速やかに指示している。また年度予

算の適正な執行、円滑な出納業務、経営状況及び財務状態の適正な表示、資産及び資金の

適正な管理運用、法令に基づいた情報公開など、ガバナンスが適正に機能している。 

 月次試算表を毎月適時に作成し、経理責任者及び関係部署に開示されているが、理事長

に報告がなされていないため、今後改善が必要である。 

 

［区分］ 

基準Ⅳ-C-1 監事は寄附行為の規程に基づいて適切に業務を行っている。 

監事は学校法人の財産の状況及び業務について監査するとともに、理事会、評議員会に

は毎回出席し意見を述べている。 

監事は、学校法人の財産の状況又は業務について、毎会計年度監査報告書を作成し、当

該会計年度終了後 2 カ月以内に理事会及び評議員会に提出している。また、監査法人によ

る会計監査の際には毎回立ち会うとともに、神野学園の設置する 3 校を適宜訪問し、理事

会、評議員会でその意見を述べている。 

 

 

基準Ⅳ-C-2  評議員会は寄附行為の規程に基づいて開催し、理事会の諮問機関として適切

に運営している。 

 評議員会は、理事の定数の 2 倍を超える数の評議員で組織され（理事定数 9 人ないし 11

人・現員 9 人、評議員定数 19 人ないし 23 人・現員 20 人）、原則として毎年 5 月、12 月

及び 3 月に開催するほか、学校法人神野学園寄附行為第 20 条に規定する各諮問事項及び、

私立学校法第 42 条の規程に従い適宜開催している。評議員会の開催状況を表Ⅳ－３に示
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表Ⅳ－３  2011(平成 23)年度 評議員会の開催状況 

 

 

す。また、学校法人神野学園寄附行為第 33 条第 2 項の規程に基づき、理事長は、毎会計

年度終了後 2 カ月以内に決算及び事業の実績を評議員会に報告し、その意見を求めている。 

 

 

基準Ⅳ-C-3  ガバナンスが適切に機能している。 

短期大学の事業計画と予算は、学内の関係部門の意向を集約し、中期経営計画に基づき

1 月末までに作成され、2 月初旬に学校法人本部に提出される。学校法人本部は、短期大

学及び設置する学校の事業計画と予算を集約し、中期経営計画に基づき内容を精査し、毎

年度の事業計画と予算を作成し、3 月開催の評議員会で意見を聞き、同月開催の理事会で

決定している。決定した事業計画と予算は速やかに関係部門に指示される。決定された予

算は適正に執行されるが、計画の再検討によりやむを得ず計画変更するなど、年度途中で

変更が生じた場合には、経理規程に定める手続きに従い予算を補正し対処している。 

計算書類、財産目録等は、学校法人の経営状況及び財政状態を適正に表示しており、毎

会計年度終了後は、学校教育法施行規則、私立学校法の規程に基づき、教育情報及び財務

情報を速やかにホームページ上に公開するとともに、学校法人本部並びに設置する各校の

事務所及び図書館に完備され閲覧可能としている。 

公認会計士の監査意見には適切に対応している。 

日常的な出納業務は円滑に実施し、資産及び資金（有価証券を含む）の管理と運営は資

産等の管理台帳、資金出納簿等に適切な会計処理に基づいて記録し、安全かつ適正に管理

している。 

月次試算表は毎月適時に作成し、経理責任者及び関係部署に開示されているが、理事長

日付 
評議員

定数 

出席 

者数 
議事内容 

5/30 
 

 

評議員

23 名 

20 名 
1.平成 22年度事業報告について 2.平成 22年度決算について 3.平成 23年度予算

の補正について 4.その他 

9/20 18 名 

1 理事の重任、監事候補者の同意及び評議員の重任について 2.岐阜医療科学大

学  学科の名称変更に伴う寄附行為変更について 3.平成 24 年度に岐阜医療科

学大学に入学を希望する者（東日本大震災の被災者）に対する学納金の減免の

特例について 4.学校保証型学費サポートプランの導入について 5.その他 

11/28 

 

 

 

評議員

21 名 

19 名 

 
1.理事の重任について 2.平成 23 年度第２次補正予算について 3.平成 24 年度

予算編成方針と中期経営計画の編成方針について 5．その他 

1/23 21 名 

1.株式会社アーバンウッズが所有する建物等の買収について 2.学校法人神野学

園 収益事業開始に伴う寄附行為の変更について 3.中日本自動車短期大学校隣

地の坂祝町との交換交渉について 4.その他 

3/28 18 名 
1.株式会社アーバンウッズが所有する建物等の買収について 2.平成 24 年度事

業計画について 3.平成 24 年度予算について 4.その他 
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に報告されていないことが課題である。 

 

◆参考資料  ［監事の監査状況（過去 3 年）］…（備Ⅳ9） 

  ［評議員会議事録（過去 3 年）］…（備Ⅳ10） 

 

 

 

◇ 基準Ⅳについての特記事項 

 

特にありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：実習場 
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選択的評価基準 

2．職業教育の取り組みについて 

 

基準（1） 短期大学における職業教育の役割・機能、分担を明確に定めている。  

 

資格取得を目的としている本学ではあるが、入学後も進路を決めかね、就学や就職に対

する目標が定まっていない学生が少なからず存在する。最近の傾向では、自分自身の持ち

味、やりたいこと、大切にしていることがはっきりせず、目標の基礎となる自身のスタン

スも固まっていない学生も多い。また、周囲の人間と関わる積極的で前向きな姿勢を欠き、

どちらかというと馴染みの対人関係を好み、基本的なマナーが欠如していることもある。

一般的な傾向として、平均的な大学生の学習意欲や学力は低下しており、学位授与や資格

取得のレベルにまで学力を向上させることは、これまで以上に努力が必要である。2007(平

成 19)年から始まったと言われる世界金融危機は、2011(平成 23)年になっても顕著な回復

傾向は認められず、相変わらずの景気低迷と雇用不安が続いている。これら看過できない

状況においても、学生には自己の個性を理解し、主体的に将来を切り開き、望ましい職業

生活が送れる資質を身につけさせる必要がある。 

本学の「建学の精神」および「教育目標」は、単に自動車整備士を養成するにとどまら

ず、社会人として優れ、また自分自身も充実した人生を拓き進める技術者を育むことにあ

る。建学の精神や教育目標を掲げて日々の教育を実践する中で、昨今の若者体質や社会情

勢を考えると、入学直前から計画的な人間教育および職業教育を導入することが、その後

の学生生活を有意義なものにし、本来の目的である資格取得率を向上させ、卒業後の進路

決定にも少なからず貢献するものと考える。 

 中央教育審議会大学分科会「大学における社会的・職業的自立に関する指導等（キャリ

アガイダンス）の実施について」の答申では、厚生補導としての就職支援と教育課程とし

ての社会的・職業的自立支援を有機的にコラボレートすることが求められており、このこ

とにより生涯にわたって生き抜く能力を付与することが大学、短期大学に課せられた課題

とされている。 

以上の背景に鑑み、学生に有意義で充実した学生生活を送ってもらうと共に、卒業後の

社会生活への適応性を高めるため、本学では 2008(平成 20)年度からキャリアデザイン（以

下「CD」とする。ここでは「キャリアガイダンス」「職業教育」と同義。）教育を正規科目

に取り入れることとした。 

 

基準（2） 職業教育と後期中等教育との円滑な接続を図っている。  

 

入学生の出身校学科区分を見ると、約 80%は工業系（自動車科も含む）以外の学科であ

り、入学後に学ぶ自動車専門科目に関する予備知識は皆無と言える。「自動車が好きだから

入学した」という学生も多くいるが、本人の思いと入学後の具体的な教育内容には多かれ

少なかれギャップが存在する。まして、はっきりとした目的意識、将来の職業意識を持た

ないまま入学してきた学生にとっては、入学後の履修は相当大きな負担となり、ドロップ

アウトなどの原因となりかねない。また、推薦入試制度を利用した場合、高校卒業年度後

様式 11－職業教育 
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半の比較的早い段階で進学が決定することがあり、その後の就学モチベーション維持が難

しいという高校側の事情もでてくる。 

入学前から、本学で学ぶ「自動車」についてのある程度
．．．．

の知識、難解過ぎずに意欲がか

き立てられるような予備知識を身につけさせておくと、入学後の教育がスムーズに展開で

きる。また、基礎的な数学の演算や知識を演習させることにより、入学後に何が必要かを

暗に諭すことができ、ある程度の自覚を促すことも期待できる。さらに、入学直後に進路

を見誤ることのないよう、自身のスタンスを確認する導入教育も必要となる。 

入学が決定した段階で、本人宛に自動車工学基礎を概説した「NAC 入学前課題」を送付

している。この中では、簡単な部品名称や基礎演算の記述があり、「入学後には自習した内

容を確認するための試験を実施する」ことを明記している。入学直後には、できる限り早

く新環境に馴染み、自身のスタンスを確立できるよう CD 集中講義（自己の探求）を二日

間開講しており、その後の学生生活や友達、教職員との交流が円滑に進むよう配慮してい

る。入学前課題の確認試験については、CD 集中講義の後に展開される合宿研修において

実施し、その後の学習支援の基礎資料としている。 

 

◆参考資料   [入学生の出身高校学科割合] …（選 1） 

  [NAC 入学前課題] …（選 2, 備Ⅱ8） 

 

基準（3） 職業教育の内容と実施体制が確立している。  

 

2008 年度から CD 教育を正規科目（キャリアデザインⅠ、Ⅱ：各 1 単位）に取り入れ、

全学科、全学生とも必修科目とした。 

全体は入学直後の ①CD 集中プログラム（8 コマ）、②キャリアデザインⅠ（春学期 15

コマ）、③キャリアデザインⅡ（秋学期 15 コマ）から構成され、①は CD 集中ファシリテ

ーター研修を修了した教員、②および③は各クラスの担任が担当している。 

基準（5）（6）に関連するが、設定したカリキュラムが本学の実情に必ずしも合致して

いるわけではなく、効果を検証しながら精細に見直していく必要がある。また、担当する

教員、特に CD 集中講義を担当する教員には、ファシリテーターとしての知識とスキルが

必要であり、ある程度の人数を確保するには計画的な養成プログラムの実施が必要となる。

さらに、CD 教育においては教員のみならず職員の理解と協力が必要で、学校全体で学生

をサポートしていくという体制が必要となる。 

カリキュラムは、毎年、また効果を検証しながら学期中であっても随時検討と変更を加

えている。特に、入学して半年もしない夏季休暇の前後から就職活動に入るという短期大

学の必然性と最近の就職状況の不安定さから、キャリア支援に含まれる「人間教育」と「就

職支援」の配分バランス、それぞれの展開時期の設定には大局的な視点で、きめ細やかで

柔軟な修正を行っている。実施体制については、CD 科目担当責任者を中心として、年度

計画、カリキュラム策定、検証作業、ファシリテーター養成、FD・SD と関わる教職員研

修などを実施している。 

 



                           H23 

 119

 ◆参考資料    [CD 集中授業プログラム] …（選 3） 

[キャリアデザイン カリキュラム] …（選 4） 

          [キャリアデザインⅠシラバス] …（選 5） 

[キャリアデザインⅡシラバス] …（選 6） 

 

基準（4） 学び直し（リカレント）の場としての門戸を開いている。  

特記事項ありません。 

 

基準（5） 職業教育を担う教員の資質（実務経験）向上に努めている。  

 

CD 関連の専門家を擁さない本学として、CD 科目開講当初は外部機関のスタッフによる

講義を行っていたが、順次、学内担当者の研修を積み重ね、概ね学内スタッフのみで CD

教育を展開できる体制ができている。 

CD 教育の経験年数が少ないこと、科目を担当できるスタッフの絶対数が少ないことか

ら、より柔軟な新しい発想での取り組みが難しい現状がある。また、CD 教育を実践する

中で、その効果を数値的に検証することが難しく、明らかな改善が見られないという理由

から、CD 教育への信頼が確定せず認知が進まないことも課題の一つである。 

人事配置にも考慮しながら、計画的に CD 集中ファシリテーターの養成を進めている。

また、より多くの教職員が CD 教育を理解するため、FD・SD 研修の中で CD の要素を体

験してもらうプログラムを実施している。さらに、経験を積んだファシリテーターの再研

修への参加を促し、教員個々のスキルアップを進めている。 

 

 ◆参考資料     [教職員 CD 研修 アンケート集計結果] …（選 7） 

 

基準（6） 職業教育の効果を測定・評価し、改善に取り組んでいる。 

 

学生の気質や社会情勢の違い、目に見える成果が確認しにくいことから、CD 教育の数
．

値的検証
．．．．

は中々難しい。現状では CD 集中講義およびキャリアデザインⅠにおける学生ア

ンケートの集計をもとに、学生がとらえた CD 教育に対する感想や思いを分析している。

また、基準（3）でも述べたが、本学の実情に即した「中日本自動車短期大学らしい CD」

が必要であり、「人間教育」と「就職支援」の配分バランスや展開時期、カリキュラムの内

容自体も随時見直しが必要である。 

CD 教育を数年実践すると、確かに感覚的には学生に良い変化が認められる。学生の対

人的な様相が改善され、以前に比べて挨拶ができるようになり、積極性も少しずつ感じら

れる。また、複数の外来者からは学生の雰囲気が良くなったという感想を頂くことも多く

なった。全ての学生には及んでいないが、少なくとも学内の雰囲気は少しずつ改善してい

るようだ。ただ、前述したように、数値的な評価は中々難しいことがあり、何らかの手法

（現状ではアンケートの分析のみであるが）を検討する時期に来ている。 

 本学には中国、ベトナムを始めとする東南アジアからの留学生が数多く在籍する。彼ら
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の多くは卒業後に自国へ戻り、それぞれの国のために働く。かつて日本がそうであったよ

うに、彼ら若者が日本の技術を学び、彼らの国に貢献することに変わりない。CD 教育で

は、言葉の違いに加え、国ごとの価値観、習慣、感性の違いが障害となる場合もあるが、

国には関わらない「よき人間の本質」は存在する。本学は、彼らが日本での CD 教育を体

験し、その経験を生かしてそれぞれの国を治めてくれることを念頭に持ち、CD 教育を実

践していく心構えが必要である。 

カリキュラムの見直しについては随時行っており、本学らしく、しかも現状に即応した

CD 教育の展開を模索している。また、留学生への CD 教育は、日本人学生と本質的な違

いもあることから、外国人教員による CD 教材の翻訳、CD 教育自体の研究を進めている。 

 

◆参考資料    [2008 春季集中 CD 授業報告書] …（選 8） 

[2009 春季集中 CD 授業報告書] …（選 9） 

         [2010 春季集中 CD 授業報告書] …（選 10） 

[2011 CD I 学生アンケート]  …（選 11） 

         [2011 CD 集中アンケート報告書] …（選 12） 
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選択的評価基準 

3．地域貢献の取り組みについて 

 

基準（1） 地域社会に向けた公開講座、生涯学習授業、正規授業の開放等を実施している。 

 

本学は、国籍、文化等の違いを超えた住民交流の促進及び圏域内に居住し、通学し、又

は勤務する外国人の日常生活の支援等、広域的な多文化共生活動を円滑に実施することを

目的に 2010(平成 22)年４月に美濃加茂市及び坂祝町と多文化共生の推進に関して協定を

締結した。その結果、在住外国人対象の日本語講座「なかにほん・にほんご・あかでみい」

を開設した。受け入れ人数は 2010(平成 22)年３名、2011(平成 23)年２名であった。 

 

また、関市立関商工高等学校、及び、あずさ第一高等学校／国際高等学院と相互の教育

交流を通じ、生徒の視野を広げ、進路に対する意識・学習意欲を高めるとともに、高校大

学の教育内容への理解を深め、教育の活性化を図るために高大連携に関する協定をし、以

下に掲げるとおり高大連携公開講座を実施した。 

 

①関市立関商工高等学校  

関商工高等学校の機械科の生徒が実習授業の一環として、本学の講義を週に 2 回の割合

で受講することにより、関商工高等学校のエンジン実習Ⅰの単位として認定されるもので

ある。 

1 パート 10 名 4 ローテーション（1 ローテーションを 6 回とする）×2 クラスで行わ

れた。受講時間：午後 12 時 35 分から 15 時 25 分まで 

 

表 12-1 関商工高等学校との実習授業経緯  

実施年度 受講人数 学科・クラス（人数） 実習内容 実施期間 

平成 21 年度 
1 パート 

1０名 

機械科１A クラス(40) 自動車整備

の基礎教育

5 月 22 日～1 月 22 日 

機械科１B クラス(40) 5 月 11 日～2 月 22 日 

平成 22 年度 1 パート 

1０名 

機械科１A クラス(40) 自動車整備

の基礎教育

5 月 7 日～1 月 7 日 

機械科１B クラス(40) 5 月 12 日～3 月 2 日 

平成 23 年度 1 パート 

1０名 

機械科１A クラス(40) 自動車整備

の基礎教育

5 月 13 日～2 月 3 日 

機械科１B クラス(40) 5 月 12 日～2 月 2 日 

 

実習内容は、原動機およびエンジンの分解、点検、測定、組み付け調整及びエンジン始

動を行い、エンジンの基礎を学ぶことを目的に置き、基礎自動車工学を教材とし、シンプ

ルな内容とした。具体的にその内容を表 12-2 に示す。 

様式 12－地域貢献 
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表 12-2 関商工高等学校への講義内容 （平成 21 年度） 

回 担当者 場所 内  容 

１ 

高橋（清）、遠山、

服部、國井、佐々木 

６号館 4 サイクルエンジンの作動 

２ ６号館 工具の使い方補機類の脱着 

３ ６号館 始動前点検エンジン始動 

４ ６号館 動弁機構の確認 

５ ６号館 測定（ピストン、シリンダ） 

６ ６号館 エンジン始動 

なお、2010(平成 22)年度、23 年度についても担当者の変更はあったが同様の内容で実

施している。 

 

②あずさ第一高等学校／国際高等学院 

高大連携により実施し、国際高等学院の自動車コースの生徒が授業の一環と

して、本学の講義を月に１回の割合で受講することにより、国際高等学院はこ

の講義を単位として認定するものである。受講対象者 4 名（自動車バイクコ

ース）で、受講時間：午後 1 時 20 分から 3 時 20 分まで  

 

表 12-3 あずさ第一高等学校/国際高等学院への公開講座内容（平成 21 年度） 

回 月 日 担 当  場  所 内   容 

１ 5 月 12 日 栗木 9 号館 フェラーリ実習 

２ 6 月 9 日 寺尾 9 号館 燃料電池と実車について 

３ 7 月 7 日 鈴木（泰） 9 号館 ホイール・アライメントについて 

４ 9 月 29 日 鈴木（美） 9 号館 モータースポーツについて 

５ 10月 30日 藤田 ５Ｒ２５ ガソリン・エンジンの点火装置について

６ 11月 27日 服部 ７Ｒ２ 
ジーゼル・エンジンの圧力測定及びノズ

ルの分解・組立、調整、エンジン始動 

７ 12月 11日 宮川 ５Ｒ１６ ブレーキの構造作動確認分解・組立 

８ 1 月 29 日 高橋（正） ４１１ 自動車の検査機器を使用した実習 

９ 2 月 19 日 鹿子嶋 ７Ｌ１ 二輪分解組立て構造作動確認 

なお、平成 22 年度、23 年度についても担当者の変更はあったが同様の内容で実施して

いる。 

 

 

 その他、2011(平成 23)年 10 月 29 日には、ネットワーク大学コンソーシアム岐阜の県内

高等教育機関リレー講座「岐阜に学ぶ」において、「エコからモータースポーツまで」をテ

ーマとし公開講座を実施した。また、2012（平成 24）年２月４日には津市教育委員会教

育長 中野和代氏を講師に招き「めざせ“食”のスペシャリスト！教師たちの思い」をテ

ーマにして公開講座を実施した。 
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今後の課題としては、「なかにほん・にほんご・あかでみい」の受講生が少ないことであ

る。この対策として、留学生別科と学生課が連携し外国人労働者を雇用する事業主へ働き

かけを行い、受講者の増加を図る計画がある。 

また、地域住民に対し本学の教育内容に沿った公開講座を開講していくことも課題であ

る。これに関しては、坂祝町議会とも 2010(平成 22)年度より懇談会を開き意見交換をし

ているとともに、2011(平成 23)年度には学内に地域連携ワーキンググループを設置し検討

を重ねている。「簡単にできるクルマ点検（仮題）」、「簡単なタイヤ交換（仮題）」などの案

が出されている。 

 

◆参考資料     [多文化共生活動基本協定書] …（選 13） 

[高大連携に関する協定書] …（選 14） 

 

基準（2） 地域社会の行政、商工業、教育機関及び文化団体等と交流活動を行っている。 

 

自動車工学を教授する本学では、早くから「エコカー」を教育テーマとして取り上げて

きた。そして、1998(平成 10)年に「クルマのエコ」と「ものづくり」をテーマに、岐阜県

高等学校教育研究会工業部会と連携を取りエコカー競技会「Econo Power in Gifu」をスタ

ートさせた。当初は岐阜県・愛知県から１０数チームの参加であったが、この数年は東海

三県を中心に１０府県の高等学校・大学・高専・一般企業から１００を超えるチームの参

加を得ている。世界規模で環境問題が取りざたされ、ＣＯ２の削減が叫ばれている昨今、

まさに関心の高さが示されているところである。 

 

 また、多くの留学生が在籍する本学では、留学生による「自国の文化紹介」、「日本語弁

論大会」等様々な地域との交流を行っている。2007(平成 19)年には５件の取り組みであっ

たものが、表 12-4 に示す通り年間１１件にも及んでいる。 

 

表 12-4  2011(平成 23)年度 留学生による地域貢献の取り組み 

実施日 事業名 事業内容 場所 主催者 参加留学生

数 

5 月 5 日 お楽しみ会 

 

自国の言葉紹介と交流 可児福祉センタ

ー 

ヒッポ 11 

6 月 21 日～ 

8 月 31 日 

NAC 留学生フォ

トコンテスト 

留学生の撮った写真を

展示 

坂祝公民館 

 

中日本自動車短期

大学 

- 

 

7 月 15 日 

 

日本語弁論大会 日本語弁論を通じての

交流 

中日本自動車短

期大学 

中日本自動車短期

大学 

12 

 

10 月 22 日 

 

富加わくわく祭

り 

自国の文化紹介と交流 富加南公民館 富加町国際交流協

会 

4 

 

10 月 23 日 

 

世界ふれあい広

場 

自国の文化紹介と交流 富加Ｂ＆Ｇ 

 

富加町国際交流協

会 

6 
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10 月 29 日 

 

お楽しみ会 

 

自国の言葉紹介と交流 犬山丸山学習等

供用施設 

ヒッポ 

 

4 

 

10 月 29 日 

 

岐阜県内  外国人

留学生日本語弁

論大会 

岐阜県下の各大学の留

学生による弁論大会 

名城大学 可児

キャンパス 

岐阜地域留学生交

流推進協議会 

5 

 

10 月 30 日 

 

世界青年交流会 各国文化紹介と交流 

 

各務原産業会館

 

NPO 法人岐阜県

青年のつどい協議

会 

4 

 

11 月 12, 

13 日 

美濃加茂産業祭 留学生ブース出店 プラザ中体 

 

美濃加茂国際交流

協会 

20 

 

1 月 27 日 

 

新春国際交流会 お餅と歌を通じての交

流 

中日本自動車短

期大学 

中日本自動車短期

大学 

13 

 

2 月 17 日 

 

坂祝中学校ふる

さと体験 

自国の文化紹介と交流 中日本自動車短

期大学 

坂祝中学校 2 

 

 

さらに、本学留学生が本学以外の留学生との交流を深めるためと国際スポーツ振興に寄

与するため「国際交流スポーツ大会」を開催している。これも、表 12-5 に示す通り当初

６校の参加校数であったが、2011(平成 23)年度は１５校２８５名の参加を数え盛大な大会

となった。 

 

表 12-5 国際交流スポーツ大会 

実施日 実施競技 参加校数 参加者数 

平成 21 年７月１８日 サッカー・卓球・バスケット

ボール・テニス 

６校 245 名 

平成 22 年１１月２８日 サッカー・卓球・バスケット

ボール 

１０校 261 名 

平成 23 年７月１７日 サッカー・卓球・バスケット

ボール 

１５校 285 名 

 

 

 本学はイタリア国立フェラーリ工業専門学校と 2000(平成 12)年より姉妹校提携を結ん

でおり、交換留学生として来日したフェラーリ校の学生を坂祝町住民がホームステイ先と

して受け入れたり、坂祝町役場を表敬訪問するなど交流を行ってきた。そのような経緯か

ら、坂祝町議会との懇談会においてフェラーリ校の所在地であるマラネロ市と本学所在地

である坂祝町との姉妹都市提携の仲介を本学が行う運びとなった。その結果、2012(平成

24)年 2 月 12 日「坂祝町・マラネロ市友好都市提携」がマラネロ市で調印された。 

 

 その他、2011(平成 23)年 12 月 10 日には、ネットワーク大学コンソーシアム岐阜の「学

生による地域課題解決提案」において、本学の専門性を活かした研究に学生が取組み「特
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定交差点の事故要因に関する研究―属地性からみたアプローチ」の成果報告を行った。ま

た、本学は岐阜県教育委員会が主催する特別支援学校サポート「働きたい応援団ぎふ」の

サポーターとしても登録している。 

 以上のように、地元行政、教育機関等と様々な交流を行っているが、留学生の活動に比

べ絶対数の多い日本人学生の交流活動が少ないことが課題である。この件に関しても、坂

祝町議会との懇談も重ねているところであり、地域連携ワーキンググルプにおいて検討を

している。その結果、学生も協働し町の所有する車輌のＥＶカーへのレストアの研究、ス

ポーツ少年団の指導、交通安全指導等案が出され実施に向け検討しているところである。 

 

◆参考資料   [Econo Power in Gifu 開催報告] …（選 15） 

[http://www.nakanihon.ac.jp/econo/index.html] 

[留学生による地域交流の取り組み] …（選 16） 

           [国際交流スポーツ大会 開催資料] …（選 17） 

[坂祝町・マラネロ市友好都市提携 資料] …（選 18） 

[http://www.nakanihon.ac.jp/~italy/A_Feb22.htm] 

         [働きたい！応援団ぎふ登録証] …（選 19） 

 

基準（3） 教職員及び学生がボランティア活動等を通じて地域に貢献している。 

 

特記事項ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：友好都市提携の調印式 


